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第1章序
こ，o.

S問

1.1 聴覚障害者の現状

身体障でj者は大きくJl主体ィ、1'1111将、制J'm持者、聡党!日日':-IT1えび|付l\i~~I~官{fに分れる 。

l肢体不li111 や似:rt防;与は日に見える附~I;であるのに対して、 JéIJ:ì'UI~ '， 'iや l人1 :~~ ~;~..!}は他者ーに

はわかりにくい防f主である。

厚生省の身体j!1~~M-f態調作によれば平成 3 年lJ JJ に全国の聡j't IR~ ;lf将は37万人である

とされている')。 これは令人11の0.3%をr'iめる。しかし、実際にl隊:rtに昨告を持っている
人はこの数倍以上であると有われており、 'F~、補聴器の1j'.f: \JJ仮先数が約3 1万台であるこ

とから2)、聴党に僻筈を持った人の:た際の数は300万人とも600万人とも言われている。こ

のように大きな差が生じる:n1! 111 は、厚生省の実態調授が~I擦のl惚:rt防得点ー全体を反映して

いないためである。厚生行の剥資は lQ~7!;15'手帳の保持者の数である。 しかし防:作者手帳は

障害者本人がrp訪して初めて交付されるシステムとなっているため、聡覚障も'のような日
に見えない障害の場令には"1J l'i しない人も多い。特に高齢者では耳がイ~II 111になってもそ

れが当たり前であるとみーえる人が多く、!f.~f左右手帳を " 1訪することは柿である。 以上を考

慮すると実際の聴覚障害者数は数百万人、全人口の数%であるとjfI~~ 1 できる。

総覚障害には、聴覚過敏、 11); I "'J IP.~'8などもあるが、その多 く は Illl こえの低下である 。

聞こえの低下を分類すると、到t聡とろうに分けられる。聴)Jレベルが100dB未満を難聴、

100dB以上をろうとJlfぶ場合もある3)が、厳常に定められているわけではなく、他の定義を

する人もある。いずれにしても全く |泊こえない人をろうと呼ぶ。また成長してから失聴し

た人と、生まれっき際守を持った人とでも|え別が必要である。そこで、聴j'tIP.:i古-(1'をろう
者、 '1'途失聴者、 難聴者に分類して説明する。使JTJする言刊からみると、 11ミまれつきのろ
う者は難聴者や中途失聴1fと全く災なる。

ろう者は、上で説明したように全く工~の IllJ こえない人であるが、ここでは '1 '注失聴者と

区別するために、生まれっき全く耳がI1¥Jこえない人達のこととする。ろう.('i'は.i!I1'':;¥'日本2!?

を背戸言語と して修得していない。 そのためT'，~言誌をコミュニケーション手段として使

川]している人が多いが、その下訊も114:計fX法と全くwなる文法を持った伝統千百1;である。
日本訪は文字言語として修得しているが、 114>:詩文章の読み 11~き能)Jが劣る人が多い傾向

がある。ほとんどのろう者は11本誌のJFしい発):7がてdきない。人の成長において肢も重要

な幼児!9Jにおいて、:qから全く↑!?械が入らないため、 M:)III的成長がitfれることもある。

それに対して11本語を背JR古語と して修得した後でl他)Jをうたった'1'途失聴.r，では、主と
しても~mする言語は円本詩文7:， である。その多くは 日本訪を .i l : しく発71 1できるが、 n分の

発声をフ ィ ー 卜、バックできないので少 しずつ刷れて し、 く。手話をもUTJ する場介も、 11 ..jì:~)}

文法を基本とした日本語対応手話を使川することが多い。

ある程度音が聞こえる難聴何では、 ，lJIj肱:mによって大きく改汗する人と，mIJ:mが役に立



たない人がいる。 171fIの伝i主にJJ;ij，人lのある伝fTtHit聴の多くは、 fiわる途'1'になんらかの

)J;O，'"で 1'\が小さくな っているのであり、 1Ifi*ð{，~によって討を大き くすることによって ITIlt

をあるね).([.f1I!解することができる場令が多い。そのため使JlJするコミュニケーション下段

は JJ 本初Pî.，liが '1' 心となる。それに対して Jfðflll終等に似|刈をもっ!必 l\lilJitJ~t:の場合では、

ì'~は qlに小さくなっているのではなく iliんでおり、1IfiJ~ð{，*を使川 して 11 を大きくしても lf

JHとして認識できないことが多い。その場令には口話と1Ifi*Ar.*を併川したり、文字，;誌を
使川したりする。いずれにしても日本訴が基本となる。幼児J9Jの般聴に気付かないとやは
り精神的発達が肌持される場合がある。

聴:l't障:与者において肢も1(12なIlljJlijが情報の欠如て'ある。人IJ¥Jの受け取る情報12で比較
すると、聡:ì'tから受け取る情報はfJUtから入る↑fl 械の次にjN1~n(が多い。 例えば幼児J9Jに

おいて言語はまずFfJHから獲得するように、発注目与における仔JHの来たす役;月IJはill12である。
他聡15と聡党防答者が1M 1 でコ ミュニケーションをする場合には、他惚者~llJがはじめ

から聴:i't障害者にi直した)Jitで行えばよい。それに対して例えばマスメディアなどから一
方的に流される情報では、受け手が聡党に障ちがあるかないかにかかわらず、 Fi戸で伝達
されることも多い。このようなマスメディアなどからの情報1111まJI，'，:i¥"に多いが、聡党障害
者にとっては利用できず、l;H1のコミュニケーションや文字媒体により↑fl械を入手して
いる。このような苦戸のli'i桜を聡Jï:附害者に伝達できる形にすることを、 t，'it~保障と"予ん
でし、る。

他聴者とJetl覚障害者がコミュニケーションをとるためには、手話772Rや文字言誌なとの
背JH以外の手段に醐訳する必要があり、その際に情報が自IJられたり、 T11んだりすることが
多い。これらの聴覚障害去の使川する言誌と背戸との翻訳は多くの入手がかかるため、聴

:l't障害者の要求に十分に応えられていないのが現状である。

1.2 ADA法と情報保障

1990"1:に米国でADA法という阿j倒的な法案が成立した九 これは附(~Ifによって差別す

ることを明確かつ包知的に禁止したtHtltであり、特に公共サービスやi込I1¥J公共施設、雇用、
交通、 IE気通信なとにおいてぷ別を祭じている。ここで民間の1I怜'1胞設、レストラン等の
食事を提供する施設、|決阿館その他の以来施設、パン屋、食品雑貨民、ぷ料品1;1;、ショッ

ピンク♂センタ一、レンタル胞設、銀行 ・ガソリンスタンド・病院 ・旅行代即応 ・コインラ

ン卜‘リ一等のサービス施設、|呼物館、 1:，18館、美術館:、公|刻、遊|必j血、教ti施設、体育館、
ゴルフコース、ボーリング場などはすべて公共的胞設に合まれる。すなわちほとんどすべ

てのJb~において差別が禁止されていると与えてよい。この法Iltの 11 的は、 ①Ig~ ~If {i-2~別を

なくすための|別機かっ包日的な l司主主的命令を設けること、 ②防';1;-(L~~ 5;IJ に対処する別総 ・

1虫)Jで-J11性のある施行可能な法準を設けること、 ③1，~ベi を~，':t~~lf~' に代わって』血行する lfii

で辿邦政府がrl'心的な役持1] を.'.ì!:たすことを f~附すること、 ④邸~1;. 1'i-が 11 々百Ilflîする Jt別に

-2 



対処するため議会の村[阪を行使すること、である。この法ilはl世界のどのII，iillll4lRよりも
すすんだものであり、N!ï制先進 II~の Jtl吹.j/îl "l においてすら h iJtよの法íItの尖脱が切盟されて
いる。

ADA法は公共サービスにおいて、聴覚防;'i{i-に対するなんらかの情報保附を川立する
ことを規定している5)。例えばH:1f，;I;においては屯気通信リレーサービスを川立しなければな

らない。 この沼気通信リ レーサービスとは、聡J't IR~~;~又は肴ft ft防 ~ I;.をのーする 1附人に、総:ït

~I'~ I-){-又は言語防告のない.x-がイI線もしくは1n(線による背íli.i!1if言を川いて.i!1i伝する能力と機

能(I~に |日12Fの方法で、.ì!1i話 +11 1');と打線もしくは無線による i副主を行う能力を従供する lE

話送信サービスを意味する。複数の屯ffiIーがある場所て'，;1:、その'1'に u己のサービスが受け
られる屯話が最低l台なければならない。また、全部又は一郎が:cli邦政府機関もしくは連

邦政府の出先機関によって ~nljfF もしくは提供されているテレビ公共サービス広報には、そ
れに字幕を十lけなければならないとしている。実際米国でのテレビ帯組における字幕付き
番組の割合は90%を勉えると報告されている。

それに比較して日本のtiMtI:は大きく遅れている。エレベータやエスカレータの設置して
ある公共施設は少なく、 '1目、す{史川才fなとにとっては利用しづらい。公共パスにおいても
点いすの使用できるリフト十lきパスはほとんど走っていない。i<<IJTJでは、!日IIJ日機会におい

ても賃金においても多くの附持者差別が後っている。日本においてもADA法のような障

害者差別を禁ずる法律の早期実現が望まれている。

日本における聴:it障官者へのtt'i報f:tl院に|期しても未だほとんと何もなされていないに等
しい状況である。日本では'ldllliなファ ックスが普及していることから、通信にはファック

スが使mされることが多い。それでも相互通信の可能なHlirTiを使JIJしたリレーサービスに
対する要望も1郎、が、日本ではリレーサービスは未だ実現されていない。テレビやラジオ、

映画は原則的に聡党に防告がないことをliu伐としており、字幕やl'話のついている番組は

全務組の数%にととまっている。字幕十lき帯組を見るためのアダプターもif:jfllliであり、か

つ対応している機極が少ないので選択の余地がほとんどなし伸。そのため↑fi械のI::JWだけで

なく、来しめるレクリエーンョンも似られる。 また講i1~会や討論会て干においても聡:r1:防3
4雪団体等が主催しているJ};jftには的報保郡は行われているが、それ以外の場合には全く行
われない。

lít\:ì't障害者への情報~r-~のほとんどは後録手話.ì!1i訳.x-なとの少数のボランティアに頼っ

ているのが災情であり、公共サービスとしての↑Ji報保附は尖刻されていない。それどころ
か選挙の際の政見政送においては、チ~7i通訳.x-をいれることは公職選挙法て'然停 止されてい
る。 また街頭演説ではその|人.J~を民約Îi記等で文'j<j('示することも然 11: されている 。 この

ように、選挙においてはiEに情報{以降を然l卜ーするという先別を法iltで規定している。その

ため聴覚障害者の社会参加がm告されているのが現状である。
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1.3 情報保障手段

聡:l'tに~~容を持つ人々に対して計)Jfh'l械を伝達する手段は、その人の持つ脱党防~Itに対

応して係々 な)j1.去が{止JTJされている。その手段は、 ①千訴711!;を利川する丁一段、 ②fijii古
川をも1・J[Jする手段、 ③x'j-:三;{iを{山川する手段、 ④説話、の」つに大きく分;1iできる。

幼Y-~!UJの言誌の獲得は主として聡:rtを.iillして行われるため、先天的にXは就学以前に聴

)Jを失ったろう者は、 11本;!iを|づ}Iこ獲得していない場合がほとんどであり、文市読み取

り能)Jも必くないことが多い九 そのためろうおは日本語とはJZなる宵誌である 「千百f;Jを

fJll川してコミュニケーションをとることが多く、 Ef声情報を伝迷する手段としても予話通
訳をも~川することが多い。 このろうおのもunする手話の文法ーは rl.{.:iffi とは見なり、名詞や

動詞、形容詞をAtべているだけにすぎず、助詞やJ1)JID)J詞に対応するものはほとんどない。

例えば、 「私は海へ行くJとTIう1I.'fには、 「私、潟、行く 」とIj¥訴を、1T.べて、それらを顔
の表情や身振り ・手振りなどでそれらの接続関係を補足している。主流や)AF，ffの位置も特
に定まっていない。例えばう¥:;の文7目立「私、行く、海Jとか「海、行く、私」などでも良
い。そのため悦れないと調IJかなニュアンスを表現したり、正確に1立区lを読み取ることは簸
しい。そのため、ろう者の小で手話のできない人も多い。

'1'途失聴者や難聴者も手話を使mすることがある。これは情報伝達j主j交の観点からみる
と、文字情報では非常に速度がi!tいのに対して、手話はi古戸と同等のj主j立を持つためであ
る。但し、他のコミュニケーゾョン手段を持つrl'途失聴 ・難聴1;にとってはろうおーの佐川
する手話は習得が餓しいため、 '1'途失聴 ・到t聡./'iでもJ'tえやすいT話を使川している。ろ
う者の使用する手話が伝統7・訴と呼ばれるのに対して、これは日本iii対応予話と呼ばれ、
円本誌と同じ文法構造をしている。 近作は聡j'tr.~持者へのT話Ì![);l!{サービスも伝統手話と

円本語対応手話の両方を同時に行うことも多くなってきている。

Irr~j't機能が残存する難l徳将では1'tjlfを不IJ川した 1'，'11&似附手段を使うことが多い。 背を拡

大して伝える補聴総や、{溢気信サを使JIJ して ~í: )llを 11fiJ~5誌にfiillする位i~1ループなとであ
る。 .!ifi馳、総は必要なffJ11だけでなく );';JITt:Iの維lTをも拡大するため、斜ti"iの多いJ;;!!;iではう
るさいという問題がある。また、到t聡.11-では低??岐に比較して1:'，iji')_J.必の恥:UJレベルが決ち
ている人が多いが、 11ÛJ隠誌を司，1~在して佼川おーにfTわせなければ、州聡13は 1.':1被数に I~I係な

くffを大きくしてしまうので、 1氏1.f成が拡大されすぎるI/¥J題もおこる。このように現(1:の

1Ifill5{，~はまだ十分でなく、デジタル処.1mを行う 11削除、おなども研究されている 。 但し、 JTが
小さく 11\1 こえるだけの人には1InJ~~ {，~が使Jl J できるが、 Jfが-æんでしまう杭状の障害ではFf

を大きくするだけの1In~~ {，~を{去っても ffは Illl こえるが内特がわからず、コミュニケーショ
ンは雌しい。 11ft聴~~の J比大の平IJl\は、使川の際に特別な市11記~を必要とせずに的 qlにも~川で

きることである。

音が歪んでしまうが]~5t， 1 1 経はl/iJJIJ1ない人に適する方法として人T内立がある。これは音

を処迎して直接聴神経を刺激する刀法であるが、このとき感じるffはl惚)Jを失う liiTに聞い
ていた背とは全く呉なる。そのために感じる了?と実際の背や戸とを対応づけたり、読話を
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UfJlJする訓練が必要である。

11 ;j\誌を獲得した後にJ~~)Jを失った '1'途失J~~{í'や-Ilfi~~~~が使JIJ て'きない i1l聡{íでは、)(_

'r: /i-t;Hを1*月]して情報をf.bfする時)0 J~~j't~;~主将のために、議決や会ぷなとの』活を1111いて~

約し、 OHPなどを佼川して文千:で制党(I~ に伝える 4HI 爪邸Jを~約 'lf~~とよんでいる。 l 、

2人に対する場合にはノートなどのトーに文章を丹いて(ノートテーク)泊訳し、多人数に

対する場合はOHP シート上に-，I;.~、た文ぷを投影して音声情報を伝える。

談話は人の発戸する I~I の動きから言集を理解する方法であるが、 jill'I:;~'説話だけで'すべて

理解するのは非常に餓しい。そのため談話は他の情報j~怖の-Ilfi Jl)JT段として使川されるこ

とが多い。特に-1101陪伐をull川している難聴おでは読話との併川で内科の鹿島千が深まること
がう日Iられている。

このように対象者によって必袈とする情報保障手段は見なる。そのため多数の聡党障害

者が集まる場所での情報保障では、段々な)j法がm意されなければならない。また、複数
の情報保障手段を組み合わせて利mしている人も多い。
テレビにおける↑j'if.~似附も|百l織である。テレビ背戸を文字をもU川して伝える lî法と、手

話を使川する方法がある。しかしこれらの↑!?報保障を行っているテレビ需品Hは非常に少な

い。特にアニメーションでは説話ーができないため、内容のj]1!~)1は閑mを極める。

1.4 文字による情報保障における諸問題

聴Jì~~者は音声で会話をできないので、文'f:を有効に利JTJ していると思われがちであ
るが、筆談のような文字によるコミュニケーションが縦しい人の)jが多い。ある大都市の

障害者相柑センターでそこを利m した聡党防~1i-去を分類したところによれば、コミュニ

ケーションが背戸言詑又は文下方誌をJTJし、て十分可能な人は5%しかおらず、日戸7言訴は百[1

川できるが言葉の到!解が劣り 11'.縦な筆談が~1t しい人が15%、残りの80%は市談は芯|沫不明

だとし、う報告がある9)。これは極端すぎるのでおそらくろうおだけについての集計だと推測

するが、文字言語の意味を卜分にtrlWできるi陪J't院主者は決して多くない。
総J'1:障害者の'1'でも'1'途失l応・知t惚;{tは)(_'ドによってコミュニケーションをとることが
多い。文字による情報保障手段として使川されているもののひとつにOHPをもIlmした要
約乍記がある。これは|人l'iWtから数i' Î人の ~;:(\Ii-~"こ f"ì'r:-r h'f報を伝達するために佼川され
ている。!}2約筆記は3Z'，または4t，の12約筆記{tがl刻!となって行う。長時間の乍記を行
う時は 2 組で交代して行う。透過J\~の OHPの上に透明ロールシートを[泣き、その上に文

章を記入してL、く。要約筆記-Kiはー人がJ:となって舟き込み、もう一人がその揃助をして

書き切れないところを捕ったりする。一人はOHPの上側に肢り、透明ロールを挺り、ま
た順次巻き取ってし、く役'，1111を持つ。できるだけ多くの情報を』込むために、 ["rl'j全失聴

-d-J ["姿約筆記」など良く仙川される数ETi は1: 1週 Jtjffiの目1\号で記される。また筒条 ;I~きに
したり、矢印などをもむったりする。また音楽のときは汗ね記日を;!?くなど、見ている人の
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理解を助ける各種のテクニックをfJ!!J1Jする。

ノートテークやOHP による要約乍記などのような文?による 1，'it~似附下段は、'1'途失

聡f，'ゃi1l聡(i'にjよく使JI)されているが、多くのI11) iW.'.'，';もイiしている則。 以トではl他党防'irt
からみた111)iW点、 市話話f;.(おfからみた):川!日川iリ)!題i並辺11ιI.'点1，

以下、 1H"Jíi記に 1M) して '1'心として述べるが、他の文字:による↑17桜~~:I~てJ もほぼl ， ïH;fiである 。

FfJ17を;立;手:で読んでいるl他党防持-(5'{IlI)からすると、立E約筆記には不満が多い。その主た
るJJ;l閃は12約筆記の情報伝達速度がk，¥i¥'に遅いことにある。文'{:を市記する述l立は発話の
速度に比t絞して ~Ió'，\i\に遅い。 辿.:;~.の話の速度は漢字かな交じ り文に換算して300~350'子/

分科j主である 10)のにx.tし、 j?き取りt.!!j.itは50'{:/分程度である。そのために通常のj主皮で
話された言葉の約15%を文'ドで記述できるにすぎない。この点が 112約乍記」と呼ばれて

いる理ti11である。熟練した乍記.r，であれば、 ofl12な部分を州lillすることにより先話の内符
の 3 加l程度が伝えられると il~われている。定111(:内に 3 書1)の内符しか伝達されていないこと

が検証されているわけではないが、 12約乍記を見ている聴党附1174持ーが訴の仏l号、-を卜分にJ!I!
併できていないことは、多くの，](例が示している。逆にiuiのl付終のofl12な点だけを伝達で
きるとは限らず、慣れない筆記者の湯令には芯I沫の無いことばかりを伝えることもある。

またすべてを書こうとしすぎる余りに、文京が最後まで終わらなかったり、ただの筒条書

きになってしまったりすることもある。また卜分に司1)糾を受けた官記.r，でないと、筆記者

の主観が混入したり、 iミ行をl収りi主えてしまって話と全く逆のことを伝えてしまう場合も

ある。認を早く書こうとするために文字がなぐり書きになり非常に読みにくいこともある。

このような理rl1から、 12約ii記をμている聴覚障;1;.15に話の内谷がiE町iに伝わらない場合
が多い。

内容が正確に伝わらない I，'Xに関しては話者も不満を感じる。 聡J't lR~~I;.1tの場合は話の内

容がわからない場合も)京凶が'.i!!約乍記だとははっきりわからない。それに対して話者の場

合は、臼分の話した内符と全く巡う t行の文71を主かれたり、，'，分のな図したニュアンス
が伝わっていないのを FI の lì~で凡ると、 12約^1:t記に対して ~rr1~ 、不信感を抱く。

能記者~")からすると、'.i!!*γ1:t記はill::ïHêiJの:'[，)に報われないfl'業である 。 文 JJLを速くみこ

うとするために腕がl出町炎などになることも多く、また Fから ~rr1いJtをあてたOH P [，の

透明フィルムに文字を5くため、 |岐にjlij必鮮が:11やすいなど、 i住j，]i，二のli.li'，liが大きい 11)。

f，'ifJ l l的にも、話の内容のill12な I.'.Î.を要約 してできるだけ述 く 3 くという/，YM~な労働である

ため、強い緊張を必要とし、ストレスの!JE悶となる。 12・約市記必はj且 '.:j~ ボランティアで

あって、なんの報酬も受けない。 そのように ?i1~' して準記しても、 上記のようにJé~}t防害

者からも話者からも不満をぶつけられる。 tlに話者からの批判lはボランティアである筆記
者のプライドや意欲を扱いやすい。

このような要約筆記の I1U iWを改"ìì'.;する )i(t・として、話者一に~I"':i\' にゆ っくり 、場合によっ

ては一文ずつ中断しながら訊をするように求めることがある。しかし、 l低決がl他党~~~5-者

だけであればそれでもよいが、聡j'tIP.~\I{-おのれ会参加を考えると、 般の他拠点に対する

紘dli会等に聡:rt障害者が参加する状似て'の対応が盟まれる。このIA介、他l徳.r，にとっては
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非常にi堅い話はしばしば退Jniであり、 1i¥J:![びしているように感じられる。それが原因で、
l立総行が聴jt r.~ c8 1í-を ih~ tJÎi会 "，t，-;から排斥するようにな っ てはな らない。 そのため、他聴1';

に対して話す速度での訴が文字化できることが宅ましい。また、ゆっく り訴をはじめても、

話が進むにつれて段々 '，'TIになってしまう話者は多い。

これに対して英語圏では、話を記録することは比較的容易であり、このような問題は起

きていない。 特に近年はステノタイプという速記とコンビュータを~Ilみ令わせることによ

り、英誌の話の全文を文宇で表示する↑!?報保障システムが1iIiJlJされている。しかし言誌の

災なる 11本では、このシステムをそのまま伎一周することはできない。また、このようなシ

ステムは言誌の特徴に強く依存しているため、そのノウハウをそのまま日本5古川として利
JTJすることも難しい。

以上述べてきたように聡j't p.~ÉJi者の情報保障に関しては、各人にあ っ た Jj法で広 く サ

ポートされることが望まれているが、 51とだ卜分に~現していない。 特に '1'途失聴 ・ 難聴者
のための2!!約筆記に IJ，!I しては、 ~1担が多いにもかかわらず多くの本質的な問題点を有して

いる。ここでもしも内特を'.ll!約せずに話した全てを文章として即応に表示するシステムが

英語と同様に 日本計iでも災現できれば、細かなニュアンスまでをも聴覚障~~Ifおに伝達する

ことができるとともに、 '.ll!約乍記者一の主観も入る余地はなく、 1111 きずーである聡:it障~y者の
持つ不満は解消し、非常に有効な情報保障手段となり得ると考える。
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第2章研究の目的

liij !;，の考告書によLづき、本研究の1-1的は、 ;h11を'}J!約することなく全文を日JlWに文なとし

てぷノJ;する↑r'it担保防装i世をIJfJJr;することとする。只体的には、千数 (1 人のJé~J'm;I?-K'が参

加lする F:i't-lf団体の会議や、少数の肱党昨;If~ïが一般的な講泌会などに参加する場合、ま

た数人の聡J't障害者が参加する小鋭校な集会などにおいて、議泌-Mーや発 ri者に対して話を
')，断させたりゆっくり話させることを強制せずに、話をすべて文'{:として聡党防害者に呈

示することにより、聡J't隊tヰ-Ifの社会参加lを促進するシステムを開発する。

開発するシステムの基本仕様は以下の通りとする。

-通常の速度 (漢字かな交じり文で300-350字/分程度)の話の全文を文字として

表示する。

・話されてから文字として表示するまでの遅れはほとんどない。

.使用場面に応じて数人から千数百人の聴覚障害者に対応する。

.一般の会議室やホールなどで使用する。

-手話など他の情報w陣手段と共存し、布。し、あって佼mされる。
-将来的に全国で百台規伎の背及を目指すことのできるシステムとする。

このようなシステムの|泊発のためには、まずリアルタイムで音声を文字に変換する方法

および聴覚障害者の文章説み取り等にI.¥{Jしてヒューマン・マシン ・インタフェースの観点

から検討を行う必要がある。しかしこれらの問題に対して一般化された基礎的研究は行わ

れていない。そこで、上記のヒューマン ・マシン ・インタフェースに関する研究を行うこ

とにより、リアルタイム昔F17文字変換や聡J't障害者への段通文市呈示などに関する基礎技

術を明確化することを、本研究の第2の円的とする。

-8-



第3章 リアルタイム音声文字変換のヒューマン
-マシン・インタフエース

本研究日的を;kJj!するためには、汗JHを')!!約せずにリアルタイムで記録し、それをリア

ルタイムで文字化する必'12がある。ここで「リアルタイム」とは、 「話を文'{:で読む障害

-trが違和11惑を感じない程度のn.'fli¥lf付に」と定義する。 r違和感を感じる」までの時1/11は人
によっても条件によっても災なるとAeえる。ぷが終わって J，~I りがJ(ITをしているのにまだ

文字ぷ示されている場合や、|出!などを術し示しながら説明している場合には、数秒の遅れ

であっても気になる。しかし.i!Ir，:iiの話の状況では、 10秒程度の.i!l¥れは気にならないことが
多い。そのためここでは「リアルタイムJとは話されてから10秒以内とする。

3.1 音声認識技術と人間による音声記録方式の比較

まず音声を要約せずにリアルタイムで記録する方法に I~I してヒューマン ・ マシン・イン

タフェースの観点から検討する。この場令リアルタイムで記録するためには、①汗戸が発

せられてから記録までの時1mが短いこと、②話す速度に追従して記録できること、の2点

が必要となる。その方式は大きく、コンピュータによる音声認識と、人IlIJが認識した背声

をなんらかの方法で記録する)j式の2つに分けることができる。そのほか、音声の記録に

広く使用されているテープ録行は、 :文7E化するためには後でテープ起こしという作業が必
要であり、情報保際で必袈なリアルタイム性に欠けるためここでは議論の対象からはずす。

3.1.1 音声認識技術の現状

lT声認識は、コンビュータや~1j. J I Jm (Inl路を!日いて117Hを分析することにより人間の発

声する言業を聞き分ける技術である。この技術によって人が機械に命令する |擦に r\jHがも~

HJできれば、専門的な操作の匁I~I& '~I( しでも般械を操作できるようになり、多くの平1].，，'.\、が II=.

まれる。また電話によるチケット発券システムや案内システムなと川途は非常にjよい。そ

のため多くの企業が音声認識研究を行っている。

音声認識の手法としては各府i.J)~案されている 1 2)，問。また、認識を-IrOMするために 11 本語

の文法解析や意味解析も佐川lされている。しかし、人J/¥Jの発J11するjljは現象的に復刻tてJあ
り、 ff声認識技術iの実現は特設Jでない。その現象としては、例えばJ，ïJ じデ~'J長を発JH しても

発声者が変るとスペクトjレパターンが大きく災なる。また発s'記けがI，;Jじi'!iでもliij後の青

によってスペク トルパターンは変化する。特に子市のパターンはliii後のI:r.i'fによって大聞

に変り、発音記号に対応するようなーfrH~jイJのパターンはSW\ し難い。またスペクトルパ

ターンは時間的に:if枕して変化し、どこまでがどの?知こ対応するかl則的'でない。刷じ発声
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(fが同じ言葉を話しても、話すjili}J[がかわるとスペクトルパターンが見なるという現象も

ある。このような栂 の々変動lJ!.象がff}11認識技術の尖現を妨げている。そのため現状では、

誰が1りをどのように発JUしでも人I1¥JとI，;Jじようにうまく認識できる)i法はまだ見つかって

いない。

そこで現症の1'flf認識では、 Ijij記の;:fJ11の変動のI::J題を避けるために、話{fを限定した

り(特定話者)、話誌を限定した条件下でもe川できる段階に止まっている。ここで話会を
限定しているとは、 lo00~nl'E}立が日安となる。不特定詰者の1111I認識も開発されているが、

認識精度は低く、笑mまでは至っていない。
このEf声認識技術をリアルタイム音声記録に利用することはできない。その理!j1Jは、第
lに、特定話者だけに限定されていたり特定詰朱しか使用できない現イFの状況て1ま有効に

利川することはできない。また話者の話し方や内容を制限するようでは使用されない。第

2にもeJTJが惣定される場所は、話1'i'のff戸のみという型f目的な状況でなく1.':1四から維者が

入るが、現在の音声認識技術jではそのような雑背の影響下では認識が大幅に低下する。特

にf.:i1.tn'1苦が声の場合、どのJlfが求めるliかを判断することは機械には囚縦である。第3に
聡J'm害者の大会などて日は発lfが歪んでいる'1'途失聴者が話すことも多い。この歪んだ奇
声まで正確に認識することは現イEの技術では不可能である。すなわち現伝の汗戸認識技術j

ではリアルタイム性は~.mできるが、記録の正確性に難があり、多くの制限の下でしかもë

mできない。
しかし十数年ないし数十年後には、不特定話者非限定諸説の.cl!紙背戸に対する百戸認識

技術が実用化し、 *1.¥J'i障害-t;への情報保障の'1'心的役割を担うと!g]1;yしている。

3.1.2 人聞による音声記録

前述のように機械による?寺声認識が困難な現状では、 g-，t1の認識は人Ii¥Jが行う以外の方
法はない。すなわち人I1lJがFfJifを認識し、その音声をなんらかのMt.でお録する方式であ
る。この音声の速い速度に追従して記録できる)j式を検討する必裂がある。この記録法に

l}llしては各種目本語ワーフ。ロなど、いくつかの方法がある。記録J生皮とヒューマン ・マシ

ン・インタフェースの観点から各方法について検討する。

3.1.2.1 英語に対する音声記録

炎諮問においては通常のjilij立の会話であれば、熱線したタイピス卜は記録することがで

きる。英語での優秀タイピス卜ではsoワード/分 (300打/分)の入)Jが"J能である。通

常の英文タイプの配:9'IJ(QWERTY)は、以前のタイプライタの椛iiE上あまり平く入力で

きなくなるように規定されたものである。そのため、例えばDvoralくキーボード (関3.1) 

のような効率を上げた入力淡白では、より速い入ブJが可能であり、Mn記録は182ワード/
分に達するという")。英誌ではこのようにjjfj'，:;~のタイプライタてi七l絞的j虫い入)Jが可能て'

あり、訴を記録することが可能である。このことより、英語はn-jl'f記録の符易な言語であ

ることがわかる。それに比}肢して日本詩は音Jf，記録が難しい言誌である。
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3.1.2.2 音声記録に関する話し言葉の特性

まず ffj百記録する際に問題となる訴し~ßiの特

徴について卜分な検討をする必'}21がある 15)。ここ

では特に行声記録のヒューマン・マシン ・インタ

フェースに Il'l して重~tな点に Il'l してのみ述べる 。

まず、話し言葉の特徴の lつは、その流動性に

ある。;5声は発声されるとその次の瞬間lに(ili'iえ

てしまう。記録者は主に聡:rtを持って受け取り、
限定された範囲 (全体の~旨、部分的な印象、限

定された単語など)を記憶できるにすぎない。訂;

し言集の速度は定Aでなく絶えず変動している。
そのため|瞬間的に超高速になったり、よく聞き取

れなかったりすることがある場令には、記録者は

すべての音声を誤りなく記録するために、ある誌

の言葉をある時間保持しておいて、発言iill皮が孫
ちたときに処理する。この場合に音声が発せられ

123456789 0 
QWERTYUIOP 

ASDFGHJKL 

ZXCVBNM， 

(a) QWERTYレイアウト

753 190 2 4 68= 
? . PYFGCRL/ 

AOEU工DHTNS-

，QJKXBMWVZ 

(b) DSK(Dvorak)レイアウト

図3.1 QWERTYキーボードとDvorak

キーボードのキー配列

てから記録されるまでに遅れが生じる。この遅れは通常では最大3秒以内である。

通常話し言葉は音般的に正確な?奇声でなされるとは限らず、 11M人的又は地方的なjujれ・

ffiみがある。特に地方的なjJ)jれとしての方言は大きな問題となる。プJ言がわかる記録者に

とっては記録は問題知~~、が、その Jj言に慣れていない記iM.では記録は非常に燥しくなる。

その理111は、人間はすべての背戸をiF.しく聞いているわけではなし、からである。正しく|瑚

こえなかった部分は、文法的知識やJfiの内終によって110っている。文法的にも意味的にも

慣れていない方言では、聞こえなかった部分を柿うことができなくなる。また多くの音声

記録);式は標準的日本誌を I)îjj)tとしてそれを I:'~j主に記録することを 11 的に開発されている

ため、方言特有の言問しが多くなると11γ7記録j主j立が逝くなる傾向も比られる。

話し言菜には必ず身振りや表↑!?などの 71・戸1110D)(}段をf~ う 。 通':;~'・の •. H1iであってもその
ことが怠l沫を持っている。記録-KはfU訊iなどの特殊な場合を除き、 ;TJ11とjじにぷtii、身振
りを視覚的にとらえて、総イ守的に評i-Kの怠|辺を)11¥解する。

話し言葉には必ずイントネーションや汗色が十l随し、/i¥lが入る。イントネーション等は

話者の意思、感情等によって逃いが品.ずる。また1mは言いよどみや言必の表現L・1荷造上
現れる。このように話し言集にはぷ↑!?や!必↑!?がある。 JhHを記録することはllJ能であるが、
この感情までも記録することは燥しい。

話し言葉は、 'ti~' に聞き手が1f.11:することを I)~JN: としてなされる。その 1111 き 7・の反応に日il

応して進行してし、く。前泌のような ~1!話形式でさえ、聞き手の~1"I1iや反応、拍手等とはj!!~

1)¥1係になされるものではない。この1l1lき手の存イ1:，反応によって、話;r，.の心.illlや言柴のm
jftに微妙な影響が生じる。 ff戸の文字化に|燃してリアルタイムで行えない場合には、話者

と聞き手の反応にずれが生じ、fUIiに影響することもある。

聞き手が存在するために、 言~.手?と Illl き手の双方が同時に認識し得る場而環境を利JIJする
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ことが多い。例えばfH板やスライド等を利川し、それを差し示す場合などである。 この湯

fTは{fJliI二はH'i7Jミ代名誌のみがl*川される。したがって、そのjJ，'jlfrjにいないおにとっては

その立l広がわからなくなる。i''f)lfの文.-;-:化において、この場合でもリアルタイム1'1は:ill'}!!

である。しかし、背戸記録のIITjからするとその指示代名詞の2"， しノJ;す|人j約まで記録するこ
とは泊'.:~;不可能である 。

話し言楽はg.き言葉とは椛it:1二の大きな逃いがある。まず話し-;'1.J主は一般に文が短い。
国企.同訴研究所の調査によれば、小説や新聞記'Jfが1-文が平均 1 4~18文節で椛成されてい

るのに対して、 11'i古会話ゃ;時的では平均 4~9文節で椛成されているという 15)。 似し、 吉

誌は絶えず変化しており、今後もこの傾向が続くとは限らない。災際議泌等では、 r~で

ありますけれども、…」 とか r~で、それで…J のように l つの文 JEを終了せずに次々と

複数の文章をつなげてしまい、 l文が1000'r=を魁える話しプJをする人も明えている。

また他の特徴としては、話し汗栄には'ri略表現が多い。正式な時し)Jであるとは限らず、

その人独自の省目ちであると、記録15-は戸感ってしまう。ただ聞いているだけであればl度

11にはJIH解できなくともあとで内容がJ1H解できればかまわないが、 FfJlfを記録するために

は初:un.jから理解できないと跡|る場令が多い。
無駄な言葉が多いことも大きな特徴である。 rえ~っとJや 「まあ、 」など怠味のない
言葉が多く、 一般的にはこれらをすべて記録する必要はない。その言必が話者一の感↑111を}A

現している場合には、 JJ~I沫がなくとも記録することが要求される。 161 じ言集を繰り返した

り、和lじ内容を言いl立すことも多い。これも場合によっては記録する必要はない。

また、日本語として正しくない場合も多い。語版が変化したり、倒i位ぷ現や、途'-1'で姉
入したりあとで補充したりする}~をと っ たり、 i妾続助詞で〉之が終わっ てしまうことも多い。

文の初めと終わりが対応しないことや、 ì:: ~n とiÆ~nが対Jぶしなかったりすることも多い。

近年は悦川句を間違っ たなl広で仙川したり、~字を1l\1 ~ っ た読みで発117 したり、あとに何

定型がこなければならない誌をもど川しているにもかかわらずiりl砲をとったりと円本語が
崩れている現象がある。

3.1.2.3 日本語ワープロ

日本語ワープロは現:(Eもっとも持及している文?の記録T段である。11本間T会議所の
行っている「日本詩文書処理技能 (ワーフ。ロ技能)検定試験」のl級の課題は10分間で

900字の漢字かな交じり文をミスを少なく記録することが支水される 16)0i2!にいえばワープ

ロの熟練オペレータの標準速度はi!Ji'{:かな交じり文換算で l 分11\1 90~ 100 '子であることが

わかる。これは手書きの50'ド/分に比絞すると速いが、 i泊l迫』立針'.:常J

には到!成氏』及えばない。このn本iliワーフ。ロにおける記録迷JJtのj比大の問題はかなdir:変換で
ある。通'1:;:;かな漢字変換においては、かなから lli~ と考えられる ~'f をワーフ。ロが選択し、

表示する。 しか しその淡字が~切でない時には、オペレータが選択肢の '1'から正しい淡字
を選択する必32があり、このれ:'tにU!ili¥1がかかる。
日本誌ワープロを使!日した入力技能の全国大会が1)11かれているが、この大会の優勝者は

12 



loo í'・/分を大きく舷える速度てd入)Jすることが可能であり、 jふ~':j~GjJは200' j-:/分科JJtで

ある 11)。ワ ープロ ìit ，';.を j止迎にすれば、 250~260下/分ならば1I[能であろうというな見も

ある。そのJi法は、 I1 本jli ワープロの~UHこ非常に多くの~n 1 l]をなH し、特によ く佼JIJ さ

れる淡'j':はi英字変換をした際の選択肢の仇位まで記憶しておくことによっている。そのた
めこのj主さまで');f.E)!できる人は全国でも少ない。このことは尖川上:;rr't!であり、使川でき

るオペレータが全同に数人~数卜人しかL、ないようでは情報保障システムをi1Hえさせるこ

とはできない。また、この.iiliJ立で長時間入力することは不可能である。

3.1.2.4 力ナタイプ、親指シフトとM式

漢字変換を行わないカナタイプについても検討を行った。カナタイプtii体の入)J速度に

関しては、 tJl字かな交じり文に換~?:して 150'1ヘ/分殺l良は入)JII[能であることが知られてい

る。しかし、司11M!によってどのねj立まで入力可能であるかの 1~l lì!I・な資料は見つけることが

できなかった。

そこでカナタイフ。の入力速度について訓読するため、カナタイプを!日いたテープ起こし

を行っている (社)n本古人職能開発センターに行き、そこでT氏を紺介してもらった。
現{T:T氏はカナタイプをuliJl1していないためタイプ述皮が終ちているので災際に入力速度
を測定することはできなかったが、以前2"1'.liU崎玉県の志木市議会でカナタイプをJlH、て

速記録をしていたことがあり、その当時は全国でもカナタイプがltiも.iiliい人のひとりであ
ると言われていた。その当時のことをインタビ、ューした結果、カナタイプを月]いて300字/

分での記録は可能であること、しかし )1ミ 'ti~'，こ精神的 ・肉体的にW.労が大きいことがわかっ
た。 特にl，~.N'的にはたえず極度の緊阪を要求され、その*，'i.!.lH:主もイえ|眠に悩まされる等健康

に被害が:1:て、結局仕事をやめたと iiう。そしてもう二度とあんなH'Fはやりたくない、
とまで答えた。全国でトップクラスのタイピストでさえそうであるから、通常の人には到

底カナタイプでの会話の記録は不可能である。

このカナタイフ。の入)J~力不の:&~さは以 lìîj より指摘されており、し、くつかの新しい入力ブJ

式が提案され、使用されている。そのひとつに 1M式J(又は森IIJ;:t)がある (1主13.2)")。

1九 これはローマ字)j式でTi"l'とf:j:i";をそれぞれ/バTのすえに;甲lり振ることにより交互打率

を極めて向くし、キーを11手3段5ダ11に配ii1してタッチタイプを作易にしている。また淡
誌と干11誌の規則lセtなど日本語の特徴を分析することにより、入JJ1J鎚数を節減している。
このM式は淡字入力にその利点が多いが、かなだけでもカナタイプよりも速く入)Jできる

ことが匁lられている。しかし舷，::)入)Jj生皮に1)¥1する信頼できる報竹はない。入)J効ヰ;1こ1)¥1

して選択すべきキー数や左イヲ交IUl鎚中等を右J，o.!:¥した型論解析によると、カナタイプより

もM式は1.5倍速いという*.';%がある。これによるとカナタイフ。のj創立が150'[j分校皮と

すれば、 230字/分程度であるとJfi'定できる。この1iliは背717の記録には十分でなL、。もちろ

んこれは理論他であり、実際のæ川ではその他の~妖|も合まれるので災際の入)Ji!li JJtはこ
れよりも:i!iくなると考える。特にM式の特徴はtJlこj-:かな交じり火をJさく作成することであ

り、音声記録の使月]実紡はないので、話し言集にill従できることを尖;;ilすることはできな
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(パームレスト宮1) 〔パームレスト部〕

図3.2 型組的なM式キーボード配列

'" 
CTIL 

図3.3 ll!!甘γフトキーボード配列明

い。また、タイピス卜も音声をそのまま入力するための能力に I~I してトレーニンクは受け

ていない。おそらく M式の優秀タイピス卜には ì~f i~'の記録が可能な人もいるかもしれない

が、通常では音声記録はできない。

I~íl指シフト方式J (医13.3)も新しく提案されfJ1!Jl1されているみ式のひとつであり、 2

つの親指キーによりシフトさせるか併かで等倒的にキー数を3併にし、 50n.を3段に収
符している。これはカナタイプが 4 段であるのに比l鮫して、タッチタイプを半~Mにしてい
る。またがi背とj弱音を打ち分けられるので初日符号が必要ないなどの特徴をJ!iつ。この籾

桁シフト方式による入力j創立に|則しても品川入)Jj主J.itに|刻しての報告はないが、，fll!論的に

入力j生j立をM式と比較すると少しi!tいという分析がある。すなわちM式と同僚に籾附シフ

ト方式でも音声記録は実現できない。
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MAや親指シフト万式以外にも114>:訪入)Jキーボードは与えられている。しかしほほ'1，11
:'j:の述J立しか尖瓜することはできておらず、 filljの記録には不向きである。

3.1.2.5 点字タイプ

，'，I~ 'f・タイプ (図3.4 ) は悦:!'t ~ì~ '~Y-fí'がlx ・7で記録するためにも~川するタイプライタである。

この点字タイプの特徴は同時打鍵式入)Jを使川することである。|寸時打鍵式とは、複数の

キーを同時に入力し、その組合わせに記、l沫を持たせる入7J万式である 。 }.I.~'{.:タイプでは点

字の6つのト‘ッ卜に対応する6つのキーを同時打鍵することによって入)Jする。

通常のカナタイプと t尽'ドタイプとを↑I'it~伝達 lEで比較すると、カナタイプでは数字や記

号を佼川しないとすれば48のキーのどれかを lつを入力する。つまり l入力が5.6bitの↑}t報
を持っている。それに対して点'Jeタイ
プでは6つのキーの主11令わせて'あるか

らl入力が6bitであり、カナタイプと

ほぼ同じ情報伝達金を持っていること

がわかる。ぽ字タイプの特徴は入)Jの

際に指の水平方向の移動が全く脅I(~ 、点

である。このため速く入力することが

でき、疲労も小さい。

点字タイプによる入)JiAJ立に|期して
も信頼できる報告はない。そこでほ'-j-:

口口口 口口口
仁コ

図3.4 点字タイプのキー配列

タイプを&n使用しており、点字タイプを{史j目すれば会話の記録は可能であると主張した

3 名を被験者として入)J速度に限lする実験を行った。災験は通常の会~速度とされる300字

/分程度の速度の認を点字タイプで記録させた。結-*は3名ともIViを記録することができ

なかった。厳密な測定は行わなかったが、 3~の }，I，~'ドタイプによる入)J速度は200~250宇

/分であると評価した。被験-/'iは点下タイプのトップクラスのタイピス卜ではなかったが、

平均的使用者よりはjさいと与え られた。カナタイプと|計Jf，~に}.'，(千:タイプでもトップクラス

の数人ならば可能かもしれないが、j1fr，:;¥'の人では点字タイプでの会話の記録は不可能である。

3.1.2.6 タッチタイプ

タッチタイプとは鍵微を凡ないで打鍵し、 nは原稿だけを見る)j法である。もちろん原
稿を見ずに音声を記録する場合も合む。この芯l外では前記のカナタイプや点字タイプも':l

まれる。しかし、ここでいうタッチタイプとは漢字入力も考慮したタッチタイプ)i式であ

る。漢字の入力では淡字の数だけキーを川立したのではタッチタイプは'1:.かせないので、
なんらかのコード化が必要となる。例えばすべての淡下の J1 SコードをJiえれば、かな
ばn~変換をしなくとも(すなわち 1 ， IÍJI (líを見なくとも ) 淡字を入)Jすることができる。 この
タッチタイプの特徴は、」ょたものをMも与えずに反射i11動となって桁がrruJくようになるこ
とである。そのため訓紘が必~であるが、 'J立覚えれば日本誌ワープロ等に比l肢して)1常
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にj生く入)]することがで

きる.21)，22)。

タッチタイプとしては

多くの刀法が従'ぶされて

L、る23)，24)0 1970年lこJIIJこ

によってもE案されたライ
ンプット25)を初め、カン

UE白日回目白白囚囚目白日目lbヨ目白回回目白田回目白白0nll
田口巴日目回目白囚臼囚巴囚日凹U
口白日回目白白囚回目白口

関3.5 ラインプットのキーボード配列

テック}j式、大阪r.l3i:センタ)i式、リコ一方式などの連怨式と、 Tコード26)やそれを改良

したTUTコード27)，28)などの1!1t怨式がある。i1!位!式とは漢字:などのコード化に際してなん
らかの意味をもたせている)i式であり、初!日lに:itえやすいといわれている。 1!1t匁!式とはi主
にコードに全く忌:味付けしていない}j式である。タッチタイプは反射的に入)Jするまで主~

'111する必要があるため、.cl!位!式と骨!t処!式では本質的な差はない。

例えばラインプットでは4早川キーボード(図35)を月]いて、基本文了:2304'j-:をキ一入)J

2 問でぶ現し、それ以外の~'r~をキ一入)J41"1で入力する。基本的には1，Id下を交互にもHIJ
するように、また各Jfiの:f'lH!'，I!IJ介や}i:イ7干の負担割合なども考服してコードが決められて

いる。このラインプットを品目判して使川できるようになるまでには 2. 3ヵJlかかる。習

熟1111線は英文タイプに近く、 FI熟速度は同等以上であるという。ラインプットを使JTJでき
る人数は不明であるが、おそらく数宵人が使JI]できると推定される。

これらのタッチタイプの多くは入)J速度に11，¥1しては精密な報伏はされていないか、又は
実証されていない希望的と忠われる数値を挙げている。ラインプットでは 1~ 3年の実務

者で125~250字/分まで可能であると報告されている23)0 250字/分では、 Ff声を記録す

ることはできない。 250宇/分はキー打鍵速度では8.3}J/秒に相当し、これ以上のキ一入

力の高速化は不可能である。このタッチタイプは淡字かな交じり文を r~:)速に入力すること

を円的に開発されているため、 ff111にill従して記録することはできない。すべてのタッチ

タイプ方式に1M]して検討したわけて'はないが、どれも基本はこれで一文'f:をぷ脱するとい

う同じ原理であるので、J1H論的にどの方法でも昔戸の記録はできない。

3.1.2.7 速記

述記は話し言業を特殊なj虫記記号で記録する方法であり、市Iiの記録tlJJTJに開発 ・改良さ

れたものである。また長年の使川の~紡があり、百Iiをその述J.l1'に ill従して記録できること
は実証されている。尖際に入)Jj創立は300~350ê(/分を実現している。このÆ記をもëm し

ている人は以前よりも減ったが、それでもまだ多くの人がもe川している。 j主記は基本的に
音を記録する方法であり、決:主:の入力はできない。

3.1.3 音声記録方式の比較

以上をまとめたものを表3.1にノJ;す。.i!fr.'i¥"の速度の話を記録するnJ能性としては、現イH止

Jllされているものでは述記以外にはない。もしも今後情報保障にもiリIJすることをIIIjJ;tとし
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て新しい速記法やタッチ

タイプを開発することに

よっても白戸の記録は~

J)!できる IIJ能性はあるだ

ろうが、新しいJi1tは述
JJ[の実，;IEにもIIHiJJがかか
り、またこれらの方法は

j主く入)Jするためのオペ

レータの益成にも数年以

上かかる。そのため↑fi報
保障の実用化が逝くなっ

てしまう。以上の点を与

l置すると、背戸を32約せ

rblfJ~ß~ 

114>:諸ワープロ

カナタイプ

M ~t 

親指シフト

点7'タイプ

タyチタイプ

述記

ぷ3.1 記録Ji法の比較

IEIiIIさ 記録速度 世i }5' 

V 。使j日制約が多く、研究'1'。 Y i;1i'(:まで人)Jできるが遊い。ム ゆっくりであれば記u，，[能。ム ゆっくりであれば記録吋能。/'; ゆっくりて'あれば記録，，[能。 A ゆっくりであれば記録吋能。 A ゆっくりであれば記録"1能。。記録は述記記号。漢字は記録不可

ずにリアルタイムで記録するには、現状ではj虫記以外の方法は1!!~~ 、ことがわかった。

3.2 速記方式の検討とソクタイプ式速記

3.2.1 速記

述記とは話し言菜を記録する円的で開発された手法である。原理的には特殊な速記記号

を使用することによる。 j虫記記けはその速記の脱獄によって'ftなり、どれも司II~を受けて

ない人には読むことができない。速記は71117を速記記号をハ]いて記録することで終わりで

はなく、その速記記号からn4:Mf文71を作成する作業も行う。この作業を反訳 (又は反
文)というが、反訳には速記時11¥]の6から10伐の時間がかかる。

j車記の記録速度はその速記);式によって災なる。 11ヰ記述記協会の行っている技能検定l

級の試験は10分附で淡字かな交じり文3200'[:1こ合物する必2!.ーがある29)。すなわち述記検定

l 級合絡者は通'l;~'のj密度の会誌を述記録することができる。

リアルタイムで音777を文字に変換する方法として:i!l~記を{:ë川する際に I 1\J lIllとなるのが、

リアルタイムの文字化である。 jili記は.iilifi己記りを)TJいて;b11をリアルタイムで記録するが、

その速記記号をリアルタイムで以訳する必要がある。このj主記記号のリアルタイム反訳は

コンピュータを用いることにより実現できると考える。

3.2.2 速記作業のヒューマン ・マシン ・インタフェ ス的分析

速記作業を分析すると、 j虫記-Kはまず715117を聞き取り、それを認識して杓 り化し、そし

てなんらかの方法で記録する。これらの作業についてヒューマン ・マシン ・インタフェー

スの観 ，~.から知|かく分析を行う。
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3.2.2.1 音声の聴取

j虫記行が速記をするためにIlUく 'Jfは、 IllJき下としてではなく、第31'i的，'{場に、Iってお
り、イj 芯(I~な Ff戸全てを，;G:îJすることが 1' 1 的となっている 30)0 f¥ r1iの流動tlーから、述記で

JiX:も -;Hjl[ となるのは~7iし J一応のJ創立にill従て'きることである。また、話将の ft;/，'，'は必ずし

も T[ (tfJiでなく、 jlljれがある。その rTを J[ しく l他l収するのは jili:k~ 一行の'fI't!な能)Jとなる。し

かしなんらかの原因で発育をJJて般に聞き取れないことがある。これをZ~聴という。 ~t~聴の

一般的なb;!弘lは、発言1'iーのfi-jlfのjiji止が不足している場合や、;，a1が不良の場合、マイク
を使JlJした刊の??が;I:Uれた時、活必が.\~えないで手 ijFllfiÐJJT段が仙川できない時、騒I?な

ど現境の不良、一般教ft ・，.ljl"J~1I識 ・ 外米M~ . }i言などの速記おの知識不起、速記者の心
理的 ・体調的I::J!Wなどがあげられる。特に人名などの凶作名詞のなかで一般的でないもの

や、外米:!i、行目的百等はftt聴を起こしやすい。似し、速記の'1'には記録作業にm:rtをuem
するため、音声補助手段を卜分に利川できない速記法もある。

3.2.2.2 音声の符号化

知:rurr動的行為とは、 一定の刺激を知党しこれに筋肉述動的にうまく反応する技術を獲
得する場令の学習の結集、もしくはその過程において行われる行為をいう 3')。知u‘J:ili動的
学習では紋習にfドう話的変化 ・ 質的変化が特に IgJW とされる。~的変化は試行に裂した時

Il¥J又は一定時間に行った作業品、各試行における誤りによってmlJられる。これらの結果を

時間的推移として見たものを判熟1111線という。速記行為はこの知j'tili動的行為である。

速記において音声をね号化するためには、記憶された速記記りを思いだす必!裂がある。

記憶)j法としてはも:味付けを行わず俄械的に党える必要があり、そのために手を動かしな

がら反復斜i'r!により:rtえることがよll't!である。記憶の再生の述JJtはほとんど|瞬時であるこ
とが要求される。そのためILli刺激による反応は直感的になされ、他の条例AとのI)lmで反
応したりすることは許されない。

3.2.2.3 記録

杓号化された音戸はなんらかの方法で記録される。この記録)j法はjlJj記法によって異な

るため速記般に|期してそのヒューマン ・マシン・インタフェース的特徴を概説すること

は凶簸であるので、特定の速記に|見lして後述することとする。

3.2.3 各種速記法

1生記法としては各種のものが使川されている。主なものとしては、 111鎖式、ガントレッ

ト式、武旧式、'1'fR式、毛利式、'，!.fi日川式なとがある。その他のj生記はほとんどこれらの
速記のいずれかの系統を引いている。例えば衆議院式や参議院式は111m系統であるが、改

良を重ねた結果、現tEでは川m;:~とは~く )I~なる方式のj生記となっている。

~U正は速記の需要は減っているが、 l O~201， 1 '. lìÎi まではjよく使川されていた。その ' 1'でも

特に早稲旧式と中級式はj位も普及した。その思1lJIは両点式の通信教tiが'片Jえしたためであ
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る。この2っと衆参両院の)j式をあわせて4大)j式とよぶことができる。

これらはすべて千でj虫記記りを。l?き記すJj式であるが、それと目IJにソクタイプ式という

が川総械を佼JIJする速記がある。これは*[11の (.~I!&jili記であるステノタイプをもとに開発

されたものである。米[f[ てずは総械j虫記のj虫記名ーは令j~i記の90% 以[-.を Ili めるが、，，4:にお

けるソクタイプ速記は全j虫記の数%にすぎない。

リアルタイム背yH文'-y:変換に j比~な速記法について検討する。 3.2.lJjjで.i&べたようにリ

アルタイム反訳が必要であり、そのためには速記記号をコンビュータに入)Jする必要があ

る。このコンビュータへの速記記号の入)Jについて手書き述記方式と ii~1成 jili記)j式とで比

較すると、手書き速記ではコンビュータへの入)Jには多くの問題がある。手Sきのj虫記記

号をデータとして取り込むことはタブレッ卜を使!日したり、 TV阿像として取り込むこと

によって符おに可能である。しかし、手Sきj生記記号の認識には岡知な!日が多い。まず、
'1.4>:r.l¥の下書き文宇認識の研究は進んでいるが、 tT戸認識と同様なパターン認識技術iであ
り、研究は進んでいるが未だ災川にはなっていない32ト34)。特に手』きJ主J己記号の場合では、

j生記記ワが.ili統して記述されるため、 J主記記 ~}22;~への分 í1iUが雌しい。また、手71}きとい

う方法は本米あいまいである。例えば、早稲川速記では長さ 1cmの少し Fに1111となる横線

は50tiーの「なJを表す (凶3.6)35)。それに対してこれが2cmになると「の」となり、 5mm

のときは「あ」となる。だが災際のj虫記業務で_cliい言葉を記録する際にはこの長さはあい

まいになり、これらの'['II¥Jでどちらとも読める又は注う字に読めることもある。しかし通

常は速記した人間が反訳を行い、

話した内容についてわかっており、
金、 ‘、 う え S呈
夢。 夢'1 タ11 "1 "1 

また自分の癖も理解しているから

反訳は可能である。また速記者は
あ行→ ¥ / 

長年の使用によって速記記号が，'， か行→ 一_j) __.Q一一一.J)一一一ーー

分の独自性がでてくる。そのため、
引干→ ../ ノ y ノノ速記した人間が反訳することはで

きるが、他の速記者ではうまく反
た行→ / ノ / / 訳できないこともある。このよう

な特性を持つ手書き速記記号をコ な行→ 、ー--- 、ー_J 、、4フ ーー一__.5)-ー一_/
ンビュータで認識することは難し

川干- ¥_  ¥.. ¥ロ ~\_ い。英国等でも英語の手書き速記

を認識する技術が研究されたが、
ま行→ ---、 /一万 /も/ー一一、 /ー一ー¥

実現には至らなかった36)-38)。これ

/ に対して昔日械速記では専用のタイ や行→ / f 
プライタを使用するので、速記記

号はコンビュータの扱いやすいデ られ ¥ ') 、~~
ジタル信号として取り込むことが

できる。また、手持き速記に見ら h ζ 

fii13.6 早稲m式述記による手百きi虫記記号の例
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れるような速記記号のあいまいさもff.{Eせず、 J虫記f，(I/ij人1mのxも比絞的小さい。
以上の45-務より、 j虫記iU1J のリアルタイム以 ，U{の1d1.'.~\からすると (.~t成法記がjßj している

ことがわかった。114:におけるIIH の総械Jι;己て、あるソクタイプ)J式を述υ山'11本の1性能に

ついて検討しても、ソクタイプ)j式は他の)j式に劣るところはないo 1911えば他の述r;c)i式

てdはJ虫記学校が通信教nーなどを行い、 F7111の記録はできないけれども例人的な記述を!日J迷
lこ行し、たい人にも速記を教えているが、ソクタイプ)j式では完全にプロのみをj生成してお

り、 iili記学校の卒業者は直ちに11-戸の記録災務につくことができる。fl4'j生記協会の速記
検定においてソクタイプj生記名ーはほとんど受験していないが、 J虫記学校の卒業試験は速記

検定のL級よりも難しいため、受験すれば全員が1:級に合絡することができるとされてい

る。ソクタイフ。方式のj生記学校の卒業-(tは現:(Eまで全国に約1000名いると言われている。

この数は他の速記の実務を行える人の数に遜色ない。以上より、リアルタイムIT戸文字変
換を行うためには、ソクタイプiili記の利JlIが段通であることがわかった。

3.2.4 ソクタイプ式速記

ソクタイプは日本でl唯一の13械述

記である。このソクタイプで使川す

る速記23械の外観を|苅3.7fこ、その

キー配タ11を図3.8に示す。凶のキー上

の文字は速記の記号であるが、タ ッ

チ方式で入力するので実際のr.iit成に

はこの記号は普かれていない。ソク

タイプて'は211悶のキーがあり、その

822前首相
@@G0@) 
図3.8 ソクタイプのキーボード配列

凶3.7 ソクタイプ速記蕊誠の外観
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いくつかを同時打鍵することによりJ虫記

記けを入)Jする。すなわち、 'Hで21bit

の情報i止を入)Jすることができる。これ

はliij記のカナタイフ。や点乍タイプなと比

較して非常に多い。そのため速い話し育

英にも迫従して入力することができる。

実際、カナタイプ等での入)Jでは単位時

1mあたりの入力回数が多く、 tE'Fかな交
じり文で150字/分の速さで入)Jするに

は5打/秒の打鍵が必要であるが、ソク

タイプでは一回の情報設が多いので1~2

打/秒で青声を十分記録できる。

ソクタイフ。の21イ1I1のキーは大きく kの

11'1れ、1'1
'
の群れ、右の1作れの3つに分れ

ている。但し、特殊な使い方では、 '1'の

群れを左右の2つに分けて使月]すること

もある。左手の親指を除く凶指で左の1洋

れを、右手の親指を除く I'LJ指でイヲの1作れを、両

手の親備で1'1'の群れを入力する。 )J も~~く初日

でない小指は lつのキーだけを入)Jする。それ

に対して人差し指は器用なので3つのキーを入

力する (図3.9)。すなわち3つのキーの小心

に指をおいて押すことにより、 3つのキーを同

時に入力することができる。 )IPす位ii'tを変える

ことにより 3つキーのうち任立の2つ又はlつ

のみを入力することもできる。他のJI1は2つの

問団 02 
入力結果 OIA 

附置 防O~ 
入力tf，果 01 OA IA 

入力総染 。 A 

図3.9 ソクタイプにおける指の位置と入力結果
(-i'i人差し指の例)

表3.2 ソクタイプの基本の入力法の例

{YTHKSAIO TK大工NOIASKHTY} 

{Y S 0 K KH Y} 

しょ く ぎょう

{YTH 

びょう

(HKで Gを去す)

(THで Bを表す)
(TSで Zをぷす)

S TY} 

じよう

キーを入力する。中の群れの i*Jのキーのみは特殊キーであるので、親指が3つのキー
を同時に入力することはない。

j主記記号は紺l長い記録紙上に)11'されたキーに対応する文字として記録される。一同のn
鍵は-~I)に記録される。

左と右の群れのキー配~I)は対事'1'で、それぞれ巾独で潰j音、 J幼託、長音を合んだ 118ì'fを入

)Jできる。1'1'の昨れは左右の1昨れのサフ'セットでこの118ffの一郎を入)Jできる。すなわち

基本の入)J方法だけで-Hで一文飾mu立をョ長引できる。例えば、カナタイプでは 「しょく
ぎょう(職業)Jは七打、 「びょうじよう CM状)Jは八れが必]!だが、ソクタイプでは
両者とも一打で入力できる。 i職業」の事1)では、lr.の併れで 「しょ」、 '1'のJ作れで 「く」、
イTのmれで「ぎょう」と入力する(ぷ3.2)0 /，イiの昨れは8bilだから255.i!f1りをぶ刻する
ことができるが、指の]診が不II然になる場介には述記記号はi切り振られない。
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この)，~_，ji:の入)J)j法の他に、よく úl!m される

日fii'Jが附号として登録されている。日告げには、

名l作れにおける i的号と、複数の n~れにわたる目的

けとがある(表3.3)。波数1111の入)Jにまたが

る略号はない。ソクタイプのJ虫記学校てd教えて

いる基本的な略号は、 1-1_，ji:iHiの拶り変わりとj虫

記の改良とから数回の消滅を行っている。現在

の総数は約900である。

述記文法をもとにして基本の入力方法とこの

WI¥号を組合わせて表現する。例えば、 「思いま

すjと入力する時は、左手で「思う」という目的

号を、右の群れで「ます」という略号を入)Jす

ればよい (表3.4)。

速記において特徴的な点は、速記が11本語の

音を記録することである。そのため助詞の

「はJIをJIへ」はそれぞれ「わJIおJ
「え」と区別されずに記録される。また、数字

}A3.3 ソクタイプの略号の例

{YTHKSAIO TK大工N OIASKHTY} 

{ THKSAIO} ではない

{ K 工oTK} こたえる
{ SA 0 IN 0 A T}  

せっきょくてき

o H}  
ほとんど

議長3.4 ソクタイプの時号を組合せた例

{YTHKSAIO TK*IN OIASKHTY} 

AI TK} 思う

KSA TK} ます

AI TK IN ASK } 

思います

については以前はアラヒ、ア数字を表す速記記号を使用していたが、現在では数字:の背で入

力する。その型I]jは、アラビア数宇の速記記号の入力を他の数字:とraJi主えた時には反訳時
に訂j[することは競しいが、数を汗でぷZ比すれば入力Il~Jl主いを符射に訂正できるからであ

る。同線にアルファベットを入)Jすることはできない。また、本米の11_，ji:iilfに1!1tい沓であ
る「ファJIヴJIティJなどを入)Jすることはできないので、似た日本誌の背で代用する。
ソクタイプ速記者の長成は、 2年il*れ!の速記''(:校てず行われている。A記の修得にはなる

べく ~~L 、万が良いため、高校卒業したばかりの人のみがj虫記学校への入学が討される。 Æ

記入)J作業だけであれば'1'学小.業者の)jがよいが、速記業務には 般常識や11:会の知識が

必要であり、高校卒業者に対して益成を行っている。入)Jの紙111lとしては、 2イI:II¥Jのうち

初めの l ヵ月は両手の指を1' 1111 に動かす品~'/1を行う。そのあと 3 ヵ) Jですべての断号と速
記文法を:itえる。残りの!VHI¥HまAくJl般に入)Jするための練習である。紙切の途中で数回
の試験があり、それに令絡しなければili記学校を~~めなければならない。入)Jの練習は毎

11 数時間ずつ行う。特に1ìJ n休まずに行うことが重要である。入)J の主~V-'I以外にも反訳の
品u習や速記i.:i械の分解調整方法なとも修得する。また、 j生記を正他に行うためには訴の内
符を正確に聞き取る必要があるため、 ー般常識の授業もある。 ili記学校の卒業生は}J;1WJと
して全員速記者として就職する。

近年はテープレコーダーの世以に1fって述おのrM*は減少しており、 j生記学校の卒業イ月一
数も減少している。現在'1'11¥1*甘201竹がソクタイプの述記学校を卒業し、 J虫記-x.として行事

を始めている。
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3.3 速記の器械反訳

jiliA己のi"I動反訳は、 1960"1・ftにチJJきA記に1)¥)して始められたと与えられるJB)。しかし

成功はしなかった。それに対して 6~械Æ旬の反 rJ{ ( (.~械反訳 ) は 1970"1 代、 I~ばにアメリカ

においてステノタイプに1)¥1して始まったようである39)。現在ステノタイプは6S械反訳シス

テムとともに広まり、アメリカの 1]会やぷ'~I)ifrでは、ステノタイプで記録した結果を ÎI動

的に反訳して文書化するシステムが縦立している州。ステノタイプ以外でも各国で多くの

速記に対して探械反訳が研究され、{i/!川されてきている叫叫。

ソクタイプ速記における昔日械反訳は既に何回か試みられている。官1)えば1966年に大企ら

叫が、 1969"1:に 1:l4:'，~気刊が、 1975"fに円立製作所叫が報告している。 また大阪地}j裁判

所の小川らや名占屋地方政~IJ ï!Jrのi;;ì)娠によっても研究されてきた49)。 しかしこれらの研究

は本研究の日的とは全く災なるものであった。速記におけるj仏大の11¥)iISiはその反訳に述記

時!日lの数{flから 10倍の J1;~聞がかかることである。これまでの研究は、この反訳作業の自動

化が円的であった。

これら研究では、反訳結果は淡字かな交じり文の間違いの骨!f~ 、文章が求められる。しか

し迷記記録を即座に反訳する必15ーはないので、文法解析や忍、l見解析を行って淡'よ・変換まで
行うことが試みられた。 A記.{tの入)Jミスがあるとこれらの解析が難しいので、入)Jミス
をすべて修正した後に計1.?:機に入)Jしていた。そのため、速記器械からl丘陵訂J，?:綴に入力

するのではなく、記録紙上に記録された速記記号を改めて入)Jした。しかし、引与の訂}'}:機

の性能の限界もあり、反司{*，"，~に!t\J.i:主いも多く、尖JIlにはならなかった。

それに比較して、本研究においてはリアルタイムで反訳して文字化することがn的であ
る。もちろん表示される文市の川迎いは全く無いことが盟ましいが、リアルタイムで反訳

することを第一目的とするため、文;可'('1'に多少の!i¥)A主いが合まれることは避けられない。
しかし、文章の内容が.flH併できないほどの!i¥J迷いが合まれではならない。

1 1 4:ではソクタイプ以外の速記6~械がないため、その他の述記ではJ'I!J!JJ反訳の研究はli

れている。 1987年 lこtJltR式速記と松ドf山日産業がその速記ノウハウを~I:かしたキーボード

「早打ち楽キー」川を、 1988")'.にい稲川式速記と 11本タイプライタがJKJmJj主人)J機「ミ

ニットー350J5')を発表している。 71JJきのj虫記である両方式がワープロのff放をにらんで

開発した速記探械であるが、 I，!;j)j式とも今までの手書きj虫記のノウハウを応川したといっ

ても全く新しい速記方式であり、青11fdliが定まるにはあと数年はかかると与えている。なお、

早稲旧式速記では近年「ミニットー350Jを改良した「ステノワー F'JをJJf)1ilしている。
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3.4 同時打鍵入力におけるヒューマン ・マシン ・インタフェース

の定性的検討

ソクタイプj虫記て1まJ虫記記りは記録紙上に印'[:される。しかし、リアルタイムで反訳す

るためには速記記号をリアルタイムでコンピュータに入力できなければならない。 現在も~

JTJされているソクタイプの速記お械はj虫記記号を紙tに印'?する)j式であるため、このilli
記総械をそのままリアルタイムì'b lf文了:変換に利JIJすることはできず、 ~IJJ日のキーボード

を作成する必要がある。

キーボードについて評価するためには、その入))特性に1.¥¥1してヒューマン ・マシン ・イ

ンタフェース的に検討する必'J2がある。ここで往日するのはキーの作動))特性である。

キーの作動力特性は、キーを引"す際の移動]止と作動))との関係であり、入))におけるミス

や疲労と街綾な関係がある52)。紋iINなキーの作動))特例jこ閲しては、i!u常の iつずつ入力

する方式 (逐次入力)のキーボードでは研究されている。しかし、 liiJHHJ鎚方式キーボー

ドl;t点字タイプ以外では仙川されることは少ないため、同IIHJ鎚キーのJ成過作動)]特性は

全く研究されていない。以ドでIIII".'ifJ鎚);式における技迎のfl'iJ!JJ))特tlを他の)j式と比較
しながら検討する。

但し、同じ同時打鍵方式であっても、点字タイプとソクタイプでは特例.は3'1;なる。点字
タイプでは、キー数が6と少ないこと、巧級性の段も乏しい小mをf!Hnしないことから、
逐次打鍵方式とソクタイプとの中li¥1の特性を有している。そこで以下での議論は、キー数

が10以上で、小mも使川した同時打鍵)i式を対象とする。mAue川されている只体例とし

ては、ソクタイプの他に3.3節で挙げた「ステノワード」などがある。

キーを l つずつ順に打鍵するÆ次入ブJ方式においては、 )I~なるキーを続けて打鍵する場

令は、キーが完全にJCに戻るIIijに次のキーが1J鎚されても良いようになっている。しかし

同じキーを2)立続けて打鍵するためには、キーが完全にJGの状態に以るまで待ってから2

皮 11 の打鍵をする必要がある。 キーの令ft lIVJ :止がK~ 、と 1 JJ[JII'してからJGに灰るまでに1I.'j

It¥Jがかかるため、速くれ鎚するためにはキーの全移動量は短い)jがよい。また、あるHの

キースイッチでは、キーを引l'していくとある場所で急に作動))が変化する(1必3.10)。こ

れをクリックと言う。 lつのキーを打鍵する際には、

入:J)の確認はこのキーのクリック!必によって行うこと

ができる53)。

それに対して、同時打鍵入力では、 -tJで入力でき
る情報量が多いという特徴がある。そのk.'i果、Iji似H5
1mあたりの入力回数は少なくてすむ。同時打鍵の)j式

によっても異なるが、例えばソクタイプではj泣~.~ 2打

/秒で入力可能であり、 j生く打鍵する必~がない。そ

のため、同時打鍵キーボードではキーの令桜動止が短

い必姿はない。
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同時11鍵)J式では入)J速度よりも、複数のキーを入)Jする際のli{fkttがifr2l!である。し
かし、人足しmとJ)，mではνj級1')に大きなぷがあるため、 J)、mまで1111終を行き彼らせて6{1[
尖に入)Jすることは符必ではない。 J， ï) 1Iり l 鎚ん式では入)Jの倣 ~Eにクリック!必を{止川する

ことができない。複数のJRで人)Jする場合に、どこかのji'iが1F.6{1[に入)Jされていないとき
でも、他のHiのクリック!必とそのmの!長:i'tを|ズ))1)して認識することはィ、IIJ能である。特に
ソクタイプ)J式のように l本の桁で最大3つのキーを同時打鍵する)j式では、感じられた

クリック!惑がこの3つのどのキーによるものかを識別することはできない。すなわち同時

打鍵では指の感覚で限認しながら入)Jすることはできない。そのため、/，i)日り]鍵方式では

圧覚的械を使JTJせずに桁の!fVJきだけで町I!::tに入)Jしなければならないことがわかる。そこ
でキーの全移動量について検討する。

キーの令移動量が短い場合、 jlllすべきキーを確実に押しているとは似らない。この場合

に正隙に入力するためには、 jlllすべき燃はすべてほぼ同じ尚さにし、その他の指はそれよ

りも品目、位置にした形にして、腕令体を降ろすという方法が必要である。しかし、すべて

の指を感党フィード‘パックなしにキーの短い全移動員以内のほぼ同じ高さにそろえること

は符易ではなく、夕、y チ不足が~/三 じやすい。すなわちキーの全移動i止が短い場合は入力ミ

スが多くなる。

キーの全移動f誌が長い場令には、 llllさない指が誤ってキーに触るミスが生じやすくなる。

これを防ぐためには、キーの傍点依[位が下にあれば良い。一方、押すべきキーを限実に押

すためには、接点がONになっている距離が長い方が良い。この2lXを与えると、入力ミ
スを少なくするためには、キーの全移動訟は長く、かつ傍点位置は全移動此の，/，*近くに

あることが望ましし、ことがわかる。

同時打鍵では複数のキーを同時に入力するので、キーの作動)Jはすべて令計されて!腕の

負但となる。そのため作動)Jが大きくなれば、腕の疲労が大きく、長時/1¥Jの入)Jができな

くなり、また入力ミスも駒川lする。しかしただ作動力が小さければよいわけではない。指

をホームポジションにillいた11与にキーが動いてはならない。すなわち作動)J特性では適度
な大きさの初圧が必要である。

以上をまとめると、問時打鍵キーボードのキ-flô !I!リ~:JJ は以下に示す特性て'なければなら

ないことが定性的検討からりlかとなった。

・会移ifVrf誌が大きい。

. t長点位置は全拶動訟のr/，心/1付近にある 0

.作動力は小さい方が良い。

・適度な大きさの初圧が必t!である0
.クリック特性は必要ない。
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3.5 同時打鍵入力におけるヒューマン・マシン・インタフェース

に関する実験的検討

liij t!riにおいて、同時打鍵に必:ll!なキーボードの特性に関して定tu，~にJZ然を行った。 本

的lでは、その身告書結果をもとに h~]II .'H J 鎚キーボードの入)J特1'1:を尖験的に検討する 。 本節

では具体{71]としてソクタイプのj虫記記号を入)Jするためのキーボードについて実験を行い、

それをもとに同時打鍵万式の入力特性に1M]して考察を行う。

3.5.1 キースイッチ型速記キーボードの試作

ソクタイプの速記i13械はリンク俊mによって記号を印字するタイプライタである。しか
しコンビュータへの入)Jや大l，fiE践を々感すると、キースイ ッチをfJemしたili記キーボー
ドの方が有利となる。そこで，jij節の作動力特性を考慮したキースイッチ型の速記キーボー

ドを試作した。

まず、入ブJ特性において肢もE袈なキースイッチの選定を行った。 ，IIjt!riにおける定性的
な検討から、キーの全移[OJ.W:は大きいブJが良い。そこで速記総械の~拶[0)1，):を測定すると、

リンクの長さが異なるため各キーによって異なるが、 8mrn~ lOmm以上であることがわかっ

た。 そこで速記*~械と比較するために全移動立が 8mrn以上のモーメンタリータイプのキー

スイッチを市販品から探した。しかし前節lの中でも述べたように、現在のキースイッチの

主流である逐次入力川のキースイッチは、全移動iifが小さいことが望ましい。そのため市
販のキースイッチでは全移動旦;が1ti大のものでも 4mrnであった。この全移動114rrunのキー
スイ ッチ (アルプス電気附製SKFFAA)を使用して速記キーボードを試作し、 3名のソク

タイプの速記者に使用させたところ、いずれも多くの入力ミスが発生し、令移動旦;が4mrn

では小さすぎることが明らかとなった。

そこで、全移動量8mrnのキースイッチを特別注文した。しかし、キースイッチの製造に

は多くの金型が必要なため、新しいキースイッチの開発には数千万川の1'1JTJが必要である。

そのため、今回はキースイッチメーカーのアルフ。ス屯気(附が以，jij製.u.!!ーしていたがm:(，:は製

造'1'JI:.となっている全拶動lu:8 mmのキースイッチを、バネ定数だけを変えて、~大作動力
をO.6Nとして製造を依頼した。このため作動)Jの調11かな特性を1'111，に選択することはでき

なかった。

このキースイッチを使川してキーボードを試作した。キートップは、ソクタイフ。のJ虫記

{，~ jlJl:のキートップをンリコンゴムによ っ て型l収りし、その型に樹}mを流し込むことにより、
全く |司じ形状のキート ップを作成した。 キースイッチの水平位世も、 jili ~~ ï，s械のキートッ
プの水平行f世をil!1]定し、それと!日lじになるように取り付けた。キースイッチの]収りf.Jけ高

さは一定とし、各キートップを取り付ける文れの市さを変えることによって、 j主記IrS械と
同じキー高さとした。

試作したキーボードの電子同路の椛j戊を|立13.11に示す。!日;]II.'HJ鎚におけるキ一入力タイ

ミングのずれをキャンセルするために、すべてのキーが離された状態と次にすべてのキー
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図3.11 試作したキースイッチ型キーボードの電子回路部のブロック図

図3.12 試作したキースイッチ型キーボードの外観

が雌された状態とのIl¥Jで押されたすべてのキーをデータとして取り込む。この入力された

速記記号は3bytcのデータとしてRS-232Cインターフェースを通じてコンビュータに送信

される。

試作したキースイッチ型速記キーボードの外観を図3.12に示す。

3.5.2 速記キーボードの入力特性に関する実験的検討

キースイッチ型速記キーボードの入)J4JtIを検討するため、ソクタイプのj虫記総械と入

力特性を比較する実験を行った。入)J特性として望まれていることは、入)Jミスが少なく、

長1I.¥'nrJ疲れずに入力できることである。そのため、il'Hillil行併fとして①入)Jミス、 ②l1li.労の
2点に|刻して比較実験を行った。

実験には3名のA記将を{止JIjした。31，ともlこ50代のT.:tlで、ソクタイプのj虫記学校を
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卒業後速記-Itとして勤務し、l:Jlイ1:1;1:退職した人である。退職後もときどきj主tU業務を行っ

てきたためjilifiGは，，[能であるが、 J主"己の使川UWtはあまり1::)くないのでj虫記，，'{校平業時に
比較すると入)Jj虫j立も.iliく、人)Jミスも多くなっている。4:米ならばm役のJ主"己点ーをfJe川
して尖験を行うことがマ!ましいが、 J生日己点ーはlifhが忙しく、長時11¥Jの:k験に品)Jしてもら
うことは凶雑であった。しかしこの3名のように少し入力ミスが別えている人の)jが、入

力特性の追いによる影響が11:やすいと与える。
この3名のi虫記者はj生記総械にむ1れているが、 j生記25械はそれぞれ鮮があるとのことで
あったので、まず災験に{止川するjili記お械に削れさせるためにMIIかにわけで.iu!J;IIO時間

以上のjili記を行わせた。それに対して、 1虫記-fi-'まキースイッチ型キーボードには全く慣れ
ていないので、これをJIJ いて.iú!~'):20時間以上の速記を行わせた。この際キースイッチlliの

場合にはパーソナルコンビュータに後続してfI司々 のjili記記サの入M8来をぷ示し、速記者
がキーボードの癖を理解しやすいようにした。

まず、入力ミスに関する~験を行った。各jili記者に 2 種類のキーボードを使月]して、!日l

ーの話をj虫記させ、その入)Jミスの11¥lJt':1)令を比較した。話はmlH本文71をテープに1次込
んで速記者lこ1隠かせた。テープレコーダの11i立は速記者に設定させた。入)Jミスが多く発

生するように、ソクタイプ速記にとって入)Jしづらい外国地名などを多く合む文立を選ん

だ。ソクタイプ速記においてj虫記しやすさを去すJIT~j!J(に ff'容がある。これは、打数/ 1ì1 iîlf

数で定義される。打率が小さいほと速記しやすい文江である。例えば 11えずれま1liiであるJ

の冒頭部分の打'率は40%と速記しやすい。速記させた話は9話であり、その諸元を表3.5に

示す。今回実験にもUIJした〕UEは‘le均打率87%とかなりi生記しづらい;文7Eである。特に話

5は打率99%と非常に速記しづらい。文'ド数はi英字かな交じり文で500'{:~ 1000'j-:である。

話4、8、9は通常の会話の速度て'あるが他はそれよりも速い。

実験の前に、笑験するキーボート.のlIWi訴の影響を減らすために、ぷのテープをまず11"1

11¥1かせた。その際、キーボードに触らせることは音寺11したが、キーボードなしでj虫記を空

n ちすることは't~iI-.しなかったので令üが宅jJちを行った。，，，;:干'Uえびb.li.ツ;の影響を除くた
めに、 3 人の速記.r，.で仙川するキーボードの II~iを変えた。 j虫記名Aにはキースイッチ期

キーボードを使JTJ して 9 話の速記させた後、 j主記日日械を i止川して 9 訊速記させた。 j主~è:ft

ぷ3.5 入)Jミスに|刻する災験にflelllした話のi1!L[とfJ>事

liI' tま 2 3 4 5 日 7 8 9 合計

文字数 747 1218 683 7811 664 649 549 669 632 6591 

速度(字/分) 422 411 431 355 428 423 ~22 355 365 399 

打率 (%) 90 91 80 83 99 88 82 84 85 87 

m 速度はかな文字に換算した l 分間あたりに話す文/"数で不した。 ~OO下/分とはNHKのニュ ス程度の
速度である。
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Bfこは逆にi虫記器械をもEJlJして
9話速記させた後、キースイッ

チ i\~キーボードを仙川して 9 ，J;

のA記をさせた。 iili記将Cfこは

l話1ii:に2つのキーボードの使

JTJWiを交代しながら速記させた。
実験全体にかかる時間は休忽時

間を含めても 211判Jj以内なので、

疲労の影響はほとんどでない。

述記された記号の小で入))ミ

スの;明l合を求めた。ここで'入))

ミスの割合とは、文字に直した

時の間違った文字数ではなく、

述記記一号の入力回数に対する誤

入力回数の出l合とした。また速

記者が速記'1'に明らかにI1¥Liをえ

たとわかったときには再び正し

く入力し直すが、この場合は入

力ミスはなかったとした。その

50 

U
H
同
肖

。.。キースイッチ型
%1 ー 速記録械

40 
(l) 

，出

'" -同
日 30
】

口

。‘ロ

'o 20 

nu 
l
 

。
1 234  5 6 789  

Text No. 

理，11は、このような入力の間進

いは主として速記の入力特性によるものではな

図3.13 キーボードによる入力ミスの発生割合

く、 A記者の聞きIlJI追いやA記記サへの変換に
おける間違いであるからである。

各話の実験の*，'i*を図3.13に、まとめたもの

表3.6 キーボ ドによる入)Jミスの発生割合

述記者 A s C 

キースイッチヨ1 16% 33% 21% 
速記*~械 11% 6% 16% 

を表3.6に示す。 3 人の速記.x' J~fこ 0 .5%の危険

率てザイTなにj虫記23械のブJが入))ミスが少なかった。また実験にもUIJしたキーボート.のJIWr;
の影響は見られなかった。

次に疲労に関する実験を行った。彼労に|刻する指標はいくつか考えられる。この入))特

例での災験ではJJW:や訂の筋肉の1&労について訓べればよいので、乳般市liなとをHH~{fこする
ことが考えられる。しか し簡 qtに ;判断するために、尖験後に主主労について jili ~己-Kに InJき Jr~
り調査を行った。

前記の3人のj虫記者に2つのキーボート、でそれぞれ別の"に l時I1¥J、|主から 211.'H::)のA絞
i虫記を 5 同ずつ行わせた。 Æ記は II~ iL身体j{y:\ Ii-1fリハビリテーションセンターの聡党時世
入所者に対するホームルームで行った。ホームルームの内作は11によって)'i1なり、速記の

しやすさに差があるが、 51111ずつ行わせることにより平均化されると与一える。J虫記姿勢は

特に制限はしなかったが、いつも同じ机、いすを使川して実験を行 っ た。火i~会 J;;ïmの I : U !Il1
から机の丙さは税軽できず、やや，::，めであり、疲れやすい災験条例であった。しかも机|二
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f(tiからキートップまでの J~'J さは速記 6~械の fjが少し向いため、 J主記 ?~I成の j;が疲労しやす

い条例aであった。

尖験の結果、 3人ともキースイッチ)¥りキーボードでは 111寺11¥J以上の辿絞速記では1!ljjyし

たが、速記総械のjjではほとんとJifジjしなかった。 3人のj虫記-fiのうち 1:名は、キース
イッチ1担を使用して長時間J1/!t.f1l!1こ述記を行ったために、腕にE縫いl拠開炎をおこしてしまっ
た。しかし、 A記お械ではそのようなことはおきなかった。机の1:-"1さによる彫鮮があって
もA記お械のβがlif7Jが少ないということは、速記しやすいl苛さに設定した場介の特性は
述記*~械の方が大幅に優れていると考えた。

以上より、入力 iス、疲労ともに入力特性はキースイッチ型述記キーボート.は速記器械

に比較して大幅に劣っていることがわかった。

3.5.3 速記キーボードの作動力特性の比較検討

liii項の入jJ特性の比較実験結果を検討するために作動)J特性を測定した。キースイッチ
型キーボードと速記{'~1戒とではキートッフ。形状やキ一位 ii'lは I，;J じであるので、 fnUJ:;!J特性

以外の入)J特性はほとんど変らないと与える。 j生記(，~械では各キーでリンクの長さが追う

ため、キーによって少しずつ作動)J特tlーが火ーなる。 キースイッチ砲でもl収十lけたキートッ

プや支牧の重さが異なるため少しずつ作動力特性が具なる。そこでI，r.j-K;とも'1'火にある

「本」のキーについてmtJ定を行L、比較した。
測定方法を図3.14に示す。先端が球而のマイクロメータヘッドをmいてキートップの中
心を上からl'l'す。この時のキーの反)Jを術iJ!:f;!をfJ!!川してm'J定する。このとき的重言|は
キーボードの総重量とキーの反)Jの総和|を測定することになるが、キーボードの総重量約

2 kgに比較して最大反)Jは数 06にi1するので卜分な 1，'1皮て'mtJ~することができる。マイク

ロメータヘッドによってキーを引l'す);1")の動きと雌すHIIi)の動きに対して名51111ずつilItJ定
し、これを平均して求めた作動力特性を凶3.15に示す。

キースイッチ型キーボードとÆ記お械の作動)J特性を比較する。まず、 j生記 6~械の方が

全移動itが長く、キースイッチ型の 2 1l~あるが、
これはtlItJ定したキーがリンク長さの段も長い

i*Jのキーだったためである。 i*J以外の

キーはこれよりも短い。また速記6*械のリンク
はフェルトによってできているストッノfーに

当って止る構造となっているが、このフェノレト

の減り具合やリンクの調整具合によっても、全

移動量は変化することがわかっている。

両者とも接点位置に小さな作動)Jの111が現れ

ているが、特にi虫記~s械ではこの山は小さいの

でiiIri;¥'の使用て'tl:IYJIJf，iなクリック!感は得られな

い。キースイッチ型では小さなクリック!必があ

る。
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図3.14 キーボードの作動力特性の測定方法



キーを押しつけた時の最大作

動力は速記器械の方が大きい。

しかし、速記器械では前述の

フェルトの影響で徐与に作動力

が大きくなるのに比較して、

キースイッチ型では急激に増加

する。そのため押した時の感触

は、速記器械が柔らかく感じる

のに比較して、キースイッチ型

は硬い感じがする。

キースイッチ型では十分なfJJ

圧があることがわかる。それに

対して速記器械では移動孟Ornm

で初圧はONであるので、指を

キーの上に霞いただけでキーは

動くことがわかる。しかし数m

の移動で指の重さに対する十分

な圧に達する。

両者の最大の相違点は、速記

器械は作動力特性に大きなヒス

テリシスがあることである。こ

れはリンク機構内部にある国体

摩擦の影響であると考える。こ

" に)
い

[N] 

よ0.5

。

[N] 

" にJ
~ 0.5 

'" 

o 5 [mm] 10 
Distance 

(a)キ スイァチ型キーボード

10 

Distance 

(b)速記器械

のような大きなヒステリシスの 図3.15 キーボドの作動力特性

あるキースイッチは存在しない

15 [mm] 

ため、このヒステリシスが実際の入力特性にどのように影響するかについての研究は今ま

で行われていない。

3.6 考察

リアルタイムで日本語音声を要約せずに入力する方式について検討した際に問題となっ

たのは、通常の話の速度まで到達できる人の人数と、:iili続使用時の疲労であった。ある特

定の人て'あれば話の記録が可能であるという方式はあったが、その多くがチャンピオン

データであり、いつでもどこでも稚でもがその速さで入力できるわけではなかった。その

ような方式では、広く利用することはできない。もうひとつの疲労の問題も重要である。

いくら瞬間的に速くとも、それを述統できなければ使用できない。長い時間行う場合はと

-31 -



( 

の);式でも交代で入)Jを行う必~はあるが、 5 分毎に交代しなければならなかったり、長

時間の休恕が必要となるのでは:k川にはならない。波労しにくいこと、少し疲労しでも入

)Jjili)Jtが低下しないことは IEt!である 。 その.'，'_;:を~')，I~すると、通常の速度のお J!?を記録す

るためにはjili記以外にイjえ)Jな)j法はないことがゆlらかになった。

本研究では、リアルタイムì'í: ) ~ f)('[:変換を行うためには、 1'1~U))X:訳を~.j担して、 j虫記の

，'，で114:でII!Eーの総械式述記で。あるソクタイプがJli適であるとの結論によ主した。しかし3.3

節で述べたように、研究開始後に早稲UI式jili記とNR式速記がそれぞれm成反訳キーボー
ドを開発し、発表した。そのためソクタイプ以外にも選択肢が榊えたこととなる。しかし

このいずれも操作する述記.(fが熟練していないため、発表された入)J述j立は実験他でなく

予想、他であった。また波労などのデータもlリ]縦でなかった。いずれも手冷きよしさ記のノウ

ノ、ゥを生かしたと言っているが、それだけで的lj1にお械式j生記がIJfl発できるわけではない。

そのため現状では長JgJli¥]のも1・)IJ夫総からそのイ'J;'.ij)伯が災証されているソクタイプがl唯一の
選択肢であると考えた。実際、 r"fU式速記のキーボードについては、 JJM.Eでは何の情報も
入手できなくなり、現?Eも継続されているかどうか全く不明である。巾1前日l式j生記に|期し

ては、当初jの「ミニット-350Jを改良したンステムへと修行している。いずれにしても開

発初期段階の装世では多くのI1IJIIiiが発生している。将来的にはそれらの)j式又は改良した

万式がソクタイフ。速記よりもt盛れていることがIlj]らかになるかも知れないと与える。
入力特性に閲する実験では、キースイッチ:l¥h虫記キーボードに比較してリンク俊椛の速

記器械の方が優れていることがわかった。 この点に閲して、作動力特性の観.I，I.~から考務し

てみる。

まず、入力ミスに関する尖験では、キースイ ッチ型キーボードのプJがミスが多かった。

この理，11を図3.15の作動力特性から与察すると、キースイ ッチ型ではキ一段点がスイッチ

の全移動量の約1/4の上~IIIにあることが反響していると考える。このために押すべきでない

キーに情が触って入力ミスとなることが多かった。キ-J主点の似iu:が，'，火付近にあれば入
力 i スの出l合はほとんと変らなくなるとJfえる 。 それに対して、速記(，~{IJXではキー接点が

下側1/4にあるため、 JljIすべきキーがタッチ不必で入力されないミスが多くなったが、ミス

の割合はキースイッチ型に比較して少なかった。

入力ミスに関する実験では、 jiliJ.立と打;存の条1"ーは話5がんtも怒し、にもかかわらず、実際
にはほとんどすべての条件で話7における入)Jミスが段も多くなった。あらかじめ一度'liJ

いている話であっても、話し);や先行、使川したijl.誌を知っているかどうかなどの影響が

あったと考える。

この入ブJ~スに関してはi虫記才;.11\]の);~ も大きかった。 3 人のj虫記名を持段ソクタイプ速

記業務を行っている頻度で~If;_べると BACの)1阪であり、4:.\'1こ j主記.x.CはりLイ仁ほとんど速記業

務を行っていない。これは速記総械の入)Jミスが少ない順と一致している。このことは、

首段から速記を行っている人ほと述記出械での入)Jミスは少ないこと、またキースイッチ

型では傑作しにくいことがわかった。このことは、速記者がソクタイフ。の述記{，~械に悦れ
ている一方キースイッチ型に不似れなためであり、慣れればキースイッチ型でもj生記器峨
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と同程度まで入力ミスが減るn[能性もある。しかしもしもそうであるとしても、災験のよ

うに2oll.Hifl以上.の糾ill-lを行っても111れることができないようでは、 j生，ic1fのftJocに長いj切

1i:1が必要となり、;k:JIIの妨げともなる。 liili!sの作動)J特例の身然とも合わせて、キース
イッチl日キーボードでは、 J生， iG {，~t成よりも入)J ミスを少なくすることは凶燥であると判断

した。

疲労に関する実験でも、キースイッチ)\~のブiが疲労が大きかった。このことは、作動力

特性の最大圧ではキースイッチ)¥'1の)jが小さいためキースイッチ型の)jが波労が小さくな

る、と1j1純に与えたのではいけないことを示している。作動)J特性を卜分に検討すると、

キースイッチ型の方が波労が大きくなる.I!~巾は、キーを段後まで押し続けるのに必要な)]

に1.1¥1係していると考える。

速記ti;械では、摩擦によるヒステリシスが彫響していると考える。キーをJIIIし下げる際

には摩擦力は負荷となるが、 -ιJIIIしFげてしまえば、 ドで担11しつけておくための力は的
Il摩擦のために小さな:)Jて'よい。しかも作動力はなだらかに別加してゆくので、手全体で

その作動力のm加を感じることにより、 引11す)Jをフィードバックして剥持することができる。
一方、キースイッチ型ではJIIIしつけた時に作動)Jが急放に大きくなるため、押した感触
が使い。このためド11す)Jを微妙に淵絡することは鋭しく、 j止後まで引11し卜げるのに必22な

力以上のブJを入れてしまうこととなる。特に、入力ミスの発生しやすいキースイッチ型で

は余計にブJを入れて確実に入力しようとする傾向が見られた。その結果、下へのiU!lも大
きくなり、キースイッチ型の}jが疲労しやすくなったと推定した。

キースイッチの作動力特性において、ヒステリシスの大きいものや、押しつけた時の作

動力がなだらかにJili1JfIするキースイッチは一般には使川されておらず、このような入力特

性のキースイッチを特別に製作しなければならない。最適な十'fi.'，'~1!Li位のスイッチも同憾で

ある。すなわち、キースイッチ型キーボードの場合では、市販のキースイッチでは十分な

入)]特性は得られないことがわかった。

この入力特性に関する実験はソクタイプのキーボードに1.1¥1して行ったが、以 トのJ5・祭は
同時打鍵方式のキーボードに対してすべて.iiNJTIできると考える。

以上より本立では、リアルタイム 11JlI文7・変換を行うためには、ソクタイプili記をも~JT1

して入力した速記記号をコンビュータでリアルタイム反訳する)j法が引状では以迎である

ことがわかった。またソクタイプ速記のような同時打鍵方式で入)Jするキーボードに適し

たキースイッチの入力特性をIlflらかにした。しかしそのような入)J特性を持つキースイッ

チは市販されていないこともわかった。
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第4章 文字読み取りにおけるヒューマン・
マシン・インタフエース

4.1 最適文字表示方式

リアルタイム背戸文字変換においては、表示する文字の読み取り特例を|分に考慮し、

段通の表示方法を選択することが重要である。ディスプレイ上に表示された文字の読み取

りは、英語にI~I しては多くの研究があるが54)-60) 、 n "j;.:訪に I~I しては VOT作業に関辿して

いくつかの研究が行われているにすぎず、詳しいことはあまりわかっていない。特に話の

速度でぶ示される迷い文.!t'-に対する読み1&りの研究は符V!iである。 rl"j;.:誌と央誌では文章

の読みプJが'11:;なると言われており、 J来訪の研究成果をそのまま日本誌にあてはめることは

できない。ここでは、主として尖験を'1'心として、リアルタイム背)J'f文字変換において数
人から千数百人が読む場令のr~迎文字表示方式について検討する。

4.2 表示速度と分かち書きの効果

4.2.1 実験

まず、話す速度で表示される文7kを聴j.t Jn~~I-{-~のく読み取ることができるかを尖験的に検

証した。被験者は国立身体障~ 11者リハビリテーションセンターに入所している 10代後半の

重度聡党障害者4名で、うち先天性2t，、後天性2t，とした。文章は長さ400'{:前後の内容

の熊しくないひらがなのみでf!?かれた文 '，!.とし、分かちti;きした文平と分かち引きしない
文章を用意した。ひらがなのみの文章とした血

[11は、 5.2節で後述するようにtELYのリアルタ
.N.4.1 読み取り速度災験に使川した文章例

イム入力は難しく、そのため現状の技術では淡 (一部)

字が含まれる;!iIJ合の少ない文市でしか門戸をリ

アルタイムで文字として表示できないためであ

る。実験に使用した文章の一郎をぷ4.11こ示す。

この文章を一定の速度で順にパーソナルコン

ビュータの14インチディスプレイ |二lこ20ヂ

X20行で横書きで表示した。 一度読んだ文訟

はそれだけ内容が型解しやすいと考え、すべて

の試行で異なる文章をfJliJTJした。};示文'Yは1:
jfJ文字をJTIいて、画而上に400文'ドまでぶ示さ
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分かち占きしない文立例

おおきなたてもののぜんたいは、ふつうは
ひとめでみることができるものではない。た
てもののまえがひろばになっていて、そのひ
ろばのさきからながめることができるのなら

分かちみきした文定例

きんじよの きっさてんに はいったら、
みせじゅうが かるがりごりんの わだいで
わいている。 かうんたーの ままと ある
ばいとらしいわかい じょせい。



れると始めから1I闘に消去する。 1m!而のj訟下行ま

でjj_ぶされた文ポはスクロールされず、また}oi

上行から表記される。全ての文7Eをぷ示し終

41，(4.2 読み取り述皮の:Jf験結果

話の述度 内容を理解できた人数

200字/分

わってから 3秒間待ち、同|耐をがi去する。部屋 300字/分

は IYJ るくし、その中で)('y~が比やすいように締 300字/分(分かちslき)
。字/分(分かち告き)

J立とコントラストを剰整して:k験した。被験-K

にはディスプレイから約1m離れた場所から文

章を読ませた。

4/4 

1/4 

4/4 

1/4 

実験結果を表4.2に示す。分かち;1?きをしていない文章では、 300字/分では1:名を除い

て読むことができなかった。肪lじ:k験を小;を読むことが好きだと[1司令;した20代他聡おUi

で行ったところ、 Jti高800下/分までぷ示t.J!J立にilllitして読み取ることができた。次に分か

ち」?きをした文章で同じ尖験を行ったところ、 300字/分て'[;1:全員がぶ示iliJ.¥tに追L、十H、て

読むことができるようになり、 400字/分でも 1.t，は読み取ることができた。

4.2.2 考察

他聴者の実験と比較すると、聴:it陣容を持つ被験者では読み取り速度が遅かった。この
~1l 1[Jは、国立身体障害者リハビリテーションセンターの1[1で被験者らは手話古誌をコミュ

ニケーションの主たる手段としてもë月l しており、日本誌があまり 1~}立でないためであると

考える。特に聴覚障害~~の円本語能力はffAI人"Æが大きいことがわかっている川。 i肱:ït附害

者でも文字言語を主たるコミュニケーション手段としている人法は、この(也聴荷と同等程

度の読解能力がある人が多いと与える。

通常の話の速度はかな文'7~J失}ì:で350字~400~r"・/分である。そのため分かち Sきをしな

いひらがな表記の文章では、話のiliJ立にill従して読むことは難しいことがわかる。分かち
J?きした場令でも、 i 名は話を~約せずに)1:.'f: 1，('J;しても読み取ることができるが、他の

3名は難しいことがわかった。しかしこの'1'のi名は笑験後に1'l5Iは[[があまり良くない
のでこの距離では文字がはっきりとは比えなかったと言っており、この泌総は大きいと考

える。また被験者のほとんどはディスプレイ i二にぷ示される文字を読むのは始めてであり、

少し読みにくく戸惑ったと問答した。 l住聡{'i'の4L;イ干で、かな表記に比'絞してi:Ji下かな交じ
り文では読みやすさは|向上し、1&労も少ないことが報約されている62)。そのため完全な淡

字かな交じり文でなくともある程度の淡下を文1(i:I 1-'に入れたり、文7・の大きさを大きくす
るなどして読みやすさを向上し、文'f:にも悦れれば、残りの31'，も卜分に読み取ることが

できるようになる可能性が高いと考える。

文字読み取り速度を↑11 報伝達の観点から)5'~持する。人 I1\J をJ!ljして伝.i.tし仰る j仏大の↑fi報
伝達j創立は、ほぼ50 ビット/秒であるというJflì.lがなされている問。かな文'['.の↑l'it~;以ま

5~6 ビットと言['~'r されており、これを川いると l 分間に読めるかな文'よ・のJ比大旦は500')":

~600字ということとなる。決'主かな交じり火;でも [îiJ織の苦I'}ìを行うと、 i:Ji 'f:かな交じり ;文

侠知て'370字~450字/分がJb(~'.\速度となる。しかし無意味な文)-:9IJではなく、 ì''f iillの文草
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を読む際には、すべての文字を ・下一?正艇に読んでいるわけではない。このような冗長

JJ[を 111(制しているため、比かけの情報 l i tはこの計算値以上の111\を Jr~ り得る 。 そのため尖際

の文'f:の読み取りでは、それ以卜.のJ創立て・読み取ることができるとどーえる。

以上より、訴の速度でぶ示される文'，1.の読みj絞りは、 i住聴必や114:W説fVl-fitJJのl古い聴
:l't~~;存者ーであれば可能であること、ぷぶされる文??:は漢字かな交じり文でぷ記することが

望ましいが、漢字の~Å'IJ令が少ない場令には分かち書きする方が読みやすいことがわかった。

4.3 スクロール表示とページング表示

4.3.1 実験

文字表示において文字がj比卜行まで表示されたときには、 2:f;T!;fj'!の処.illI方法がある (図

4.1) 0 1込上行の文字をti'i去し、各1iーの文;72を一行ずつ上にずらし、政下行に新しい文字を

表示する方法をスクロール表示という。それに対

して、 J'&上行の文字を消去してPJび段上行から新
しい文字を表示する方法をページングぷ示とい

う。この両者の表示方法のとちらが訴の速度で表

示される場合の表示方法として読みやすいかを評

価する実験を行った。

4.2.1項と同じ装世と、 600下前後の内手干の燥し

くないひらがなの分かち書きされた文取を尖験に

使JIJした。表示述j支は300字:/分とした。ページ

ング表示では、新しい文章と，'，-い文'，.!.を区別する

ために必ず空白行を一行姉入することとした。ス

クロール表示ではこの必要はないので、|州市一杯

に表示した。全ての文章を表示し終わってから3

秒間待ち、画面を消去した。被験11は4.2.1lJ1と1，;1

じ聴:it障害者4名と、他聴者2i;とした。
実験の結果、被験者全員がページングぷ示の方

が読みやすいと回答した。スクロール表示では読

んでいる最小に突然文章が上}jに移動するため、

ですから、その場合には障害者の人権を

-・・・・・・・・聴覚障害者の情報

保証については

(a)スクロール表示例

保証については

ですから、その治合には障害者の人織を

-・1ft覚障官者の情報

(b)ページング表示例

読みにくいという意見であった。似し、ページン 図4.1 スクロルぷ示とページング表示

グ‘表示では文章の区切りをl則的・にするために一行

の空白行をいれたが、これでもどこがj止も新しい)(1';1であるかわかりにくいという芯比も
あった。
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4.3.2 考察

スクロール表示とページンクー}liJ;では、 i必.m.はスクロール表示が仙川!されることが多い
が、災験ではページング表示の)jが読みやすいという結果を得た。ワーフ。ロやエディター

ソフトでは 11分てd操作しながら 1 -1 で ill~ 、かけるためスクロールでも 11 \J!W1!!g 、が、本円的の

ように受動的に読んでいる場合にはスクロールぷ示では読点の立忠と無関係に突然文草が

上/jに移動するため読みにくく、ページングぷ示の方が読みやすいと与える。

例えば失諸における研究では、必15-が阿而の動きをJ量作した場合にはスクロール.，&示と
ページングぷ示とでは、波労に関してもl何年半の出張Iこr)[1してもほとんとiEが1!llし、というが1
-*が報令されている判。また 'I 'i q ，市 l こ 11I 1 して II~iに表示される文立を受動的に読んだ尖験で

は、縦11きであればスクロールぷ示とページング表示の問に差はないが、 t前件きではペー
ジングぷ示の方が疲労が少ないという桜子t叫がある。また視覚による読み取りではない

が、触党による行人Jl1悦党代行装jaの研究において、手を動かさずに ICj動的に流れていく

文字や絵を触る方法 (パッシブタッチ)に比l絞して、予を動かしながら触る万法 (アク

ティブタッチ) の方が認識が符おであることがま1 1 られている 66)判。5'~なる言花や災なる感

党に関する研究結果からは断定はできないが、能動的に読んでいるか受動的に読んでいる

かの差は大きく彫饗していると与える。

以上のj去を考慮すると、呈示する文章を能動的に読む方が認識が高まることが予想]され

る。しかしリアルタイム背戸文字変換においては、このような能動的な読みんは実現閑鋭

である。特に聴覚は本来受動的な1~}'tであるため、その聴覚の代行は受動的にならさるを

得ないと考える。

4.4 文字の大きさと一画面内の文字数

文tpーを読みやすくする要因の一つに、文字をはっきり見せることがある。そのためには
文字をできるだけ大きく表示したり、行[inを常けたりすることが宅ましい。しかしこのこ
とはー画而に表示される文字数を減らし、その結果読む前にX-，';'fがti'iえてしまったり、市Ii
の流れがわからず内容の且110/1-を妨げるIIJ能性がある。そのため lilUliol人jにぷボする文'主:数
は少なすぎてはならない。

字幕放送では、絵と文字の両方を見るために阿而に表示する文字数を減らしている。こ

の湯令には、予め短く作成した文7Eをぷノjミしており、次の字幕が1i.示されるまでに読むの
に十分な時!日lがとられている。それに対してリアルタイム音声文字変換を行うためには、
以下に示す問題が生じる。

まず文字数が少ないと、文'r'が次の文字ですぐにがiえてしまうことが挙げられる。例え

If300字/分の話でー画而lこ50'ドしかぶぷできないのでは、文字が.;;，示されている11.¥'11¥1は

計算上10秒となる。しかも4.2鈎lでl!ßべた分かち引きを行えば空 I~I文字の分だけ余計に'ドが
必要となり、また4.3UIiで述べたぺージンクぷ示を行えば前の文宇と新しい文下を民日IJする
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ために空白行を姉入する必裂がある。そのため実質上G~7秒で文'j-:が iì'í.tされてしまうこ

ととなる。 これでは読解能力の r:.:j~ 、人でも!i1'1'して兄ていなければ読むのが鈴しい。

次に、 )rlij而の文字数が少ない)L'iには文市:のうUlJl部分がすでにがiえてしまい、何の話で
あったかわからなくなることがある。-xすべてがー|凶而にぷ示されていることが文市.読
解からは望ましい。 3.1.2.211で述べたように話し言集の一文は舟きちsに比較して 一般に

短〈、講演などて:Ii平均9)主的lて'fr~}&.されているとする研究がある 15)。 話し言集の一文節jの

平均文宇数は明確にはわかっていないが、 7~8字と推定すると、これから話し言集の一文

は平均70字と推定できる。尖験的に訴泌「言集が怖L、J(講演者 向田邦子、新潮lカセッ

ト、 80分)についてテープ起こしをして数えた結果、この講演の一文あたりの平均文字数

は漢字かな交じり文換>):で印字であり、上の推定とほぼ一致している。これはかな文字換

算すれば90字強となる。分かちJFきの:1:)LI文字とぺーツング表示のI ::J題をJ5')，~すると、 一

面而に100字以上表示できることが望ましいことがわかる。

ノfーソナルコンピュータを川いて大きな文字を呈示する方法には、透過ェ:ti依品パネルを

mいてOHPで投;ぷする)j法と、 RGB信号をビデオ信号に変換してビデオフ。ロジェクター
で投影する方法がある。このいずれの)i法でも、日本では640X400ドットで表不する製品

は玄:fllliに入手可能てぜあるが、それ以上の r:~jWl-像度の機極は未fこ一般的ではない。 そのため

表示画而の大きさを640X400ドットとして以下の検討を行う。

通'I:.;~'の全世j文字は I G X16ドットであるため、 )1町而に-l0字25列の1000文字をぷ示するこ

とができる。画而の大きさが卜分に大きく、かつl吋l師が明るい場合にはこの大きさで問題

無し、が、 一般的に入手できるl町市拡大袋i位や投影スクリーンの大きさと会場の脱桜を与え
た際に、全flJ文字:では小さすぎて文'ドが読めない場合がほとんどであると与ーえる。

間11灼文字は全fiJ文字の縦-IJIO七にH'fの大きさであり、 一両日iiに20'ド12列の240文下を表

示することができる。 ílliîfl百の大きさに対する文'y の大きさと文字数をJ5'I.'~すると、多くの

場合この大きさが適当であると考える。しかし尖際にぷ示してみるとこドI1¥J・行1mが詰まり

すぎており、 t.yに行!日!を空けて表示すると読みやすくなる。例えば32X32卜、ットの問{計約

文字の航方向に4ドット、縦方[.'，)に12ドットと行11';]を大きく空けた場合、 17'ド9nの153文
字が表示できることとなり、 一凶ilfI!にぷ示する文'j-:数も十分であると考える。

会場によっては、この1!Il依flJ.k示でも'ドが小さすき'て読みにくい場合があると与える。

この場合縦横3伐とした九1MiJ文乍では、 一杯に文'j':を詰めると一jillilfiiには13'j-:Snの104

文字を表示することができる。しかし 1'.で述べたように字問 ・行li¥Jがつまりすぎていて読

みにくくなり、行間を空けると70文，f:.f'~皮しか表示できなくなり、 |ー記の与務によれば一

州市の文字数が少なくなりすぎてしまう。しかし、大きな文字ぷ示が必~な場令にはこの
九倍fy文字は有効となると考える。
[lQllWJ文字と九倍角文字の'1'問である100宇1"i'JJtの文字数で表示する)j法としては、全fl)

X寺に対する縦横の倍率を坐数でなくする)i(};.と、縦横の比率を変えて1i.，J、する刀法が巧

えられる。前者の方法では新たな文字フォン 卜 を作成するか、全fl]文字のフォントから l~l
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分(I~に拡大率を変えながら作成しなければならな 「ー・一「

い。新たな文字フォントのfl成は瓜災的でなく、 い......1
また部分的に拡大*を変えるとすiんだ文下となる | 品-- 1 1 ..，.，....1 
ため、どちらのん法もI1¥Jmがある。そこで船員の 司日 川ぺ.....-.11 LY _)j 
比中を変えて、縦長又は.fJIi長の文'j-:でぶ示する)j 巴己 」二二 -二_j Lー二二」

訟について検討する。[司4.2 横長六倍jfJ文'I"と縦長六倍角文字

阿倍f(J文字と九倍角文字の"'I1¥Jで縦と，tff¥の倍率

がf童数であるものとしては、縦 21~~もも 3114の凶長/，HWJ文字と、縦 31別賞 211;の縦長六lli

fIj文字が与えられる (包14.2)。この両1tの文'[:を作成して表示した結果、縦慌の比率が同

じ文'{:に比較すると少しj主和感はあるが、読みやすさには問題無かった。PLJf行f(J文字と同

じ比率で行!日!と':[問を空けると、縦長ノ\ll~jfJ文'ドで 102文字、.fJW長六fM!j文字で99文字と

なり、文字数はとちらもほぼ|司じであった。

この両者の文?を比較すると、~~る f(J)立のi彩替があることがわかった。 すなわち、斜め

横から見たjLj令には』員長六Hif(JX'ドの)jが読みやすく、正問では縦長六fff戸]文下の)jが読

みやすい。そのため六倍 f(J 文下て'}úi、する際には、 tJVi ~Ir.i の広い会場では横長文下を、.fJIi幅

が狭い会場では縦長文字:を佐川]するべきであることがわかった。また会場の問題から下か

ら斜めにOHPを投影する場令には文字は縦長に変形するため、このような場合にも横長

文字を選ぶ方が良い。

六倍fり文字の比較において、斜め航から見た場合に横長の文字のノむが読みやすいのは、

見る角度の影響から償方|古lに文字が潰れて見えるためであると与える。しかしそれだけで

は正而で縦長文字の方が読みやすい型111は説明できない。このEl1rLlは、 l員長文'ドに比較し

て一行の文字数が多くなり改行が減るために11を動かすjQのりが短くなるためか、 tW(lffiが

狭い方が一度に視界に入るA統した文字数が多くなるために理解しやすいのだと推定して
いる。

同級の研究は茶話において行われており、 CRT阿 l fii トーて布l じ I:'~ さの文'yの~~，iを変えて|民

政の動きを計 ðll! した*.'i果、 tPi~~liが1jf くて 一行の文字数が多い方が効率的に読むことができ
るという桜子1i"68)がある一方、 〕どドの縦-IPi比によって読み取りj生!立が泌総されるとは言えな

いという報告側もある。実験条件の逃いもあり、未だ*'.'i論は:1:ていない。しかし大岡而に

表示された文字の縦績比に関する研究は失誌にIJ!Iしても行われていない。

4，5 考察

読み取りやすさに関しては文字の炉JiJ.立やコントラストの影響も考慮しなければならない川

72)。しかし、多くの人達に対して文 11を 242する Jbj -A-には、的íJ.立が I'I'~すぎて読みにくいと

か、コントラストが強すぎるということは起こりにくい。*，[U1のr::J~、災 i世は r:'~1d liであるた

め、籾J1の低し、装置しかa川できないことの)iが損失的には多い。しかも会場を"i'iくする
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ことができない場合も多く、 A示装ii1のf.fiI立をJiir:'，'jにしてもまだ文'Y:が11fTくて読みにくい
場合がほとんとである。特に'b.'fllli な投)~)日ビ‘デオフ。ロジェクターやOHPを使川してぷ示

する場令、又は広い会場では大きなII¥J!Ifjとなる。

(1 し、 =I7jJfによ1品、文7・て:"長ノ~::;した Jþ)i 'Å' と:，I，H γ17;;fに ILI抜きの文'ドでぶぶした場介について

も)5~揮する必要がある。英文の紙にr:Wf:されている文章では、ゆl るいfTJ;f にlIìi~ 、文'f:の方

が読む速度がjさくなるが、 CRTLに表示した英文では両者lこ11JJWな;_'i!;_はないとし、う報公が

ある69)0 11 ...j;: ~~iでは、コントラストが適正な範四であるならばどちらも制作業のパフォー

マンスに差はないが、コントラストが帳端に低い場合には IJい背l;k~こ ~H~ 、x'j':をぷ示した
}jが作業パフォーマンスが而くなるという報告がある13)。前述したように、↑jai-報保障装置

のも!!川条例ーによってコントラストが低くなる場合があり得るが、このような状況では11い
出れこJ則、文宇で表示すれば良いことがわかる。;.l.\~、zfお;;で ILI抜き文'[の )jがイiE.に優れ

ているのは、透)'tf.t.:に混m;)のある ~J~説-M-であるという報告もある 74}0

以上の考察の'1'で一部はCRTディスプレイへの文字表示によるうた験や研究であった。し
かし4.4針lで述べたように、文'j-:をぷ示するのはビデオプロジェクターやOHP上の透過型

液品パネルのような大岡市である。この両J引において、表示速度の11¥]!Ifj、分かちt!?きの影
響、スクロール表示とページング表示の速い、 一函而の文字数に関しては、大R~I(~ 、と与

える。この両者ーでは、 1:.に述べたコントラストや周りの明るさの影響、同l函の反射やl決り

込みの影響が大きいと考えている。これらはシステムの仕様と言うよりも佼川上の注意す

べき問題 I.~である。ただ、波品パネルをもl'JlJする場合には、 CRTディスプレイを見的れて

いる人にはそのドット(セル)形状の述L 、から文字の見え方が迷う.'.~~が気になるという報

告15)がある。しかしその述いはあまり大きくないこと、しばらく見ていればすiれること、

透過型液品パネルとビデオプロジェクターの両)jを使mできるようにする場介にfJl'JIJ機25
によってパラメータを変えることは尖川的でないこと、などを)510.すると、fJl'm機23によ
る追いは実用上無視してかまわないと考える。
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第5章器械反訳結果修正操作における

ヒューマン・マシン・インタフエース

5.1 器械反訳の限界と修正機能の必要性の検討

実際に述記.r，が入力したソクタイプェ記述記のj主記記号をコンビュータをJI]いて総械反訳

することによってリアルタイムf)'/f)ピド変換した文章と、元の発話をテープjUfして文市

化したものとを比較して詳しく分析すると、リアルタイム音声文字変換した文 ~lllには多

くのIlfli主いが合まれていることがわかった。この間進いには、述記名の入)]ミス、コン

ピュータの反訳間違い、表記卜.の I / \]i主いの 3 利~iがある。

3.5f!fiて'検討したように入力特tI:の優れた入)J装iuを佼川しでも、 j虫記.r，の入:JJミスをな

くすことは不可能であり、熱&I!-Kでも 1 ~5% 耗)立の入)]ミスはある。特に不 I~J1僚で聞き取

りにくい発75やìili記者の主11 らない~~!長のj生記ではミスが地える何ilíiJ にある。:iJlí'，:;\'の速記業

務においては速記者がIJ分1'1身で反訳をするため、この反訳i歯科てJ入jJミスを修正するこ

とができるが、自動的に反訳される場合には入)Jミスを合んだ文章がそのままぷ示される

ことになる。

入力ミスの最大の問題は、-'Iそく Nなる語に

なってしまうため、速記文法を匁lらない人に

とっては正しい文章を類推できない場合が多い

ことである。例えば表5.1の例のように、 lつ

のキ一入力ミスをしただけで全く災なる訳諸に

なったり、全く逆の意味になってしまうことが

ある。これらの問逃いでは、読んでいる人達が

誤解を生じる可能性が高い。この入)Jミスは、

L、かなる入力方法でも問題となる。

一方、正しい速記記号を入)Jしても、コン

ビュータがiEしく反訳できるとは限らない。そ

の原因はiili記文法のあいまいさにある。述記の

ルールはj主く入力することをn的に椛築されて
きたため、多くの例外規則があり、 1.fJ行とj虫記

記号は l対iには対応していない(ぷ5.2)。

ノfーソナルコンビュータが速記記号に対lぶする

複数の候補訳語から正しい訳iliを選択できな

かった場合に生まれるnJJ追いである。この場千?

には前後の内容から判断しなけれは， i1~ しい文'ド
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Ji.5.1 入力ミスで全く異なる訳語になる例

{YTHKSAIO TK*IN OIASKHTY} 

{ HK 0 TK} こ'ざいます

{H  0 TK} 本吋

{YTHKS TK 工N ASK 

できます

{YTHKS TK 工N SK 

できません

表5.2複数のif{訴のある速記記号の例

{YTHKSA工oTK*工N OIASKHTY} 
{Y K 工 } いけない/きゅ

{YT O} とする/ちょ

{Y K 1 TK} 

きた/てきた/してきた
A IN 工 S Y} 

lifJl1/あの F
KSA T A HT} 

絵J告/待てば



が決定されない。しかし、速度的にもコスト的にも文章の文法的解析や|付均年の解析を行う

ことはできない。たとえこれらの解析を行っても、人1mは文法通りにJUれこ;Jiしているわ

けではなく、.5!イEの技術レベルではコンピュータが1i¥J追った訳語をぷ:1¥することは避けら

れない。

このI:rwいは、 mJ迷いブJがパターン化しているとし寸特徴があり(ぷ5.3)、その特徴を
~jlればある l'ÊJ.lt補って読むことが可能であるが、;þ~1tにそれを求めることはできない。日\J

追い)jのパターンには、表5.3の2や12、16などのように一件全く逃うと思われる文字列が

ぷ5.3 iii械反択の間違いのパタ ン

l 動詞などの前の助詞等が省かれる

が現われる → 現われる

の場合 → 場合

ことができる → できる

すべき → べき

ではありません → ありません

2 きまり文句などの中間の語句がぬける
なければなるまい → なければまい

たべればたべるほど → たべればほど

3 促音使や蹟音便十 「るJのときに 「て」
「で」が省かれる

うってる → うつる

のんでる → のんる

4. j量音使十「らJのときに 「だ」が省かれる
あんだら → あんら

のんだら → のんら

5， 1もうJ1だし、」の後などで l'、」が3古かれる
もういちど → もうちど

ゆいつ → ゆいいつ

日 「こJ1そJ1あJ1ど」のあとの「の」が
省かれたり追加される

あした → あのした

こびと → このひと

7. 1んしょうJ1んすJに 「でJが追加される
りんしょう → りんでしょう

せんす → せんです

8 二重jjJ:苛の間違い
おねえさん → おねいさん

こおり → こうり

うたう → うとう

とをあける→とう あける

9 「く」が「かJになった場合
にくく → にかく
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さくず → さかず

I 0， 1つ」が 「たJになった掛合
げつない → げたない

おつず → おたず

11. 1くば」が 「けliJになった場合
おくば → おけば

つくば → つけば

I 2. 1つliJが 「てliJになった場合
まつば → まてば

みつば → みてば

I 3 促音 「っjが「つ」になった協合
こっかの → こつかの

たつした → たつした

I ~. m言の活川~[~尾が IIU巡った場合
やらない → やるない

うれしかった → うれしL、かった

I 5 溺Iliがil'fTJになった崎令
ときどき → ときとき

しごと → しこと

ともだち → ともたち

I 6. ，、くつかの助音は、よくueJlJされる誌と1t.1
じ記号であるので区別できない場令

かつて→きゃ とする → ちよ

ならば→にや ますと ・みや

りゅう → りゅう

I 7 悶じ音の「おJ1をJ、 「えJ1へ」、
「わJ1はJの!耳別ができない場什
かおをあらう→かをを

しゅわをみる 'しゅはをみる



1 1 :.成されることもあるが、世11えば-&5.3の 1 や 15のようにと!~I.広のわかる小さな 11\]1主いの場合

もある。後J干の1L;fTは、速く読んでいるとほとんど注和!惑を感じず、丸十lかない人が多い
II\]~いである。

このコンビュータの反訳raMいはソクタイプjili記に問有のrllJmである。他のほとんどの
入)J)jJ~では fiJi ， と記録される杓げは l 対 l に対Lじするため、この11 けから火:'j':への反訳

もi対lに対応し、反訳におけるIl¥]i主いは生じない。

ぷ~L Iーのrm.i主いは、そのffは11:しいため』技術にはrl¥]i主いではないが、 di'j':やカタカナな
どでぷ記するJjがよいJjaイ?である。これにはアルファベットぷ記すべきもの、アラビア数

下でJi.記すべきものなども合まれる。3.2節でiAべたようにリアルタイムで訊を記録する際

には、 k\L I-.の泣いを区別する時Ii\J的余怖はない。そのためいiJti' )'f.~主誌の区別も、外米5!;

かどうかの判断も、反訳作業で行わねばならない。しかし文法ゃなl外を解析ーすることなし

にはこの区別を臼動的に行うことはできない。

文乃~IIIに多少の IHJi主いが合まれていても、人はそれを伺って読むことができる場合が多

いが、Il¥J泣いが多くなると速く読むことができなくなり、内容もJ!II解できなくなる。反訳

の1l¥J.i主いとぷ記仁の述いの:1:lJ2'，liIJ介は話の|人ltl・によって変わるのに対して、速記者-の入)J
ミスは行Jifの't1や速記省の体l淵など多くの12囚で大きく変動する。特に、 J虫記名ーが自li.)j'し
たH午、速記しにくい訪の頻11¥する訴の時や話しβが不iリ]1僚の時に内科がJll!鮮できなくなる

ほど)(i':t'l-'に間追いが発生する傾向が凡られた。
1'1動的にリアルタイム反訳したx下をそのまま呈示することのもうひとつの問題点は、
速記1Tへの心型的:fHl!が大きいことである。j生記1fは辿':;;;入)Jミスをおかしても反訳時に
修正することができるが、1' 1 動的に反，~(される場合には入)J ミスがl!IJ)'Î~に玖った結果とし

てぷ示され、そのために rll¥J述つてはいけなし、」という心理的圧迫が大きくなることが実

験からわかった。そのため速記終 f後に極度のJdf.j)'!必を訴える述IlG行ーや、ぷイ自のく41本や総
理大日1であったために極度に緊必し、 mが動かなくなった速記_r，.のケースもあった。
このリアルタイム百戸文下変換では泣けることのできない文.';''-:11'のIl¥J.i!tいを減少させ、

また述記者の心理的umを軽減させるためには、リアルタイムで修正する被能が必1!!であ
ると考えた。

5，2 リアルタイム修正機能に関する考察

リアルタイム7bit文字変換において、 n動的にコンピュータで反訳された文市をリアル
タイムで修正する機能をつける際、ヒューマン ・ マシン ・ イ ンタフェースに I~I していくつ
かの，1，'，¥、につきJZ祭を行う必必がある。 i史'f・変換にかかる迷)Jt、修正機能におけるi!tれ時r::J、
修正月]入力装置などである。
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5.2.1 カーソル操作と速度

修正機能の'1"でもっとも時11¥Jがかかるfl・$の ーつにかなi#['j:変換がある。速にはその(i'

を記録するため、 i業下のj5(別はつけず、そのためコンビュータによって 1"動的に反，O{した
結果は、 JJ;iJlIJ的にかな文了:でぶ記される。 3.1.2.311で必然を行ったように、かなtJi'j':変換

には時間がかかり、特にtH1依flITがぶっていた時には正しい淡字を選択するまでに長い時
IInがかかる。しかし3.1.2，311の!bJイ?と述って入)Jはすでに行われている状態からのかな淡

'y:変換の場合については、あらためて作業にかかる時11¥Jを検討し直す必1'zがある。

この場合のかな漢字変換でJb[も11:.むすべきことは、入力されたかな文'[:が正悦でなけれ

ば正しい変換はできない.1，'，(である。 5.1flijで述べたように、リアルタイムff111文'子変換結果

には11¥].(主いが数06ないしそれ以 1:合まれている。そのままではIEしし、かな漢下変侠はでき
ず、まず正しい表記の文章へと修正を行った後、かな漢字変換を行わねばならない。 ill年

のかなtJi 'f変換は変換効率を上げるために文 7:tWf.折等を行っているため、かなm'j'~変換を

行うかな;文:子ーだけを修正すればよいわけではなく、その前後の文字も正しく修正しなけれ

ば正確なかな淡字変換は行うことができない。

以上より、リアルタイム修正作業におけるかな漢字変換は、かな文字の修正をすべて

行った後の残りの時間で行う必安があることがわかる。よってまず話す速度でぷ示される

間迎いを合んだ文章をリアルタイムで修正する作業について検討を行う。

IIn追いの修正作業は、まずカーソルを11¥J追いの位置まで移動し、そこでIi¥J迷いの施主iiに

より削除 .J;Ti入・置き換えなとを行うこととなる。ここで注円すべき点はカーソル膨動操
作である。

通常のカーソルの動きは、 -1';1の入)Jで 4字分移動し、又ある一定時間以上引11し就けた

協合には，:::)速に移動する。この一下分ずつ移動する)i1Eは効率が恐い。 l本のmで.i1!絞し
て入)Jできる述J:æは隔によっても災なるが、 jitJJJで4~5JilI/秒である 1九分あたりに l白す

と 240~300回/分となり、これは通常の訂;の速度であるかな文~j-:j失>Î:で350~400字/分に

比較して遅い。すなわち、カーソルを"?~ずつftllUJ していては、話の.ìili皮で}k示される文
字に追従することはできない。

そこでカーソルのリピート機能を佐川lすることとなる。リピートによってカーソルの移

動するj虫皮はそのハードウエアとソフトウエアによって災ーなるが、 fHj)j.iili皮がi!tすき'ると

効'r-1が恋く、移動速度が速すき'ると思ったところで伴11，:できないというji¥J泌がある。この

リピー卜の開始する時間は例えばNEC製のパーソナルコンピュータPC-9801であれば.i![ri;¥'

0.5秒である76)。これは話すj主)立で換算すると 3文下分に相当する。これを.?j)担すると、

ó~7文'f・程度までの移動であれば一下ずつ移動する方が速い。これは修正すべき場所が

ó~7文字句にあれば、カーソルの修動操作だけで話の述j立に.i!l従できないことを示す。-:t

まれる 11\1迷いの樋~nにもよるが、押入 '1') 11 除~~の操作の n.ÿJilJ も考えると、 卜数火:'j':に lヵ
所ずつのli¥h主いを修正するだけの時11¥1しかないと評価できる。このことから辺市のカーソ

ルの動きではおおよそ5%以上の11¥J述いが合まれた;x.-I~;~~を完全にリアルタイムで修正するこ

とは難しいことがわかる。以上から、修正する1;11分が5%以上合まれている勘合には、カー



ソル操作は文字入)]と同じ:f'JJ立Xはそれ以 1-.の 11.~llIJがかかり、そのためかな~'j'・変換を行
う時nn的余怖がないことがわかった。
例え 111Mいが全くない文市であっても、かな~下変換を行うために細11かなカーソル操作

が必12となれば、 liiJ.t;fiにlI.'tI i¥Jがかかる。文f!ji1Jiに淡'{:変換していたのではリアルタイムで

の変換はできない。しかし一文全体のかなtI'f'j-変換を行う方法では、その文 I'~~~休が終わ

るまで正しく淡字変換された文'，'はぷ示されず、 一皮に大量の淡~j-:が変換されることとな

り、読みにくく、リアルタイムnも失われる。 2~4文節匁に淡字変換を行ったとしても、

誤変換が多ければその場所まで拶動させるカーソル操作が必要となる。このため、修正作

業を行った文立をもう一人のオペレータが淡下変換を行うというシステム{I~成にした場合

にも、数文節単位で精度良く変換できるかなtI'f'f:変J失ソフトウエアがなければ実現できな
いことがわかる。このようなシステムにするもう一つの問題は、システムが彼雑になりす

ぎることである。速記者の合めてオペレータが3人、コンピュータがj改低2fi必'}!!となる。

長 II.HI\J行うためにはオペレータの交代~μも必要となるので、コストは心jì 、ものとなる。

かな漢字変換を行わなくとも、カーソル傑作のI::J!!ilは残る。 lつずつのカーソルの動き

はmの入)J可能回数に ltlJ~hl されるのでこれ以|二J創立をヒげる ことはできない。そこで開始

までの時1I\J.i!1れの l!!~ì 、リピー卜機能か、 5~ lOX'ドf'íUlt ジャンプする機能がリアルタイム修

正には必須である。いずれにしても lつずつ移動するカーソルの操作とは見なる操作が必

裂となる。

5.2.2 修正作業と表示画面

修正作業には、聴J'l障害者にJk.示している阿而 |二て'修正を行う)j法と、すべての修正を

行ってから文草を表示する方法とがある。前./'iは43f!riでi&べたスクロールぷ示のrHJ!!ilと同

じで、読んでいる商而が突然変.Il!:されるために大変読みにくいというlilJ!!ilがある。後者の

方法は、修JIニ画而と表示悩 1mの二面l而を別々に必~とするためノ、ードウエアが複雑になる

こと、修正のために表示が遅れることによりリアルタイム性が失われる"I能tlがあること
などのr::JJW.'.':;:はあるが、自Ij者であっても修 11'.作業がi!iれれば読みにくい点は|日lじであり、

前者のl/iJ題の方がより重大であることがわかる。そこで修正作業を5JIJのIlhj1m仁で行ってか

ら、結果を聴党障害者に表示するIj式を保JIJすることとした。

5.2.3 修正作業に伴う時間遅れ

リアルタイム性に関しては、リアルタイム11111記録における遅れが3秒以内、 J'i!IUJ反訳に

よる巡れが無悦できると考えれば、修11:作業によるi!tれが7秒以内であれば、合計 10秒以内

の遅れで、すなわちリアルタイムでぷぷできることとなる。前lTIで述べたように、反訳乱l;

~~Iこ 5%未満のnn:i:主いしか合まれないJ必令には、訴す速度て'修正できる "I能t'l，がある。その

場合修正にwう11寺間ifれは7秒以 Fとすることができると考え、なんとかリアルタイムtI:を
維持できると考える。

反訳結果lこ5%以上の|日;J.i1Aいが合まれる場合には、すべての間連いを修J1:しようとすると、
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話す述j立で修医できない可能tl:が I~J い。この場合には少しずつ時間i!tれが11: じることとな

る。[1'[後にli¥J.i主いの割合が少ない部分があれば、そこでその巡れを取り以すことができる

が、続けて506以上のn:JλtfいがあればlI'ili'，]i!tれが必杭してゆき、 ト数秒ないしそれ以1・の遊

れとなる場令も考えられる。

これを泣けるためには、南太なn:wいのみを修正し、些細な間j.@いは修正しないという
)j訟がある。ここでliiJ:II1となるのは、リアルタイムiTll，文'Y:変換を行う日的において、多

少のfi¥Ji主いがあってもいいからリアルタイムでよ示されることが主張なのか、それとも少

しぐらい溢れても一字一旬l日正であることが明ましいか、である。この点について本研究

のil的である聡:ii障害弱への情報似附においては、聡:i'i:障害者一の，EC比を尋ねた結果では、
ほとんどのF11ヰ-K~は多少のIi\Ji主いがあってもしかたがないと回答した。実際、高す速度で

表示される文章の小さな注いまで正確に読み取ることは鋭しく、 一宇ーイリ正俗であること

まで要求されることは稲である。例えば「けれども」と「けども」を正縦に聞き分けるこ

とは難しい場合も多く、この1，1札l

にはすべての|m問日削J.i述主いをi修彦正することがi史己ましいが、日I能でない場令には、些細11な1ilJ.i:主いは

修正しなくともリアルタイムで'l!大な間進いのみを修正する方が良いと与える。

以上より、修正作業における時I1¥Jill!れは;t川|二Ii¥JiIfjないことがわかった。

5.2.4修正用入力装置

修正作業で必EEな入力機能は、①カーソル傑作を行う入力、②文字の入力、③削除など

の編集駿能や特殊機能の入力、がある。この '1'でJi~ も多い入)]は5.2.1 lJlでも検討したよう

にカー ソル傑作であり、一度に ilikr，~して入 )Jする文字数は多くない。そのため修正日l入)J

装ii'iとしては文字の入)Jが効率的に行える淡白である必要はなく、それよりもカーソル傑
作が容易であることが重要である。この"，1:(をJ5'l.oRして、カーソル操作と指のホームポジ

ションにIMJして検討する。

文字入力は、 111をホームポジションにおいてタッチ打法(キーを比ないてd入)Jする方

法)てd入力するブJが効率的であることが9;11られている7九そのためカーソル操flもホーム

ポジションから行うブJがえIJ41的に伎作IIf能となる。そこで開発されたのが英文ワープロ

WordStarなどに採用されたダイヤモンドカーソルといわれるカーソル操作(1ーである78)。こ

れはQWERTYキーボードのLë~IIJにあるASDFEXの各キーとコントロールキーを lïiJO.'fに 11 11

すことによってカーソル移動を行う万法であり、 J行をホームポジショ ンからjJljさすにカー
ソル操作が可能である。

このダイヤモンドカーソルの紋大の欠点は、コントロールキーを入)Jするぶ小mのuHl
が大きいことである o Æl利きの人にと っ てNT.の小指はJI~ も入)Jが7庁才一な桁であり 15)、こ

のmにu1n.をかけることは入力特tU'.I:lJ:II1がある。特に前述のように修正においてはカー
ソル移動が以も多い入力であるため、保fFII!ili\J の大、I~は充小mを引p していることとなり、

すぐに政労してしまう。このためタイヤモンドカーソル方式は修正作業のカーソル傑作に

は不向きである。
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ダイヤモンドカーソル以外であっても、ホームポジションから文宇以外のコードを入)J

するためには、 li:/]¥J日てずコントロールキーやシフトキ一、グラフキーなどを繰作する必要

があり、ダイヤモンドカーソルとhiJじ11¥j!lJ'iが11二じる。以|から、 QWERTY入)J淡町て'(;1:

mをホームポジションからiujさずにカーソル操作を行うことは1!!1別であることがわかった。
QWERTY以外の入)J装ii'i:て'(;1:例えばM式はホームポジションからカーソル操作が谷易

にできる叫。文:'r~入jJ も QWERTYによるローマ'ド入)Jやかな入)Jよりも*れていることが

知られている 19)。しかしM式はその俊秀さにもかかわらず普及しておらず、 ;t)J'手段く使用

できる人は限定される。それ以外の)j式では、ホームポジションからカーソル操作が効率

的に行うことができないという而では、 QWERTY方式と同じである。

カーソル操作がホームポジションから行えないのであれば、カーソル操作の下の位置と

文字入)Jの時の手の1¥[IIIは大きく変ることとなる。このような大きな移動には1I.'fIl¥Jがかか

る。それに対して文字入力は一度に大品に行うこと無く再びカーソル操作となるため、使

mするJj式の選択には文宇入)JのえJJiflよりも↑11れの因子の)Jが重要となる。
以上の考察より、カーソル操作に|刻してはあまり背反していないM式以外はとの入力装

iî'iも大J剖I(~ 、ことがわかった。将米の ~1!f 1えを必ーl長した結果、{修彦正を行う入)J~装主 i低位としては

i泊!泊自fri常1'1

ピユ一夕に接品絞bて，きるキ一ボ一卜、であれば、 J}lHiシフトであってもかまわないし、かな入

力でもローマ字入力でも慣れた方式で文'[:を入)Jすることが最適であると考える。

5.2.5 リアルタイム修正作業の分析

リアルタイムの修正は実際にとのような作業を行う必裂があるのかを分析する。修正作

業は、①話の聴取、②反訳文主主の読みJ&りと縦認、③修正、④限定の」つのfl'業を行う必
要がある。①は聴覚作業、②は初3工作業、Q:④は下の作業である。
①の話の聴取は、②③④の作業を行いながら!日l時に行わねばならない。iJiを聞いていな

ければ間追いを発見することも、Ii¥J述いに舟IJ.じするI1てしい文立を知|ることもできない場介
がある。似し、記録におけるl総J&とは災なり、知|かく 1[(JIliに聞き取ろうとすると②以 Fの
作業ができなくなるので、!日lき流して全体の~1・の流れをつかむという IllJきブj が以いと与え

る。:1f際には複維な修正作業をしているときは、 IllJき流すことも難しくなる。また、修正

作業が遅れて②以下を行っている部分と①のJ~~J収の時間が離れてしまうと、G!I[;:ß . !彦IE目、?

に聴取の内容を忘れてしまうことがある。

②では、反訳された文章を読み、それが11'.しいかどうかを①の聴取l付与手から瞬時に判断

し、 Gí!i認する。もしも①の聴取がうまく行えなかった場介は、 1 1 本~n)(法や文京の|付先手か
ら判断する。ここでは円本誌文なをすばやく II '.G'(IUこ読みJf~る能)Jが要求される。修 11二が忙

しいlb}令には、③修正及び④WJl:をキーボードからrr~ 、ながら、 11 はそのうtの部分を読む

ことができれば、操作時間の短縮が凶れる。しかしこれは修医機能に相|河内熟しなければ

到tしし、。
③て:(ま②で見つけた間違いを修正する。11'.しい文立は①の聴取|付作をもとに判断する。
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もしも①の聴取がうまく行えなかった場令には、 5.1ii市で分析したようにIi¥J途い))によって

はそのパターンから正しい文「与を推測できる。そうでない場合には 11 4:~1}文法、 )(7;'k の|人l
ttから11:しい文 I，_Lを推定する。

②によって11¥J迷いがないことを椛認したり、 ③の修正によってI1¥J迷いがなくなれば、そ

こまでの文市を④俄定してl他党問'，I;-?;.にぷぷする。 5ユf頂で述べたように読みやすさの飢
ð.から、②③③は2~4文節単位で行うのが盟ましい。

以トーより修正オペレータには、iF.確にすばやく 114三訪を読み取る能力と作業をしながら

話をlillきながす能)Jが~;Rされることがわかる。どちらも特殊な能)Jではないが、ィ、仰な

な人は速記オペレータには不向きである。修正オペレータを養成する際には、修正のキ-

i並行ーを党えること、 1m追いのパターンを:rtえることと、上で述べた同時にいくつかの作業
を行うことに悦れることが必要であることがわかる。
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第6章 情報保障装置におけるヒューマン・
マシン・インタフエースのまとめ

以1:.まて寸111報似防装置の1Jf.1発11的から、リアルタイム音戸文字変換、話す速度でぶ示さ

れる文市の最:iJZi'Il示)J式、および訴す速度で表示される文章のリアルタイム修正作業につ

いて、そのヒューマン・マゾン・インターフェースの観点から検討してきた。その多くは

情報Wjr.~~主 i位以外に対しても適用できる。その*，'i~をまとめると以 Fのようになる。

-現イEの15戸認識伎術では、制約が多く、リアルタイム背声文字変換はできない0
.現状ではfb17をリアルタイムで記録できる方法はj虫記のみである。

.jili記の'1'でリアルタイム反訳にj止も述iしたものはお械速記であるソクタイプである 0
・速記をリアルタイムで反訳する際にn:]~いをなくすることはできない。すなわちリ

アルタイム音声文字変換結果には必ず多少の間追いが含まれる。

.jili記をリアルタイムで反訳する際に、 IEliIi:なm:宇:ヵ、な交じり文にすることはできない。

.ソクタイプjili記のような同時打鍵)J式のキーボードにおいて、作動)J特性と入力ミ

ス及び疲労との関係は以下のとおりである。

-全移動i立が8mm以上あれば縦突に入JJてdきる0

・傍点1!Li丘が全移動biの'1'心1I付近にあれば入JJミスが少なくなる。
・キーを最後までJIIIしつけておくのに必攻守なんが小さい方が自主労は少ない。

• JIIIした感触が硬いキーは、疲れやすい0
・適度な大きさの初圧が必要である。

-上記のようなキー特性を持つキースイッチは現。市販されていない。

・話の速度で表示されるかな表示の;文JEは、↑立聡才?では読み取ることができる。
・ 話の速度で表示されるかなぷ示の文 I ，.!.は、 l依j't~~~!1-~の rl'でも 11 4:~n能)Jの尚L 、人

であれば読み取り可能である。

-かな表示に比較して漢字かな交じり文の)jが読みやすい。

-tE1t:の合まれる苦1I合の少ない文市では、分かち;lJきをする)Jが読みやすい。
， 1'1動的に次hと表示される文章では、スクロールぷ示よりもページング"jl/J;のプJが

読みやすい。

- 話の速度て'文章を表示する場令、 一阿耐lにぷ示される文立がlOO 'r~未満になると内

科がわかりにくくなる。

・リアルタイム音声文字変換結果に合まれる川迷いを減らすためには、リアルタイム

で修正を行う必~1.がある。

-言I;の速度で表示されるかな文77ーに対してかなm-'T・変換をリアルタイムで行うことは
できない。

- 話の速度で表示される文章の修 11 :では、カーソルi栄作に~する lI .j n:Jを考慮すると、
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全文章の5%以上の修正はできなし、。

・リアルタイムで修正を行う際には、重大なn:Ji主いから優先的に修正すべきであり、

些紺!な I/\J追いは IIc~ll\]に余絡があれば修正する。

・修正作業を行う入]J装i位は、どれも大きな差は1!!(く、使い悦れたものが良い。
・リアルタイム修正では、話をIlJJきながら日で文章を追い、手で修正を加えるという

複数の動作を同時に行う必~がある。
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第7章ステノブコンシステム

7.1 基本仕様

前ZEまでのヒューマン ・マシン ・インタフェースに関する考察に基づいて、聴覚障害者
の情報保障装置を試作した。このシステムを速記式音声変換装置 (S百 Nograph OPerated 

speech CONvcrsion system)の英字の頭文字をとってステノプコンシステム (STENOPCON

system)と呼ぶこととする。

前章までの考察により、ステノフ。コンシステムの基本仕様は次の通りとした。

-すべての音声をリアルタイムで文字化することに重点をおく。

・速度重視のために文章中に文章内容を歪めない程度の間違いが含まれることは許

容する。

・入力にはソクタイプ式速記を使用する。

-入力装置としてはソクタイプの速記器械を改造して作成する0

.速記記号はコンピュータを使用して反訳する。

・反訳された文章は修正オペレータがリアルタイムで修正・確認してから表示する。

.表示文章は分かち書きを行う。

-表示文章中の漢字は多い方が良いが、誤った談字よりはひらがなで表示する 0

.表示文章はページングにより表示する。

-表示した文章はすべてファイルに記録する。

-システムは小型・軽量で簡単に移動して使用できる。

・数人から千数百人の聴衆に柔軟に対応できるシステムとする。

・将来的に全国で百台規模の普及を目指すことのできるシステムとする。

聴覚障害者用情報保

障装置ステノプコンシ

ステムのシステム構成

を図7.11こ示す。ステノ

プコンシステムは主と

して、①入力部として

のステノプコンキー

ボード、②処理部とし

7.2 システム構成

STENOPCON 
Keyboard 

Personal OHP. Video Monitor. 
Computer Video Projector 

図7.1 ステノプコノのシステム構成
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てのパーソナルコンビュー夕、③各種の表示部、の3つの部分より構成されている。

7.2.1 入力部

第3章の考察により、ステノプコンシステムの入力装置として、市販のキースイッチで

は適切な入力特性は実現できないことがわかった。そこで速記恭械を改造したキーボード

(ステノフ。コンキーボード)を試作し、入力装置として使用した。

速記器械の後百には記録紙入れがついているが必要無いのでこれをはずし、その場所に

電源端子やRS-232Cインターフェース端子を設置することとした。それ以外の速記器械外

側のケースはそのまま使用することとした。そのためステノプコンキーボードはソクタイ

プ速記器械専用のキャリングケースを使用して持ち迷びできる。

ステノプコンキーボードで最も問題となる点は、リンク機構の動きを取り込むセンサの

取り付けである。①どのようなセンサを使用するか、②狭い速記器械内部にどのように取

り付けるか、③L、かにして最適な作動力特性を実現するか、の3点が問題となる。最適な

作動力特性を実現するためには、測定力が小さく、接点位置が全移動量の中心近くに位置

するようにすることが必要である。測定力を小さくするためには、非接触センサを使用す

るか、 dllJ定力の小さいセンサをリンク機椛の支点近くに配置すれば良い。

非接触センサには光学式や磁気式などがある。非接触センサの取り付け方としては、リ

ンクの動きを①側面から測定する、②下函から測定する、の2種類が考えられる。しかし

速記器械では複数のリンクが隣り合っているため、側面から測定するだけの空間は存在し

ない。下面からの測定では、小型のよいセンサがなく、隣のリンクの影響を除くことが難

しい。そこで、センサとしては超小型で測定力の小さなマイクロスイッチを使用すること

とした。しかしマイクロスイッチをリンクの支点近くに設置すると、接点位置を全移動韮

の中心位置に設定することが容易ではなくなる。そのため、接点位置を測定しながらセン

サ取り付け位置を調整する機椛を取り付けた。

センサの取り付け部位の外観を図7.21こ示す。

ステノプコンでは同時打鍵入力を行うが、センサからのデータの取込みも通常のキー

ボードとは異なる。すべてのキーが同時に押されるわけではないので、いずれかのタイミ

ングでキーデータを取り込んでも取込みミスがでる可能性がある。 そこで、 3.5.1項で述べ

たキースイッチ型のキーボードと問じように、すべてのキーが離されている時から次にす

べてのキーが離されるまでの間で押されたすべてのキーを取り込むこととした。速記者を

使用して実験したが、この取込論理で問題は生じなかった。

取り込まれた21bitのデータは左の群れ、中の1誇れ、右の群れ (3.2.4項参照)に相当する

3 bytcの速記記号データとして保存され、 11阪にRS-232Cインターフェースを通じて処理部

に送信される。この処理回路も、キースイッチ型として先に試作したものと同じ(図3.11

参照)とした。

側東方技研に依頼し、ソクタイプを改造して製作したステノプコンキーボードの外観を

図7.3に、カバーを開けて後方から見たところを図7.4に示す。
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図7.2 リンクの勤きを取り込むマイクロスイッチの取付け

写真中で、21本のリンクの下側の白い横長の部分はリンクの動きを止める

フェルト製のスト γパーで、そのすぐ下にある小さな白い部分がマイクロス

イッチである。このスイッチは2段に配置されている。

ー一一、

函7.3女子7アコノキーボードの外観

実際に使用する時には入力ミスや疲労の観点から、キーボードを速記しやすい市さに調

整する必要がある明。特にステノフ。コンキーボードは、通常のコンピュータ端末やワープ

ロのキーボードと比較して底面からの高さがおいため、一般の机上での使用ではキ一位置

が高くなりすぎ、十分な性能を発揮することはできない。この問題に対して欧米の速記者

では、最適な高さを得るために高さ調整のできるいすをいつも持ち運んでいる人達もいる
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図7.4 ステノプコンキーボードの内部構造と背面パネル

が、いすの高さを調整しでも足が地面につかないのでは安定感がないため速記しにくい。

そこで、ステノプコンキーボードの底面にカメラ用三脚をつけ、 それを用いて高さ調節を

行うこととした。三脚はいすに比較して持ち運びも容易である。ステノプコンキーボード

をカを入れて操作してもフ。ロカメラマン周の三脚であれば安定しており、操作上問題ない。

7.2.2 処理部

処理部はコンピュータとその周辺機器より構成される。コンビュータとしては他の場所

にあるホストコンピュータと電話回線等で通信する方法もある。しかしこの方法では、ど

こでも簡易に使用できるわけでないこと、使用コストが高くなること、専用端末が必要に

なること、などを考え、安価に利用できる市販のパーソナルコンピュータを使用した。

処理部としてのパーソナルコンピュータの作業は、 RS-232Cから入力された速記記号を

反訳し、その結果を修正者に表示し、コマンドの入力に対応して修正した文章を聴覚障害

者に呈示することである。入力部内でなく処理部で反訳作業を行う理由は、 7.3.2項で述べ

る一時的な速記記号の登録を行う際に、パーソナルコンビュータ内で行う方が容易なため

である。ここで問題となるのは、 5.2.2項で述べたように、修正考に表示する画面と、聴覚

障害者に大きく拡大して見せる商面の2つの独立した画面を必要とすることである。

通常・のパーソナルコンビュータでは使用できる画面数は lつだけである。この問題の解

決法のひとつは、 2台のパーソナルコンビュータを使用する方法である。しかしこの方法

は、①パーソナルコンビュータ問の接続には2つ自のRS-232C又はGP-IBなどのインタ

フェースが必要である、②パーソナルコンビュータを2台使用するのは、コスト/設世ス

ペース/運搬などあらゆる而で不利になる、という問題がある。もうひとつの方法は、

ノマーソナルコンビュータの拡張ポートにもう liffii而を出力するためのグラフィックボード
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を入れて実現する方法である。この方法では、パーソナルコンビュータがl台で済むため

に運搬/設置も楽であり、グラフィックボードも10万円前後であるので、もう l台のパー

ソナルコンビュータとインタフェースボードを使用するよりも安価で実現できる。今回は

この方法を採用した。

グラフィックボードはパーソナルコンビュータのハードウエアに強く依存するので、ど

のパーソナルコンビュータでも使用できるようにはできない。そこで本研究においては

ノfーソナルコンビュータとしてNEct:土製PC-9801シリースを採用した。その理由は、①本

機種が現在日本で最も普及しているために情報保障装置として普及させるために有利であ

る、②グラフィックボードが安価で容易に入手できる、③後述する画像出力のためのス

キャンコンバータや液晶投影パネルも入手しやすい、ためである。 PC-9801シリーズで

あってもいくつかの制限がある。①グラフィックボードを入れる拡張ポートの無い機種で

は使用できない。②ノートパ、ノコンはキーボード‘が小さいので長時間使用すると疲れやす

く、不向きである。③修正用画面には色情報を使用するので白黒画面ではならない。その

他にも、漢字ROMの入っていない初代PC-98011ま使用できない等の条件はあるが、これ

ら初期の機種を使用することはほとんどないので、ここでは省略する。

グラフィックボードとしては、①RGB信号を出力するボード、②NTSCビデオ信号を出

力するボード、の 2つがある。後述するOHPによる拡大表示を行うためには液晶投影パネ

ルが必要であるが、市販の液晶投影パネルの入力はすべてデジタルRGBであるので、出力

がデジタルRGBであるグラフィックボードを選択する。ビデオ信号へはスキャンコンパー

タを使用して変換する。

本研究では、グラフィックボードとして、インタフェース社製AZI-5105を選択した。

その理由は、①漢字ROMを内蔵している、②文字の拡大機能を有する高機能グラフィック

ディスプレイコントローラHD63484を内蔵している、③出力がデジタノレRGBて'ある、④安

俄である、ためである。異なるグラフィックボードを使用する際にはソフトウエアを書き

換える必要がある。

7.2.3 表示部

実際の使用場面を考えると、ステノプコンは十数人規模の集会から千人を越える集会ま

で対応する必要がある。大きな集会では後方からでも文字を読み取れるようにするために

は、大きな表示装置を選ぶ必要がある。千人規模の集会では大型のビ、デオプロジェクター

を使用することが読みやすさの面からは望ましい。しかし大型のビデオプロジェクターは

借りるにも高価であり、低予算の福祉!lili'liの集会では借りることができないことが多い。

また、複数台の大型テレビ受像機又は大型CRTを会場の何ヶ所かに設置する方法もあるが、

消防法の問題から会場内の通路には設世できないために、階段状となった会議場やホール

では設置する場所がないことが多い。このため、千人規模の会場でもOHPを使うことが多

くなる。
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OHPによる方法では、会場の明るさと使用するOHPによって異なるが、光量の制限から

抵大できる大きさに限界がある。そのため大きな会場では、後方からでは文字は非常に読

みにくくなる。しかし九倍角以上の文字では一画面の文字数が少なくなりすぎて読みにく

いのは、前述したとおりである。そのためこのような場合には、情報保障装置の利用者に

会場の前方に優先的に集ってもらうこととする。文字による情報保障を必要とする人が500

人以上一度に集ることはないと考え、ザIJえば手話通訳や磁気ループなどの他の情報保障を

利用する人達と座る位置を分けることにより、六倍:角までの大きさの文字で対応できると

考える。但し、複数の情報保障手段を補いながら使用している人達の存在も考慮しながら、

席の位置を配置する必要がある。

数千人以上入る会場で聴覚障害者の集会があることは稀であると考えるが、例えば野球

場などでは多くの場合オーロラビジョンのような大画面装置が設置されているので、それ

を利用すればよい。また、複数台の表示装置を用意する方法は、設置場所の問題さえ解決

すれば有効な方法となる。

テレビ受像機やビデオプロジェクターを使用する時は、パーソナルコンピュータのRGB

信号をビデオ信号に変換する。RGB信号に比較してビデオ信号の方が長く引回すことが可

能であるので、ビデオ信号への変換はパーソナルコンピュータ側で行っている。このビデ

オ信号の変換には各種の市販品があるが、ここで使用しているインタフェース社製グラ

フィックボードAZI-5105のRGB信号は、 NEC社のPC-9801シリーズのRGB信号とはタイ

ミングが微妙に異なるため、製品によっては正しく変換されないことがある。現在は価格

が安いこと、ボードタイプのために別電源を必要としないことからIC社製PSI-400を使用

している。

それに対してOHPを使用する時には、市販の液晶投影パネルをOHP上に置いて、パーソ

ナルコンピュータ画面を拡大表示する。この液晶投影パネルは白黒で十分であり、現在は

内田洋行のLP-40を使用している。通常RGB信号のケープルはノイズの影響を受けやすく、

2m程度までしか伸ばすことができない。しかし実際の使用現場では、パーソナルコン

ヒ。ュータとOHPの場所が近いとは限らない。そのため専用のRGB延長ケーブル(ユニット

KCR-llシリーズ)を使用している。これを使用すれば最大100mまでRGB信号を延長し

て使用することが可能であるが、通常は5-lQmで十分である。但し、このKCR-llは

RGB信号の12V電源を使用しているが、グラフィックボードAZI-5105のRGBにはこの

12Vが配線されていないので、グラフィックボードAZI-5105の12V端子を結線して使用

する必要がある。
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7.3 器械反訳ソフトウエアと速記記号辞書

7.3.1 器械反訳ソフトウ工ア

1fi 5章で述べたように、反訳の正確度によって修正操作のしやすさや修正による遅れが
影響され、設終的に表示される文章の質へと反映される。速記記号を器械反訳するソフト

ウエアについては、詳細な説明のためには複雑な速記文法を解説しなければならないため、

以下では処理の大まかな流れだけを述べる。

ソクタイプの速記では、基本の入力法と略号を速記文法を用いて組合わせている。略号

には多くの種類がある。左・中・右の3つのキ一群れの中のいずれかlつだけで表すもの、

2つの群れにまたがるもの、 3つの群れとも使用するものがある (3.2.4項参照)。 それぞ

れの略号は大きく aからgの7種類に分類され、その中でより細かく分類され、記号が付

けられている。

i虫記文法は速記記号の入力と反訳における文法を定めたものであり、 80個の文法からな

る。しかし、基本入力法と略号との組合せ方に関する基本文法は14個だけであり、他はあ

る特定の略号の使い方などに関して定めたり、例外に関する条項である。速記文法では前

記の略号の分類を使用して記述している。例えば分類e1の略号は「あたらしし、」などの

形容詞であるが、この語尾変化については文法561こ決められている。そのほか文法では分

類でなく略号の品詞を問題にすることがある。例えば、 「こJIそJIあJIど」という
音を左の群れで入力した時に、右で名詞の略号を入力すると、それはそれぞれ「このJ

「そのJIあのJIどのJ+名詞を表す(文法43)。しかし本来速記ではその音のみを入

力するので、ある略号は復数の品詞に成り得るものもあり、ソクタイフ。の略号のテキスト

には品詞は記述されていない。

ソクタイプ速記文法によれば、前の入力を繰り返す符号などの一部の例外を除けば、速

記記号は一打の入力wに独立したものであり、複数打にわたる速記記号はない。そのため、
速記の反訳としては一入力ずつ順に処理をして行けばよい。但し、繰り返し符号で使用す

るために、直前の二回分の入力は記憶しておく必要がある。

反訳の一つの方法としてはキーのすべての組合せに関してその訳を記述しておく方法が

ある。しかし、ステノプコンでは21仰のキーがあるため、 2の21乗通り、すなわち200万

通りについてすべての訳を記述しなければならない。 lつの訳語の最大文字数は15であり

l文字は 2bytcであるから、単純計算すれば60Mbyteの記憶容量が必要となる。これには

膨大な作業量とハード‘ウエアが必要であり、現実的ではない。そこで人間が反訳するのと

同機に、略号辞書と速記文法を組合せて器械反訳を行うこととした。そのために略号辞書

ファイルと、速記文法に基づく反訳ソフトウエアを作成した。

前述のように略号には様々な種類がある。そこで略号静書としても種類毎に分けた複数

の辞書ファイルを用意した。辞書ファイルには、速記記号に対応する訳詩の他に、前述の

分類記号と品詞データをつけてある (表7.1)。複数の品詞の可能性があるものは、可能性
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が高いと考えられる方の品詞データ lつのみとし

た。品詞が動詞の場合は、五段活用といった語尾

変化の活用形データも記述した。

辞書全体の構造としては、この訳語データと、

各訳語データの先頭アドレスを示す階居構造のポ

インタに分けることができる。数多くの訳語のな

い速記記号を省くことによって辞書ファイルサイ

ズを小さくするために、このような椛造を採用し

た。速記記号から訳語を検索するには、速記記号

に基づいてポインタを複数回たとれば、訳語デー

タを見つけることができる(図7.5)。これによ

り、 11倒の迷記辞書ファイルの合計容量は

140kbyt巴と小さく、拡張メモリを使用しなくとも

十分にパーソナルコンピュータの内部メモリ内に

おさめることができる。

速記文法に基づく器械反訳のアルゴリズムを図

7.6に示す。ある速記記号を反訳するには、まず、

表7.1 辞書ファイルの訳語データ徳造

n， N1t Ttt DI1'・・ ，D1Nい
Nz，T2.Dzj.・・ ，D2. ... '2. 

N" T" D"I'・・ .D耐n

n ある速記記号の訳語の種類の総数

ヘe下位4bil:k番目の訳詩の文字数
上位4bit:k番目の訳語の品詞

T， : k番目の訳語の略号の分類
D. : k番目の訳語の1番目の文字コード

中の群れの i*Jが押されているかをチェックす 図7.5辞書ファイルの階層ポインタ椛造

る。 i*Jが押されている時は改行や句読点など
の記号、数字と単位、本来ソクタイプ文

法に無いアルファベットのいずれかであ

るので、その専用辞書を検索する。それ

以外の時は左 ・中・右の3つのキーの群

れのいずれが押されているかによって7

種類に分類する。そこで速記文法をもと

に、可能性のあるすべての略号の組合せ

について、訳語が存在するかどうかを辞

書ファイルから調べる。

例えば、速記文法によれば右の群れだ

けが押された時は必ず略号であるので、

対応する自治号の辞書ファイルを検索すれ

ばよい。もしも対応する訳語が辞書ファ

イルになければそれは入力ミスだったこ

とになる。それに対して例えば3つの

キー鮮れすべてが押されている時には、

表7.21こ示すような複数の組合せ方の可

能性がある。これは速記文法からではそ

-58-

図7.6 速記文法に基づく反訳アルゴリズム



のいずれであるかはわからない。それぞれ

の可能性について辞書ファイルを検索し、

訳語が存在すればその組合せ方は可能性が

残る。そしてすべての可能性を調べて lつ

しか残らなければそれが求める訳詩である。

しかし、組合せの可能性が複数の場合も

ある。このような場合には、本来のソクタ

イプでは速記した人が反訳するので問題と

ならない。訳語が日本語として不自然なも

のを削り、また前後の内容から選択すると

容易に lつの訳語に絞ることができる。し

かし、器械反訳ではこれは簡単ではない。

日本語として不自然であることを検出する

ことも、内容解析も容易ではない。特に外

表7.2 3つの群れが押された場合の訳語の可能性

中の群れの「りを使用した記号
動詞語尾の変化形
繰り返し符号
片手の略号動詞 + 片手の略号動詞
中の群れの'1'を活用に使う動詞変化
後頭語・お'に伴う動詞変化
両手の略号dムf町邑
左手の略号+右手の略号
左手の略号+右手の略号かIN'で略号b3
基本の読み方+T，K +略号七3
略号C，基本の読み方+IN +基本の読み方，略号b
略号b1，b2，b5+ TK (+IN) +略号c
基本の読み方+T，K + I，N +略号b
すべて基本の読み方
その他の特別な形 (きまり61，64，75，76，79，80)

来語や国有名詞であれば、正しい訳語が何であるかを総械が知る方法はない。そこで、こ

こでは多くの試行の結果をもとに正しい訳語が表示される可能性が高くなるように、また、

修正されずに読まれた時に不自然さが小さくなるように、速記文法に優先順位をつけた。

例えば、略号の中に「括弧付の略号Jと呼ばれるものがある。例えば「思う」を示す略

号は、 「私はJの次であればそのまま「思うJと反訳されるが、 r~である J の次では

「と思う」となり、 「と」を補う必要がある。この「と」を補うかどうかは、文章を十分

に文法解析しなければ決めることができない。この問題に対しては、 「私はと思うJr~ 

である思うJという 2つの文章誤りについて比較すると、前者は誤解しやすいが、後者は
理解しやすく、実際に読ませて実験すると速いときは「と」がないことに気付かない人も

多い。この点を考慮すると、 「と」がない方が不自然さが小さいことがわかる。複数の訳

語の可能性がある場合には、このように決めた優先順位と出現頻度とを評価関数として訳

語を決定する。この評価関数による選択された候補が正しくない場合は、修正オペレータ

によって修正される。

7.3.2 速記辞書管理ユーテイリテイ

ソクタイプ速記を使用する際に、頻出の長い用語は速記者がその場で臨時の速記記号を

定めることにより入力を簡素化することがある。これは非常に有効な手段であるが、速記

者があとで反訳するために可能となることであり、リアルタイムで反訳するステノプコン

ではこれを行うことができない。もしも話の中で頒繁に使用される専門誌やキーワードが

予め明らかになっている場合には、このn#旬を務省に登録しておくことにより、効率良い
速記入力が可能となる。しかし辞書ファイルは図7.5のような複雑な椛造をしており、静舎

への新しい詩句の登録は容易ではない。そこで、速記辞書に新しい語句を登録/削除し、

速記辞書の管理nを行うユーティリティを作成した。
このユーティリティソフトウエアは、 iili記辞書作成プログラムと速記辞書解析プログラ
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ムより術成される。速記辞書作

成プログラムは表7.3の例のよう

な速記記号データから図7.5及び

表7.1の構造の速記辞書ファイル

を作成するプログラムであり、

解析プログラムは逆に速記辞書

ファイルを分析してそこで登録

されている迷記記号データを表

7.3の形式に直すフ。ログラムであ

る。

新しい語句の登録において重

要なことは、登録する速記記号

がj'tえやすいこと、指の形が不

自然にならないこと、他の速記

記号と重複しないこと、である。

前二者は経験的なものであるの

で、割り当てる速記記号の決定

は原則として速記者が行うこと

とした。他の記号との重複は、

このユーティリティでチェックを行う。

表7.3 分かりやすい形式の迷記記号データの例

片手の略号の~J

OlTK n=l おる(c1)五段活用
工 :TK n=l いる(c1)上一段活用
工OlTK n=2 うえ(c2)

のうえ(c2)
A :TK n=lある(c1)五段活用
A olTK n=lえる(c1)下一段活用
AI lTK n=2思う(c5)五段活用

思(g3)
AI01TK n=3ありません(c6)

ではありませんやめ

のではありませんやめ
S :TK n=lする(c1)サ変活用
S olTK n=l それ(c2)
S工 :TK n=l しか(c2)名詞

両手の略号の例

0 1 l工 n=l同じ(e1)
工 l |工 n=l著しい(e1)
工Ol l工 n=l美しい(01)
A l工 n=l新しし、(01)
A工 l !工 n=工面白い(e1)

但し、無秩序に新しい速記記号を増やすことは混乱を招く。そのため、新しく登録する

ことができる速記記号は原則として分類 fの構造を持つものだけに限定している。この分

類fは、名詞の中でも特に長い専門用語が登録されており、速記文法によってその誇の後

に助詞の「はJiのJiもJを付けて一打ちで入力することもできる。

なお、福祉関係の会議等でよく出てくる詩句として、 「聴覚障害者Ji補聴然」なとの

聴覚障害関係用語、 「リハビリテーションJiボランティア」などの福祉用語を20個選び、

予め登録してある。

また、現在の日本語文章は漢字かな交じり文ではなく、漢字かなカナ英字交じり文であ

る刷、と言われるほど多くの種類の文字が使用されているが、ソクタイプ速記ではアル

ファベットや数字もすべて音読みして表記する。例えば iA 0 AJは「えいでいえし、」と

表記される。これでは表示した際に非常にわかりにくいので、修正機能で表記法を改める

だけでなく、速記からも入力できるようにした。このうち数字は古い時期にソクタイプで

使用された方式をそのまま採用し、アルファベットは新たに速記記号を定めた。

7.3.3 漢字辞書

4.2飾で考察したように、漢字の含まれない文章は読みにくい。しかし3.1.2項でも考察し

たように、リアルタイムでの漢字入力は不可能であり、 5.2.1項の考察のようにかな漢字変
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換も時間がかかりすぎる。そのため完全な漢字かな交じり文をリアルタイムで入力するこ

とは不可能である。そこで漢字はできる範囲内で入力することとした。

速記では音をリアルタイムで入力するのに忙しく、少しの漢字でも入力することは不可

能である。また修正者も修正作業に忙しく、かな漢字変換をする時間はほとんどない。そ

こでステノフ。コンにおいては、辞書のデータを直接漢字で記述することによって、漢字化

を実現した。この方法によれば、速記者にも修正オペレータにも作業負担をかけずに漢字

を入力することができる。しかし、この方法では同音異義語の区別をつけることができな

いという大きな問題がある。同音~義誌のある漢字ではこの方法では誤った漢字が表示さ

れる可能性がでる。誤った漢字はかえって読みにくくなるため、この方法では同音異義語

の無し、語しか漢字化できない。

漢字によって読みやすくなる理由は、文節の切れ目が明確になることと、意味が明確に

なるためである81)。同音異義語の区別ができないのでは、意味が明確になるという漢字の

利点は小さくなるが、同音異義語の吉正し、誇だけの漢字化であっても多少の効果が期待でき

ると考える。

同音異義語の有利[を調べることは容易ではない。日本語の辞典類を調べてもこの評価を

行うことはできない。例えば、 「日本」という音は 12本」と同じであり、両方とも同じ
速記記号である。しかし、国語辞典では 12本」という使い方を発見することは難しい。
また、 「思うJという略号は文法によって語尾に「し、」を付けると名詞「思L、Jになるが、

これは形容詞「重し、Jと同じ音であるので、 「重し、」の入力も「思うJ+ n、Jで行われ
る。このように、同音異義語の問題は略号だけでなく、速記文法も十分に考慮しなければ

ならない。また「ぶれいJという音は「無礼」以外無いと評価していたが、実際に使用し
てみると「プレイキ」という音で使うことを見つけたこともある。これは厳密には「ブ

レーキ」であるが、速記では「レーJは「レイ」と入力するために机上の検討では気付か

なかった。

以上のように厳密に全く同音異義語のない諮は多くない。漢字での辞脅への登録を全く

同音異義語のない諸に限定すると、表示される漢字が少なく読みやすさが低減するので、

ここでは同音異義語があっても出現割合の低い語は、漢字で登録することとした。もしも

間違った漢字が表示された場合は修正オペレータがひらがなに修正することとするが、こ

の出現割合が低ければ修正オペレータの作業負担は多くない。例えば「しゅわ」という音

は、 「主は」、 「運転手はJなどにも使用されるが、聴覚障害関係の会議等で{Je用される

場合のほとんどは「手話」である。そこで「手話」と漢字で登録し、その他の場合は修正

者が修正を行うこととした。現在までのところ、 「手話J以外の「しゅわ」はほとんど出

現していない。

この判断の根拠は出現割合であるが、その評価は難しい。上の例の「手話」でも、話の

内容によってはそれ以外の「しゅわ」ばかりになる可能性もあり、その場合には修正オペ

レータの作業盆は膨大になってしまい、すべてを修正するこ とはできなくなる。例えば

「てんぐ」という音は「天狗」という表記以外に無いと考えがちである。辞書を調べても

「てんぐさ(天草)Jなどの通常使用することの少ない単語が見つかるだけである。しか
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し速記では「ていJという音が無いためにこれを「てJで代用する場合があり、 「ミー
ティングJという音を記録する場合には「みいてんぐJと入力する。この「ミーティン
グ」などは「天狗」表記よりも頻出する。上記の例のように同音異義語の有無と出現頻度

を机上で正確に評価することは難しく、机上の検討結果を実際に使用してその可否を検証

する以外の有効な方法はなかった。そのため、各語の出現割合、修正作業量、読みやすさ

なとを評価項目にして、トライ ・アンド・エラーでこの漢字化作業を行った。最終的に

2500単語を漢字表記で辞書ファイルに登録した。

漢字だけでなく、外来語のカタカナ化も行った。外来語では本来日本語にはない音の組

合わせがある。例えば「るうJIんぐ」などの音を含む諾の多くは外来語であることがわ

かる。このような音を持つものは例外なくカタカナで登録することができる。カタカナで

は漢字と異なりこの机上の検討だけでほとんど問題がなかった。そこで、外来語と日本語

の進い及び速記の特徴を考慮して「データJIキャンプJなど200の単語をカタカナで登録

している。カタカナをひらがなに修正する作業が必要になったことはほとんと。皆無である。

7.3.4 分かち書き

7.3.3項で検討したように、表示される文章に含まれる漢字の割合は少なく、そのままで

は読みにくいので、文節問に空白文字をいれる分かち書きで表示を行う。

分かち書きでは、空白文字の入力方法が問題となる。ステノプコンキーボードから空白

文字を入力するための速記記号も定義したが、空白文字一字を入力するために一打が必要

であり、速記の高速性が失われる。修正者が入力する方法も、速度的に無理であった。迷

記者がフットスイッチを操作して空白文字を入力する方法も試みた。しかし、本来の速記

にはない作業であるため修得が難しく、 三人の速記者に対して導入を試みたが、うまく操

作できるようになったのは一人だけであり、残りの二人は速記との同時操作は困難である

と判断した。

以上のように、操作者が判断してすべての空白文字を姉入することは時間的に難しいこ

とが実験によってわかったので、空白文字はパーソナルコンビュータが自動的に柿入し、

その間違いを修正者が修正する方式を係用した。

この方式の基本は速記文法にある。ソクタイプ速記では一打で複数の文字を入力できる

が、ソクタイプの速記文法によれば、原則!として文節の切れ目をまたいで一打で入力する

ことはない。すなわち原則的には、文節の切れ目は、速記のー打一打の間にあるはずであ

る。このため、ステノプコンの一打毎にその文字の後に空白文字を入力すれば、空白文字

が間違ったところに婦人されていることはあっても、空白文字が欠落していることはない

はずである。そのため修正作業では余計な空白文字を円IJるだけでよい。 7.4u'liで述べるが、

この修正作業は必要な箇所に空白文字を杯i入するのに比較してはるかに簡単である。

実際には、すべての速記入力の後に空白文字を姉入しているのではなく、 空白文字を挿

入しない場合を規定することにより修正の手聞を軽減している。例えば、数字やアルファ

ベットの後や句読点の前、助詞の前の空白は挿入しないなどである。
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7.3.5 冗長性を使った入力ミスの自動訂正

速記者の入力ミスの中には、一定のパターンが見られる場合もある。速記者が入力を間

違いやすく、その間違え方もほぼ決まっている速記記号が存在する。これはある特定の速

記記号を入力する時の指の形が少し不自然になり、そのために指が少し動いたりタッチ不

足がおき、ある特定の間違いを生じると説明できる。このような間違いは特に速記者が疲

れたときなどに起きやすい。このようなパターンは、速記者に数多く入力させることによ

り、初めて明かとなる。例えば「さん」は速記記号では {SAI TK}であるが、この形は

左手親指の入力が十分でなく {SAf K}の形と押し間違えることがある。このとき恭械反

訳された結果は「そうくJとなる。しかし入力する指の形の影響でこの時に {SAI T} 

の形に間違えることはほとんどない。この入力ミスはソクタイプ速記の本質的な問題であ

り、速記者の訓練を十分に行うことが重要である。

ステノフ。コンシステムではこのような入力ミスの一部を解消することができる。すなわ

ち入力ミスとなる形(上の例では「そうく」となる {SAf K})の訳語として、もとの訳

(上の例では「さんJ)を登録しておくことにより、入力ミスが生じても正しい訳語が表
示される。

ここで問題となるのは、入力ミスによって生じる速記記号の訳語 (上の例で「そう

くJ)である。この訳語が存在しない場合は、その速記記号が押された場合は必ず入力ミ

スであるので、この方法は問題ない。しかし、上の例のように訳語が存在する場合には、

その速記記号は入力ミスで入力されたとは限らない。上の例の「そうくJという音は出現
頻度は低いが全くないわけではない。そのため出現頻度が非常に低く、かっその入力ミス

の頻度が高い場合のみこの方法を採ることとした。

漢字の際と同様に語の出現頻度は簡単には評価できない。速記入力では、長い諮句を途

中で切って入力するため、ほとんどないと思われる誇も現れることがある。 7.3.3項での例

のように実際に数多くの速記を行わなければ出現頻度は評価できない。そのため、この入

力ミスを正す方法も、体系的に行うことは難しく、トライ ・アンド・エラーで行った。

7.4 器械反訳文章の修正

7.4.1 反訳文字修正機能

コンピュータによって反訳された文章には多くの間違いが含まれており、また外来語な

ども基本的にカタカナにはなっていない。そこで5.1節で考察したように、速記者とは別の

修正者がコンピュータによる自動反訳結果を修正することにより、できるかぎり発話に忠

実に表示する。 ここで「できるかぎり」とは、発認の速度に追従して、重大な間違いを優

先的に修正し、時間的に可能であれば些紺!な間違いの修正や読みやすさの向上も行う、と

いう意味である。そのためどこまで修正して間違いがなくなるかは、話の開きやすさ ・速

度・内容、速記者や修正者の技量に大きく依存する。
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5.1節で;検討したように 3種類の修正すべき間違いがある。それぞれの間違いに関して、

修正における特徴を分析する。

速記者の入力ミスでは、その反訳結果や前後の内容から元の正しい詩句が類推できると

は限らず、修正者も正確に聞き取りを行っていなければ修正することはできない場合が多

いという特徴がある。 5.2.5項で検討したように画面上で修正を行いながら話者の諮を聞く

ことは、熟練した修正者でなければ放しい。 7.3.5項で述べたようにある特定ノぞターンで入

力ミスを起こす場合には問題ないが、そうでない場合の方が多い。また、入力ミスを修正

する場合には、すべての文字を消して入)Jし直す必要があることが多く、修正作業の手間

がかかることも問題である。

反訳間迷いは間違い方がパターン化しており、その反訳結果から元の正しい語句を類推

することが可能である。そのため、ほとんどの場合は話者の話を聞いていなくても修正す

ることができる。また、速く読んでいるとほとんど違和感を感じない間違いの場合には、

他の間違いを優先して修正すべきである。

表記上の間違いは、漢字変換やカタカナなどを修正する方がよい場合である。但し先に

も述べたように、修正作業では漢字変換は行わないので、漢字に変換されずにひらがなで

表示される場合はここに含めない。誤った漢字に変換されている場合と、カタカナやアラ

ビア数字、アルファベットが正しく使用されていない場合である。これは読みやすさや内

容の理解しやすさに影響するため、優先的に修正する必要がある。

その他にも修正ではないが、内容の理解を促進するための作業も行う。例えば話題が

変った時に改行して明確にしたり、話者が変った時に話者の名前を入力したり数行改行し

て知らせたりもする。また句点や読点を加えたり疑問文や感嘆文の時などに行末に i?J
や「リといった記号を加えて明確化もする。話が言L、かけて終わったり、途中で詰まっ

ている時なども「 ・・・ 」などの記号を加えて知らせるとわかりやすくなる。文部省の

「くぎり符号の使い方」によれば原則として「ワ」や i! Jは用いない、と定められてい
るmが、これらの記号を使用した方が話者の言い方を表現でき、内容の迎解が深まると考
える。

7.4.2 編集カーソル操作コマンド

5.2.2項で考察したように、呈示函而上では修正を行わないこととした。そのため文字列

の特性として確定状態と未確定状態の 2 つの状態を定めた。~械反訳された直後の文字列

は未確定状態にあり、この状態では修正等を行うことができる。未確定状態の文字列は、

7.4.4項で後述する 2種類の確定コマンドで確定状態へと遷移する。確定状態の文字列は修

正を行うことができず、また未確定状態へ戻ることもない。編集カーソルの移動範四は修

正を行うことのできる範囲、すなわち未確定状態の文字列だけであり、カーソルを確定状

態の文字列に移動できないようにすることにより、確実ですばやい操作を行えるようにし

た。なお修正を行う画面上では、確定状態と未確定状態とを文字の色で区別している。

5.2.1項で考察したように、通常のカーソルの動きでは速い修正作業は難しく、開始まで
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の時間遅れの無いリピート機能

か、数文字ジャンプする機能が

必要である。修正する文字列は

7.3.4項で述べた分かち書きがさ

れており、数文字毎に空白文字

が挿入されている。そこでこの

空白文字を利用してジャンプす

る綴能を作成することにより、

カーソル操作の高速化を試みた

(表7.4)。具体的にはシフト

キーを押しながら右矢印キーを

押すとカーソルは次の空白文字

までジャンプし、シフトキーを

押しながら左矢印キーを押すと

カーソルは iつ前の空白文字ま

でジャンプする (図7.7)。この

ジャンプ機能の利点は、リピー

表7.4カ ソル操作一覧

.ひとつ右の文字へ移動する
ひとつ左の文字へ移動する
。ひとつ上の行の同じ桁に移動する。上の行の同じ
桁が確定してあるときは確定していない先頭に移
動する。また、改行等によって上の行の同じ桁に
文字が無い時は、改行文字に移動する
ひとつ下の行の同じ桁に移動する。下の行の同じ
桁がまだ米入カのときは入力してある最後の文字
の次に移動する。また、改行等によって下の行の
同じ桁に文字が無い時li、改行文字に移動する

SH円+→ 現在よりも右側にある空白文字、改行文字、句読
点、入力された文章の最後の次、の中で最も近い
ものの上に移動する。

SHFT+← 現在よりも左側にある空白文字、改行文字、句読
点、未確定文章の先頭、の中で最も近いものの上
に移動する。

口RL+→ ・行の右端に移動する。改行文字があればその上に
移動する。入力された文章が右端までなければ、
入力文章の次に移動する。

CTRL+← 行の左端に移動する。左端が確定している時は権
定していない先頭に移動する。

σRL+↑ 確定してし、なし、部分の先頭に移動する。
CTRL+↓ ・入力文章の最後の次に移動する。

卜機能のように時間遅れなしに操作できることと、思った場所での確実な停止が容易に実

現できることである。但し、空白文字の中間にカーソルを移動させる場合はシフトキーの

複雑な操作が必要となる。

空白文字へのジャンプ機能のもう一つの利点は、修正が容易に行えることである。 7.3.4

項で述べたように、分かち書きの空白文字は余分に姉入されることはあるが、不足するこ

とは原則的には無い。そこで余分に符入された空白文字はこのカーソルのジャンプ機能と

後述の削除機能で容易に削除できる。また、この空白文字は速記入力の区切りの場所であ

るので、例えば後述するカタカナ変換なとはこの空白文字の次の文字から行うことがほと

んどで、空白文字聞の途中の文字からカタカナ変換をすることは稀である。このため空白

文字へのジャンプ機能は修正操作の効率を上げることがわかる。

5.2.4項で述べたように、カーソル操作をホームポジションで行うことは無裂がある。

PC-9801のカーソルキーは右側にあり、ホームポジ

ションからは操作できないので、上記のシフトキーと

カーソルキーの操作の際には、シフトキーを無理に小

指で操作する必要はない。そのためシフトキーの操作

での疲労はダイヤモンドカーソル使用時に比較して少

ない。修正操作に慣れた修正者の一人は、試行錯誤の

結泉左親指でンフトキーの操作をしながら右手でカー

ソル操作をしている(図7.8)。

これはだ聴覚障害者の 会議です

l匡iilil+巴
これは 聴覚障害者の 1会議です

H豆田+巴
これは♂聴覚障害者の会議です

図7.7 シフトとカーソルによる

ジャンプ操作
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7.4.3 修正用コマンド

修正を行うためのコマント‘を表7.5に示す。通常の挿入 ・削除等の編集コマンドの他に、

ステノプコンにおける間違いの種類 ・頻度と重要度を考慮、し、特殊なコマンドを用意した。

かなキーやCAPSキーの操作は通常のワープロ操作と共通にしたことにより、容易に操

作を党えることができる。日可S'DEL・BSキ一等の使用方法も一般的なものと同じである。

速記では音が同じものはすべて同じ記号を使用するため、助詞の「をJrはJrへ」と
「おJrわJrえ」とを区別する方法はない。そのため探械反訳時にこの判断を行わねば
ならない。そのひとつの判断基準は、

助詞の場合には文節の途中にくること

はないことである。逆にいえば、文節

の最後の文字 (すなわち空白文字の直

前の文字)が「おJrわJiえ」で
あった場合には、助詞の「をJrはJ
「へ」である可能性がある。その他に

もいくつかの判断基準をおいて反訳を

行っているが、この反訳間違いは比較

的頻出し、修正作業上の問題となる。

空白文字の直前にあるこれらの文字

を修正する場合を考える。 7.4.2項で

述べたように編集用カーソルは空白文

字の上へとジャンプするので、空白文

字の上にあるとして考えると、その直

[かな]
[CAPs1 

表7.5 修正コマンド一覧

[ROLL DOWN1 

かな/ローマ字入力の切り換え
大文字/小文字入力の切り換え
カ ソル位置の文字をカタカナ/
ひらがな、大文字/小文字変換
カーソルの友の文字をカタカナ/
ひらがな、大文字/小文字変換
挿入/上容モードの切り換え

[ROLL up1 

[INs1 

[DEL1 

[ns1 

[F'11 

[F・31

[F・51

[sHIFT+@l 

[sHr円+[1
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編集カーソル上の文字の削除
編集カーソル左の文字の削除
かな表示/アルファベット表示の
切り換え
カーソル左の文字の'え"お"わ'と
'へ"を"は'の切り換え
かな表示時のカタカナ/ひらがな
表示切り換え
編集カーソル位世の文字の濁点の
切り換え
編集カーソル位置の文字の半濁占



前の文字をBSキーで削除し、それからかな入力であれ

ば一回、ローマ字入力であれば二回タイプすることに

よりこの文字を入力する。すなわちこの修正にはこな

いし三入力が必要である。これを簡便に行うための機

能をF・3キーに割り当てた。このキーを入力すれば編集
カーソルキーの直前の文字が「をJiはJiへ」であ

れば「おJiわJiえ」に、又逆に 「おJiわ」

「え」であれば「をJiはJiへ」へと変換する (図
7.9)。直前の文字を変換する理由は、 空白文字上に

カーソルがある状況で直前のこれらの文字の修正を行

う場合が多いからである。このキーを使用すれば一入

力で簡易に修正が可能である。

反訳時に文節の切れ目以外に誤って分かち書きの空

白文字を姉入した結果、 「おJiわJiえ」が助詞と
判断される間違いの場合もある。この湯令には上記の

修正の他に空白文字の削除も行う必要があり、操作が

煩幸~となる 。 そこで、空白文字の位置でシフトキーを

押しながらDELキーを入力することにより、このすべ

ての修正を行うこととした (図7.10)。すなわち、
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カーソル位置の文字を削除すると同時に、 カーソルの直前の文字が 「をJiはJiへjで

あれば「おJiわJiえJに、又逆に 「おJiわJiえ」であれば「をJiはJiへ」に

変換し、それ以外の文字であれば変換は行わない。これにより一入力でこのような間違い

を修正することができる。

外来語などでひらがな表記となっているものはカタカナ表記へと修正する。この場合も

ひらがなを消去してカタカナで入力し直すのは手!日jがかかりすぎるので、ひらがなをカタ

カナへと変換する簡便な操作法を用意した。ROLLDOWNキーを押すと、カーソル上の文

字がひらがなであればカタカナに、カタカナであればひらがなへと変換し、カーソルを一

文字右へと移動する (図7.11)。例えばカーソル位置から4文字をカタカナ表記に直した

い場合は、このキーを4回入力するだけで実現できる。またROLLUPキーは、カーソルの

左の文字をカタカナ/ひらがな変換し、カーソルを一文字左へと移動する (図7.12)。こ

のROLLUPキーは、 主としてROLLDOWNキーによるカタカナ変換を余計に行いすぎた

場合に、元に戻す際に利用される。

同じROLLDOWNキーとROLLUPキーは、その変換すべき文字が英字の場令には大文

字を小文字へ、また逆に小文字を大文字へと変換する。しかし呈示画面上で大文字と小文

字を区別して呈示しなければならないことは析であり、この機能を必要とすることはほと

んどない。

このROLLDOWNキーとROLLUPキーを使用した理由は、カーソルキーの近くにあっ
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て操作しやすいことと、対になっていること、通常は

ほとんど使用されないことによる。しかし、 PC-9801

シリースの中でも機穏によってはこれらのキーの配置

は異なる向。またエフ。ソン社から出ている互換機も配置

が微妙に異なる。そのため修正作業に慣れるには、使
作

直
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用するPC-9801シリースの機種をある程度限定する必要がある。

速記文法によれば、濁点や半濁点のある文字のかわりに、濁点や半濁点をとった文字を

使用する例がし、くつかある。官11えば速記には繰り返し符号というものがあり、音を2回繰

り返すことを表す。例えば「山(やま)Jに繰り返し符号を付ければ「山f.z (やまや

ま)Jを表す。ここで、例えば「島 (しま)Jが複数となった場合は「島々(しまじ

ま)Jと濁るが、符号は「しま」に繰り返し符号をつけたものとなる。一方向じ音でも

「縞(しま)Jが重なると「しましま」と濁らないが、この場合も同じ速記符号となる。
このように濁点があってもなくても同じ記号を使用することがあり、これを器減反訳で区

別することはできない。

このような濁音 ・半濁音の間違いを修正するために、濁音・半濁音変換を簡単に行う操

作法を用意した。@キー (かなの濁音キー)を入力すると、カーソル上の文字が濁音にな

り得る場合は濁音に、カーソル上の文字が濁音の場合は清音へと変換する (図7.13)。同

様に[キー (かなの半濁音キー)を入力すると半濁音変換を行う。

7.4.4呈示用コマンド

修正用コマンドの他に、表7.6のような文字呈示のためのコマンドもある。呈示用コマン

ドには、確定呈示、確定非呈示、文字サイス変更、函面消去の4つがある。

確定呈示は、修正が終わった文章を確定して障害者に呈示する。 5.2.2項で考察したよう

に、 一度この機能で確定して呈示した文章を再び修正すると見ている人が混乱を起こすの

で、確定後は修正できないこととした。呈示する文字は、文字サイズ変更によって指定し

た大きさで表示するため、修正用の商而レイアウトと呈示画面のレイアウトは異なる。

確定呈示はカーソル操作に次ぐ操作回数となるので、使用しやすいキーを選ばねばなら

ない。特に修正の必要が全くない場合はカーソル操作とこの確定呈示だけでよいことを考

えると、カーソル操作を行いながら入力しやすい位置にこの機能を割り振るのが良い。そ

こで確定呈示はTABキーと、シフト

キーを押しながらのスペースキーの

2ヵ所に割り振り、修正者は使用しや

すい方を使用すればよい。先に述べた

修正操作に慣れた修正者の一人は、左

人差し指でTABキーを使って確定呈

示をしている (図7.8参照)。

確定非呈示は、使用の合間に行う速

表7.6 呈示用コマンド一覧

[SHIFT +SPACEl、
[TABl カーソル位置の直前まで確定して

表示する
[CRPH+SPACEl カーソル位置の直前まで表示せず

に確定する
[HOME/CLRl 表示薗面をクリアする
[F・10+ Dl 直後表示モードの切り換え
[F・10+ SabCRl aXb倍;角への表示文字サイズの変

更(画面はクリアされる)

-68ー



記者の練習の際に使用する。速記者は指や手のウォーミングアップ、速記記号の確認など

の目的で、使用の直前や合間に速記入力練習を行うことが多い。その文字列は障害者に呈

示できないので、それらを呈示せずに限定するための機能である。これらの文字列は磁気

記録もされない。

確定非呈示時は通常の入力時とは異なって操作を急がない。しかし間違って入力すると

取り返しが付かないコマンドである。そこで効率的に入力できるキーよりも、間違って入

力することのないキーに剖り振るのが良いと考え、 GRAPHキーを押しながらスペース

キーを押すことによって入力されることとした。

文字サイズ変更は、呈示する文字の大きさを変更する。これを用いて会場の大きさや明

るさ、使用**材などにより、最も読みやすい文字の大きさに設定する。 4.4節で考察したよ

うに通常は四倍角文字か、六倍角文字を使用することが多い。そのためデフォル卜は四倍

角文字としている。

画面消去は呈示画面をクリアする。これは前の文章を消したい時などに使用する。画面

消去では編集画面は消去されない。

7.4.5 既入力文章の表示と編集

会議等では予め話をする原稿が入手できる場合がある。この場合は原稿を予め入力して

おき、それを話にあわせて順に表示することにより、文章の間違いもなく、操作も簡単で

ある。これを実現するコマンドを作成

した(表7.7)。

場合によっては話者がその原稿と少

し異なる話をすることもある。その場

合、もしも数文字程度の変更であれば

[F・6J
[F.7J 

表7.7 庇入力文章用コ7ンド

第l画面と第2画面を切り換える
第2画面に既入力文章を取り込む

文章はB:￥τ'Exnこ入れてあるとする

修正者が修正を行ってから表示を行う。それ以上違うことを話した場合は、速記側で変更

点だけを入力し、修正者が原稿と編集して表示する。これは修正者が判断して、速記者に

指示をして行う。

これを実現するために、修正用画面に速記入力による反訳結果を表示する専用画面(第

l 画面)と、原稿を読み込む専用画面(第2画面)とを別々に用意し、両者を切り換えな

がら編集 ・修正 ・確定呈示できるようにした。障害者に呈示される画面上には、修正用の

第l、第2画面にかかわらず確定表示された順に文字列が表示される。

読み込んだ文章は、第2画面に未確定状態で表示される。文章がー画面に入りきらない

ときには、先頭から入る分だけを画面上に表示する。一行分すべて確定された場合、その

行を消去して画面に入らなかった次の一行分のデータをページング方式で表示する。なお、

第2画面を表示 ・修正している時でも、入力された速記記号を反訳した結果は第l画面上

に書き込まれる。

予め原稿を用意する際に、原稿データファイルの長さの制限はないので複数の話者の原
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稿を lつのファイルにしてもかまわないが、話者によって別々のファイルを作成しておく

方が確実である。何かの都合で話者のl順番が変更になる可能性もあるからである。また原

稿は漢字かな交じり文で表記するが、読みやすさと編集しやすさを考慮し、分かち書きで

表記することが望ましい。

7.4.6 修正者養成プログラム

5.2.5項で考察したように、修正機能を有効に使用するためには、修正者がキー操作に十

分に慣れてすばやく適切に操作できる必要がある。修正者は話者の話を聞きながら、修正

画面上の文字列を読み、瞬時に正誤を判断し、修正しなければならない。話の速度で修正

を行うためには、修正方法への慣れや間違いのパターンを覚えることは必要不可欠であり、

また修正を行いながら話を聞くことにも慣れなければ不可能である。これらの観点から、

修正者をト分にトレーニングすることはステノプコンンステムの性能を発揮する上で重要

である。

修正者の訓練は原則としてワープロ入力に慣れている人を対象に行った。ワーフ。ロを操

作したことのない人に対しては、まずワープロ操作をできるように練習してもらってから

訓練を行うこととした。修正者の訓練は次のように段階を踏んて'行った。

第l段階は、ステノプコンの目的と内容、そして修正者が果たす役割lを理解してもらう。

そのためにステノプコンの概説を行い、実際に操作して見せたり、操作場面をビデオで見

せたりする。

第2段階は、修正操作のテキストを渡し、自習させる。このテキス卜には、修正コマン

ドの操作法の他、ステノプコンシステムの接続方法、間違いパターンの例 (表53)、速記

辞書管理ユーティリティの使用方法 (7.32項参照)、トラブルへの対応などを記述した。

第3段階では、修正操作のコマンドを覚えるために、時間はかかってもすべての修正を

行う練習をする。そのため練習用問題を7.4.5項の既入力編集機能を利用して編集する練習

をする。この既入力文章の編集では、確定操作を行うまで新しい文章が読み込まれないた

め、時間に追われることなく確実な修正の練習を行うことができる。練習問題としては頻

出する悶迭し、パターンを考慮し、過去のステノプコンの記録例を少し手直しをしたものを

使用した。また正解文章例をつけ、確認できるようにした。この第3段階では、始めは熟

練者が操作コマンドの使用法の説明、効率的な操作を行うためのアド‘バイスなどを行い、

その後練習者に自習させる。

第4段階では、時間制限内に修正する練習をして、速い操作と瞬時の判断の練習を行う。

練習問題は実際にステノフ。コンで記録した例を入力された時間のデータも含めて保存し、

これを多少手直しをしたものを使った。この時間データを2倍又は1.5倍引き伸ばした練習

問題も作成した。練習問題番号を入れて練習ソフトを立ち上げると、この時間データに

従ってあたかもステノプコンキーボードから入力しているように文字が順番に表示される。

それを修正する練習を行わせる。すべての文字が表示されて10秒後にフ。ログラムは終了す

る。まず時間を2倍に引き伸ばした練習問題から行い、慣れるにつれて1.5倍、 l倍の問題
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へと移行して練習を行わせる。

第一4段階までは話を聞くことは行わず、文章だけからの修正であった。第5段階では、

テープ録音した話を実際に速記者が入力した文章を修正する練習を行い、話者の話を聞き

ながらの操作を覚える練習をさせる。

7.5 考察

ステノプコンシステムは、市販のコンピュータシステムと周辺機器、それと開発したソ

フトウエアとキーボードより構成されている。ここで普及上問題となるのはステノプコン

キーボードである。 7.2.1項で述べたように、このキーボードは市販のソクタイプ速記器械

を改造して作成した。しかしこれは一台一台改造し、センサ取付け位置を調整しなければ

ならない。また製作台数もこれまで3台と少ないため、一台あたりのコストは高く、現在

一台製作するのに約150万円かかっている。これにパーソナルコンビュータや周辺機恭、表

示装置を揃えると、表示装置を除いたステノプコン全体で機認のコストが250万円かかって

しまう。この額を払ってまで購入しようとする障害者団体や地方自治体は未だない。初助

金を受けた財団法人日本障害者リハビリテーション協会が購入しただけである。

コンビュータの関連機器は技術の発達と競争の激化から安価に高性能の機恭が入手でき

るようになってきた。またコンビュータは汎用性があるので、他の用途のために購入した

ノfーソナルコンピュータを短時間使用することもできる。しかしこのキーボードは大量生

産を行う以外に安価に生産するすべはない。今後このシステムが普及すれば、パーソナル

コンビュータを含めたシステム全体で150万円ぐらいにできる考えている。

システムを運搬して使用する上では、表示装置が最大の問題となる。ビデオフ。ロジェク

タもOHPのスクリーンも運搬は容易ではない。そのため原則的に表示装置は会場側で用意

することとしている。そのため会場側で用意できる装置によって表示装置が決まってしま

うことも多い。特に、ビデオフ。ロジェクタを用意できる会場は限定されており、使用でき

ることは少なかった。それに加えてパーソナルコンビュータを会場で用意できる場合には、

ステノフ。コンキーボードなどは電車で運」くことができる。しかし、福祉関連の会議でパー

ソナルコンビュータまで用意できる場合は多くない。そのため運搬は多くの場合車で行う

こととなる。

反訳された文章に含まれる間違いの中に、ソクタイフ。iili記のあいまいな文法からくるお

械反訳の間違いがある。ソクタイプは速く入力することだけを基準に文法が定まっており、

器繊反訳も考えて速記文法の細かな部分を少し変更すれば、この速記記号のあいまいさを

なくすことができるかもしれない。しかし現在の段階ではこのような変更はすべきでない

と考えている。その理由は、速記文法が変更されると速記者はその速記法を覚え直さなけ

ればならないことにある。しかしステノプコンの使用頻度が少ない状況では、速記者の再

教育は難しい。もしも今後ステノフ。コンが広く普及し、ステノフ。コンの速記者を始めから
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養成する必要ができた場合には、この点について再検討する必要があると考える。

また速記は厳密ではなく、個人によって少しずつ異なる規則を使用している。速記規則

自体が何回か変更されたため、速記学校の卒業年度によって使用する文法や略号が微妙に

異なる。また同じ卒業年度でも、速記実務の聞に個人的な規則を作って使用している人も

いた。また速記規則にdとまってないことで、個人によって解釈が異なる場合があった。速
記テキストに載っているがほとんど使用されない規則や、テキス卜に載っていないけれど

もほとんどの速記者が使用している規則もあった。そのため反訳プログラムの評価には複

数の速記者の協力が必要であった。現在の反訳フ。ログラムはとの年代の卒業生でも原則的

に問題ないように作成した。

器械反訳ソフトウエアの開発には、トライ ・アンド ・エラ一方式で作業を行った部分が

少なくなかった。そのため、現在のソフトウエアが最適であるとは言えない。使用する状

況によって使われる用語は異なり、それによってうまく反訳したり、誤訳ばかりでたりす

ることもある。しかし、開発当初から約8年間の200回を越える使用経験に基づき、絶えず

反訳フ。ログラムと速記辞書を改良してきたノウハウの積み重ねは、最適ではなくとも実用

的な段階に達していると考える。しかし、言語、特に話言葉は絶えず変化しており、今後

も絶えず改良してし、く必要があると考える。

速記辞書管理ユーティリティは、話のキーワードを予め登録しておくのに有効であると

考える。しかし、今までの経験では、登録して有効に使用できるキーワードはひとつの会

議で lつないし 2つであった。それ以上登録すると、短時間で覚えることができず、か

えって混乱してしまった。このキーワードは会議が終われば忘れなければならない記号で

あるため、長時間かけて複数の記号を党えることは望ましくないと考える。

ソクタイプ文法には以前はアラヒ、ア数字を入力する方法があった。これが削除された理

由は、数字の間違いは重大問題であるが、この速記入力法では誤入力した場合に元の正し

い数値が何かが半Jjらなくなることによる。それに比較して数字を音も入力する方法では入

力ミスをおこしても反訳時に修正が容易となる。またソクタイフ。は基本的には昭和20年代

にできたものである。そのため当初は「しからば」などの文語調の略号もあったが、時代

の変化とともにこれらは使用されなくなってきた。しかし、特に近年はアルファベットの

頭文字を組合わせた略称などが多いにもかかわらず、外来語やアルファベットには対応す

るに至っていない。

ソクタイプにないアラビア数字やアルファベットをステノフ。コンで入力できるようにし

た最大の理由は、これらがよく出てくるにもかかわらず、修正が大変なためである。特に

数字は出勤頻度が高く、これを修正しているとすぐに話から遅れてしまう。ステノプコン

では誤入力の問題は修正機能で解消しているので、アラビ、ア数字を間違えて入力しても問

題はない。それどころか音で入力するよりも打数が減るので、その分速く入力可能となる。

アルファベットも同じであり、これらをステノプコンに導入したことにより、質の高い文

章作成が容易になると考える。但し、速記者が覚えて使用できるようになることが前提と

なる。

漢字についても2500単語について漢字として詮録したにすぎない。今後もこの数を増や
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すよう検討してし、〈必要がある。しかし現在までに、容易に実現できてかっ効果的な方策

は行ってきたと考えており、今後同じ方法で漢字登録数を増やした場合にどの程度性能が

向上するかは不明である。それよりも後述する熟練したオペレータの養成の方が重要では

ないかと考える。

分かち書きを正確に行うことは重要である。もしも分かち書きが速記者によって、また

は全自動で正確に実現できれば、将来かな漢字変換を行うようになった場合でも、変換率

が大きく向上すると考える。そのため分かち書きを速記者が行う方法を検討したが、前述

のように速記者の負担が大きすき'て不可能であることがわかった。そこで自動的に分かち

書きを行うようにしたが、あまり正確に分かち書きすることはできなかった。頻繁に問題

となるのは、接頭語の「お」と助詞の「を」の区別であった。速記文法と日本語文法を詳

細に検討すると、一字のみが入力された場合はほとんど前の入力と同じ文節を形成し、後

の入力とは接続しない。しかし一帯頻出する例外がこの接頭語の「お」である。この両者

はともに単独で入力されることがあり、区別は非常に難しい。例えば、 「私を 友達とし

て紹介して」と「私、お友達として忠告しますと」とでは、意味解析や文法解析を行わず、

前後の接続からだけではこの区別はできなかった。特に話者によって又は話の内容によっ

て、この接頭語の「お」をなんでもつける場合と、全く付けない場合があった。現在の方

法では、分かち書きを正確に行うことはできないことがわかった。しかしこれよりも優れ

た分かち書きの方法は見つからなかった。

冗長性を使った入力ミスの自動訂正に関しては、現在のように数人の速記者の入力の癖

の一部に関して行っている状況であるから有効であるのかもしれない。数十人の異なる速

記者の場合にはそれぞれ癖が全く異なって、逆に変換ミスが起こる危険性もある。しかし、

おそらくは入力する指の形によって入力ミスのしやすさが決まり、それは迷記者による個

人差はあるだろうが、全く逆のミスの仕方をすることはないのではなし、かと考えている。

これは普及して多数の速記者に使用させるようになった場合に検討すべき課題となる。も

しも各迷記者の癖が異なる場合には、速記者毎の鮮のデータを記録しておいて使い分ける

方法も検討する必要があると考える。

修正機能に関しては、修正作業を行う熟練者を養成しなければその評価は難しい。その

ため修正機能に関する考察は、第8章及び第9'<主で行うこととする。
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第8章オペレータの養成

8.1 速記者の養成

8.1.1 ソクタイプ速記者の訓練

ステノフ。コンはソクタイプ速記を基としているので、ソクタイプの速記者であれば原則

的にステノプコンを操作可能である。しかし効率的な操作のために、ソクタイプ速記者に

訓練を行った。

ソクタイプに$!g、速記記号として、ステノフ。コンにはアルファベット、数字、福祉用語

が定義されている。これらを党えて使えるようになるまで練習する必要がある。また速記

記号に登録されていない用語でも、福祉の専門誌に慣れていないと入力が難しいので、用

語の勉強も必要となった。

ソクタイフ。速記の現役の速記者は協力してもらうことがま1!しいため、以前プロの速記者

として仕事をしていたが、仕事をやめ、現在はときどき依頼により速記を行っている人に

対してステノフ。コンの速記者として訓練を行った。現在までに、 40代の女性速記者3名と

20代の女性速記者2名に対して訓練を行った。訓練は、覚える速記記号のリストを渡して、

ひたすら入力の練習をさせた。その結果、 4~5時間の練習では登録された福祉用語を覚え

ることはできたが、数字やアルファベットを覚えることは難しかった。 20時間程度の練習

では、時間的に余絡のある場合は数字やアルファベットを入力できるようになったが、多

くの場合は難しかった。その後の練習でも、 一人を除いては速い入力時にも数字やアル

ファベットを入力できるまでにはならなかった。

8.1.2 視覚蹟害速記者の可能性の検討

現在までにソクタイプの速記学校を卒業した人達はl昭和20年代から数えて1000人程度で

ある。現在はステノフ。コンはまだ普及に至っていないため、このソクタイプの速記学校卒

業者を利用しているが、将来目標の100台程度まで普及したとすると、速記者は大幅に不足

する。しかしソクタイプの速記学校ではステノプコンの速記者まで対応してくれない。ソ

クタイフ。速記者の餐成は2年かかり、それから考えてステノフ。コンの速記者の養成も l年

半程度の年月がかかると考える。そこで将来の普及を目指してステノプコン速記者の養成

を検討する必要がある。

ソクタイプにおける養成と追って、ステノプコンでは反訳作業に関して養成する必要が

1lffい。またソクタイプでは速記入力を自習する場合では、自分が記録した速記記号を見て

チェックするだけであり、速記文法や記号を正しく覚えていない場合にその誤解に気付く

のに遅れるが、ステノフ。コンでは入力した結果がすぐに文字となって表示されるので、確

実な練習を行うことができる。そのためソクタイプよりも養成期間が少し短くなるのでは
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ないかと期待している。

ステノフ。コンの速記者の養成に関して、視覚障答者が速記業務を行うことができなし、か

を検討した。ソクタイプ速記者の中に速記l時に精:tlll:m中のために閉限する人もおり、あま

り視覚は使用しなくてもよい。逆に視J'i:障害者は失われた視覚を補うために、一般に聴覚

や触覚が鋭くなり、記憶も良いと言われている。このことは速記入力に有利である。似た

作業に録音テープのテープ起こしがあるが、これは視覚障害者の職種のーっとなっている制

問。研究によれば、哨|浪者と視覚障害者のテープ起こし作業パフォーマンスの質的側面で

は、修正を除けば差は見られないという問。海外でも祝党障害者に適した速記器械の試み

がある開)。逆に視覚障害者の立場から考えると、視覚障害者の職域は限定されており、新

しい職域の開発が望まれている。

そこで視覚障害者が速記業務を行うことの可能性を検討するために、実験的に視覚障害

速記者のきを成を行い、訓練 ・使用における問題点を採った。速記訓練の被験者は20代の先

天性全盲女性 l名である。被験者は通常点字タイプを使用しているが、特に速い方ではな

い。またピアノを弾く。職業を持っており、練習に長い時間をさくことができなかったの

で週l回3時間程度の練習を行った。速記の反訳結果は合成音声によって確認させた (図

8.1 )。 練習用テキストとしては基本的な速記記号の点字辞書を作成し、使用した。速記文

法や多くの慣用語句に関しては、ステノプコンに慣れた l名のソクタイプ速記者がl対l

で直接教えた。

被験者に4ヵ月練習させた結果、速記文法および慣用語句のほとんどを覚えることがで

きた。現在あるソクタイプ速記の養成所で始めの lヵ月は打鍵のための腕と指の練習、

3ヵ月程度で速記文法及び慣用語句を修得し、残りの期間は速度の向上にあてていること

と比較すると、週l@]程度の

練習であってもほぼ同じ期間

でJ'tえることができたことが

わかる。このように短期間で

党えることができたのは、被

験者が点字タイプやピアノの

一~-Q]
STENOPCON PERSONAL COMPUTER VOtCE GENERATOR 

図8.1視覚障害者の速記練習用システム

使用経験から本システムのよ

うな同時打鍵入力方式に慣れていたため、この事p習

の必要がなかったなどの理由によると考える。点字

辞書などを使用しての学習方法には問題は見られな

かっfこ。

表8.1 視覚障害速記練習者の習熟度

この後速度向上のための練習を行ったが、週l回

の練習では効果は見られなかった。そこで約 lヵ月

間週3回程度の集中した練習を行い、速記述j立を測

定した (表8.1)。速度測定には打率が100%と速記

しにくい文章を使用した。短期間の練習のため通常
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集中練習開始以前

練習開始 1週間後

2週間後

3週間後

4週間後

字/分

1 30 

1 50 

1 7 0 

2 2 0 

2 3 0 



の会話の迷度である350文字/分程度には至らなかったが、平易な文章を少しゆっくり話せ

ば速記することができるようになった。

社団法人日本速記協会において被験者に一定速度の話を速記させ、コンピュータが反訳

した文章を一定時間内にワープロで修正 ・漢字変換して日本語文章とさせる実験を行った

(図8.2)。その結果、時間内にほとんど問逃いの無い文章を作成することができた。本シ

ステムのような特別な装置を使用したため今回は正式な速記検定とはならなかったが、十

分速記6級の実力があることが協会より認められた。間違いは速記入力ミスではなく、漢

字変換の際に正しい漢字を選択できなかったものであった。これは漢字をほとんど使用し

ない視覚障害者の弱点であるが、ステノフ。コンのオぺレータとしては問題無い。

また、この被験者に実際に集会でステノプコンの速記者として音声を記録させた。その

結果、少し入力が遅いために発言者に話を中断してもらったこともあるが、話の内容をほ

ぼ正確に記録することができた。

以上より、視覚障害者はステノプコンシステムの速記者になり得ること、養成において

点字テキストを用意するなどの他は、特にnllJiIjがないことがわかった。

こ の時に使用したステノプコンキーボードは、まだ迷記~械改良型の開発前であ ったので、
キースイッチ型を使用している。速記した結果はノ トパソコンで器械反訳され、それをワ
ープロで修正 漢字変換してからプリンタで印刷した。ノートパソコンの後ろが使用した音
声合成装賞。

8.1.3 考察

ソクタイプ速記者に対するステノプコン特有の速記記号の訓練では、 一人を除いては完

全には党えることができなかった。その最大の理由は、速記者がステノプコンだけを操作
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しているわけではなく、ソクタイプでの仕事をときおりしながらステノプコンの操作もし

ているためであった。このことは、ステノプコン特有の速記記号を覚えることのできた一

人は、ソクタイプでの速記の仕事をほとんとしなかった人であったことからもわかる。す

なわちステノフ。コンを専門に操作する速記者を用意しなければ、ステノプコンの能力を

100%引出すことが難しいことがわかる。

視覚障害者の速記者への養成実験では、本格的な養成を行うには長期間にわたる毎日の

練習が必要不可欠であるが、未だステノプコンの速記者だけの収入で暮していけるほどス

テノフ。コンの使用機会が多くない現状では、被験者に仕事に影響するほど長時間をさいて

練習をさせることはできず、途中までで長成を中止した。 そのため視覚障害者をプロレベ

ルの速記オペレータまでには養成できなかったが、これ以降は自習によってひたすら速度

を速くするための練習であり、視覚障害者にとって特に問題となるところはない。そのた

め、視:i't障害者はステノプコンシステムの速記者となり得ると結論づけた。
本来であれば速記は若い時期に覚えることが望ましいとされている。速記学校によれば

速記の操作自体は中学卒業者に教えるのが良いとのことであり、速記に必要な日本誇能力

の発達や社会常識の習得を考えて高校卒業者を養成しているとのことであった。その意味

では今回の被験者は速記を習得するには年齢的には返すぎるが、それでも基本的な操作を

覚えることには問題無かった。実際に養成を行う際には、 10代後半から20代前半の障害者

に対して訓練を行えばよいと考える。

この被験者は、入力が遅れても確実に間逃いなく入力する傾向があった。これは視覚障

害者がワープロ入力を行う時に、一度間違えた部分を後で直すことは大変であるため、確

実な入力を心掛けていると推定した。この点につき被験者に尋ねたところ、そのように心

鉛けていると回答した。被験者一人の実験であるのでこれが視覚障害者一般に関して言え

る特徴であると結論することは早計であるが、そうであるならば視覚障害者はステノプコ

ンのような同時打鍵入力に適していると考える。

8.2 修正者の養成

8.2.1 修正者の養成

7.4.6項で説明した修正者養成プログラムを作成する前に、 20代後半の男性l名に対して

修正者としての養成を行いながら、この修正者の使用経験を基に修正コマンドを定め、ま

た機能を追加していった。そのため養成の際にどの程度の期間で操作を覚えたかは明確で

ない。この修正者はその後、実際のステノフ。コンの使用の場で毎週l回i時間程度の修正

作業を行うことにより、修正作業に熟達した。

その後修正者養成プログラムを使用して10代後半の男性l名と女性l名、 20代前半の女

性3名の合計5名の修正者の養成を行った。いずれもワープロ操作を習得しており、手話

通訳者として勉強中のため福祉用語は熟知していた。但し、この時点では7.4.6項で示した
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養成プログラムの第4段階の速度練習フ。ログラムが完成していなかったため、第3段階の

次に第 5 段階へと進んで練習を行った。この 5 名は、毎日 1~2 時間程度の練習を l週間

行う ことにより、基本的な操作を身につけることができた (図8.3)。

その後第4段附も含めた修正者養成プログラムを使用して40代男女L名ずつの修正者の

養成を行った。いずれもワーフ。ロ操作を習得しており、~約筆記ボランティアを行ってい

るため福祉用語は熟知していた。この 2 名は、週 l 回 1~2 時間程度の練習を 3~4 ヵ月

行うことにより、基本的な操作を身につけることができた。

8.2.2 考察

修正者養成フ。ログラムは効率的な修正オペレータの養成に有効であったと考える。この

プログラム作成以前では、修正作業の練習にはいつも速記者の協力が必要であった。それ

に対してこのフ。ログラムを使えば、 1Di終段階までは速記者ーがいなくとも練習が可能であり、

複数の修正者を簡単に養成できるようになった。特に今後全国的に普及させる場合には、

このような養成フ。ログラムが必須であると考える。但し、今後の普及に伴し、多数の修正者

を養成する際には、練習問題の内容を詳細に検討することにより、より効率的に養成でき

る可能性は残っていると考える。また修正作業以外のトラブル時の対処などはマニュアル

を読んだだけで党えることができなかったようであり、このような修正以外の作業につい

ての養成方法も検討すべきであると考える。

速記者の場合と同様に修正者も、若い時に操作法を党える方が望ましいと考える。養成

の際には10代、 20代の5名と40代の2名とでは使用したプログラムも練習頻度も違い、ま

た個人差もあるので比較は難しいが、若い5名の方が習得が速かったと感じた。また文章
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を読んでの|瞬時の判断なとの修正に必袈な能力も来い方が高し、と感じた。ただ10代と20代

との差は感じず、それよりも似人差の方が大きいようであった。

*い修正者の問題点としては、刻イtのようにステノフ。コンの使用頻度が少ない状況では

修正作業を職業にすることはできず、養成を行っても就職 't!i焔等で長期11IJにわたって修
正者として働くことが縦ししり1が挙げられる。就職前はアルバイト的に修正作業を行うこ
とはできるが、就職すると才円、!日l は日|催 11 さえも時 lifJ を 1'1111 にも~うことができないことも
多く、修正者を続けることは容易ではない。また転居する人も多く、 Vi-f!J操作を党えても
らっても 10代、 20代の 5~ は現在では修正作業を全く行っていない。

これに対して40代では、仕事も安定し子育ても一段落して、時11¥Jにも余裕が:Uてきたこ

ろである。そこでこの修正作業をボランティア的に行うことができる。しかし毎日時間を

さくことは難しいことが多く、そのため練習も週 1~2 回程度とならざるをえなかった。
自宅に同じノ fーソナルコンピュータがあれば、プログラムを持ち帰って I~ 宅で練習ができ
るのであるが、 40代の二人は持っていなかったため、毎回国立身体障害者リハビリテー

ションセンターまで来て練習を行わねばならなかった。そのため養成が長期にわたった。

修正作業をJ'tえても、しばらく行わねばその能力は低下する。そのため少なくとも 1ヵ
刀に l回以上は修正作業を行わねばならないと考える。すなわち修正者が多すぎると一人

の修正者が行う回数が減り、修正者の能力が低下することとなる。現在のようにステノプ

コンの使用回数が多くない状況では、多く修iE者を養成することは逆効果になることがわ

かる。しかし大きな大会なとでA!続して{nJnもステノフ。コンを使用する際には、修正者も

交代要員が必要となり、それに対応できるだけの人数は常に準備しておく必要がある。修

正者の養成は速記者と異なり数ヵ月で行うことができるので、原則的にはステノプコンの

普及状況とあわせて行う必要があると考える。

-79-



第9章 ステノブコンシステムの評価

9.1 性能評価実験

9.1.1 実験方法

ステノプコンのリアルタイムでの)C?~化の性能を許fllliする実験を行った。実験に使用し
た話は、新潮社カセット文Jolfの rIrillU Jil f. :言集が怖L、J(80分)である。これを選択し
たのは、 rll"JI反されていること、ステノフ。コンの主たるもUrJ日的である論決の記録であるこ

と、比較的はっきりと発音して聞きやすく方言等が無いこと、という.E~111による。この
テープのAB各luiの40分ずつをそれぞれ休憩なしにステノプコンで入力、修正を行い、そ

の結果と別の人がテープ起こしをした結果とを比較し、J/:;なる場合をすべて1lJ1:i主いとした。

実験を行ったj:Ji記名ーは50代.ktl，1;名で、以前ソクタイプのプロの迷記おであった。このj虫
記者は、ステノプコンの操作に肢も仰れた速記者であり、本来ソクタイプには力I(いアラビ

ア数字やアルファベッ卜も余怖のある時には入力することができるが、現役のプロとして

仕事をしていた時に比較すると、使m頻度が少ないlJLイlこでは入)J速度も遅くなり、入)Jミ
スも多くなっている。修正者は修正作業に最もtl'lれた30代男性1名をfJe月]した。

9.1.2 実験結果

テープ起こしの*，1;裂からまとめたこの講演の特徴をぷ9.1に示す。:Jiのj生JJrは漢字かな交

じり文換算で350文字/分と、音i~ð~としてはやや早 11 であった。文 l'-';f lj -Ilこ合まれるカタカナ

の苦IJ合は通常の文章に比べてi可く、ステノプコンにとって汗予な外米誌の多い講演内総・て'
あったことがわかる。逆に淡7の;I[IJ合は低かった。ステノフ。コンでぶ示した文字分市を表
9.2に、例としてA而の冒頭i部分をステノプコンで文了:化したあり果をぷ9.3に、尖験結果を

まとめたものを表9.4に示す。なお、表9.4'1'で文なの意味を正問jiにJ巴娠できなくなる可能

性のあるI1iJi主いや明確な文法的誤りを「重大な問i主L、Jとし、iJ'i'j':がひらがなで表示され

ている場合や「けれども」と「けどもjの追いなどを「些細11な迭し、」と分;fj'iした。

:t<9.1 :'J.i験に使Jllした講演の文字般の特徴 J<9.2 ステノプコンによりぷぶした文章の特徴

全文字数 27694字 100.0% 令文1"数 2-1973字 100.0% 

漢 'j乙 5916字 21.4% tt， 倍T-、
1430'f' 5.7% 

カタカナ 1053字 3.8% カタカナ 889'" 3.6% 

アルファベット 27字 0.1% アルファベ yト 8'主 0.0% 

アラビア数~1 206字 0.7% アラビア数字 166'よ: 。7%
固有名詞 153字 0.6% 
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よt9.3 ステノプコンで実験的にぷ示した文市の一部 表9..1発生した1m;皇い

「拍手」 ただいま ごしょうかし、に あずかり l
ましたむこうだ くにこでございます。 ほ
とんどのかたがおはつに おめにかかるん
だと思います。
よろしく お願い致します。
あのう わたしは このごろ になって ;_t~ 
がとても こわくなりました。
きがつきますと うまれてすぐにはん"1
ぐらいでまんま という言葉をわたしは
しゃべったんだそうです けれども. それか
ら 5 0年いま 5 1になりますけれど
も， そのあいだにずいぶんたくさんの
言葉を しゃべったり 考えたり， 苫~ とい

漢字変換

ぬけ

余計な文字

i主う文字

カタカナ

その他

青十

重大 時細

12.9% 

16.4% 2.7% 

0.6% 0.5% 

1.0% 3.0% 

0.3% 

0.0% 

18.0% 19.4% 

12.9% 

19.1% 

1.1% 

4.0% 

0.3% 

0.0% 

37.4% 

うのは おとに ださなくても 心の なかで | テープ起'しした全文字数に対する割合で示した
ある まとまったことを思えば.もう それI /~~ 
は d";監だと 思うんです。

9.1.3 考察

修正を行った政終呈示文章では、 1m迷いは全文~1';t rll の 40% 近くと ~ I: '，:;\に多かった。 この

うち、 言集がぬけたI1¥J追いが最も多く、半分の19，1%を占めた。この辺!.lllを詳細に分析す

ると、 j生記者の入力速度が話に1mに令わないために、 -)どすべてないし仮数の文節をとば
してしまうことが多く、全文章'1'の約12%がそれを原因とするぬけであると判断した。こ

れは速記者の技量が低下しているためであり、現役の速記者であれば、この入)Jの欠務は

大幅に減らすことが可能であり、 5~6以 Fにすることは符易であると与えている。数文?・程

度のうく務て'あれば修正作業て'tlfiうことは可能であるが、このような多品の欠点4を修正作業
で入力することは不可能であった。

入力ミスが多かった原因のもうひとつは、録1・T された日r'jljを速記したことにある。 ~I二の
戸の場合には、 m四の雑音の1'1'でもI-Imす相手の11，を聞き分けることができる。これをカ
クテルパーティ効果という帥}。これは高度な腕の機能が関与していると常われているが、

その'1'でも両耳受聴による効果が大きいと古われている。このため、テープ録汗された汗
ではこのカクテルパーティ効果は起きず、 11 :.で 11\1 く場介に比較して}，~1 11t1の純白の Jt'&.で11\1
きl収りにくくなる。

また欠落には、速度が間に合わないために-jjちにできないs)J詞を行く傾向も見られた。

これには気付かないで読んでしまう場合もあるが、日)j詞が辺、|床上重32ーである場合には屯一大
な問i主いとなる。

言Iii 者の訂;ーには~~~凡の脅!g 、言葉が口癖として多く含まれている。例えば、 「まあJ、

「ちょっと」、 r (文の日ijj'iてdの)で、 」などである。これらの訪の'1'には、文'1'で芯
l外を持って使用されている場介もあるが、，G、1凡!!![く話の訓了で使川されるrI鮮と与えられ
るものが多かった。上記のI1\J速いの '1'1こは、このぷl外の!!![~、言葉の欠必も2 ，7%合んでいる。

これらをTIて艇に記録するべきかに関しては、 |分に検討する必12がある。もちろん100%

正般に記録することは重要なことではあるが、芯l沫の!!!g況がリが多い場合には、内容が判
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りにくくなる。その点から、意味の無し、円鮮は円1)る述記者が多い。これはj生記技術iに)l，¥Jす

る)liJJiJ1であって、速記者がn分の速記スタイルを変.Il':することは容易でなく、ステノフ。コ
ンとしてはこの判断はflbl々のj虫記お1こ任せている。 1将守J米長は1↑的、)1ηjI庁1tI汁幸報R保匝町障:itのf観'(J1.'点t

し、必~であればi虫記者をJ旨導すべきであると与えているが、現:(fのようにステノプコン

の専属速記者がいない状況ではここまで徹底して行うことは縦しい。これは文JFの内科を
歪めていないので些細な追いに分類した。

次に~いのが、漢字:で表記されるべき 言集がひらがなでぷ記されていたJ1\J.ì.主いであった。

但し、t)'i:-y:で表記するかひらがなでぶ記するかは人によって異なる場合も多いため、テー

プ起こしをする人によってこの数'r~'i fí:'j l ìl.lこ 4-5% は変わる。そのためこの数'ドは絶対的

なJ目標ではない。これは文章の内容を:定めていないので些剤IJな逃いである。これは速記1'f
-修正者の人的要因ではなく、反訳フ。ログラムの性能による。

この結果、表示した文章全体での淡字:の;明)17は5.7%であった。これは以前のステノプコ

ンよりも改善されているが、まだ低すぎる。しかし通常の漢字かな交じり文72でのt)'i'i':の
合まれる主1)17は40%程度であるのに対し、この訊を文字化した時の淡'/の;111]令はその、|主分

であり、その影響で表示文章'1'の漢字の;1;1)17も低くなっていると与えている。もしも〉之江

'1 ' の~字の書1)令が惜の40%になれば、ステノプコンの結果でも漢字の合まれる ;1;1)合は 10%

m.l!:になると推定できる。実際にステノプコンを外米誌があまり多くない講演でもeJTJした
結果について、文章巾に漢字の含まれる;1;1)17を調べると7-10%であり、この*.'i;，j:!;とほぼ

一致していると考えている。

文章の読みやすさを評価する時に、今までは文7;i tjl の~主の合まれる :~I)イ干で評価してい

たが、fJ.iネとカタカナ、アルファベット、アラビア数?の含まれる割合の合言|で評価する

)jが合理的であると考えた。今)ITJの実験ではカタカナぷ記が多いため、これらを1r~1 する
と10.0%となる。

違う;文字となった'1'では、 jili記者がむ:1沫を変えずに述記しやすい表引に変えてしまった
ものや、不明瞭な発音をJJ;T囚とするものが多かった。特にこの速記者は他のj生記者に比べ

て、i'l分で入力しやすいように言い換えてしまう似liiJがあった。しかし、訴の芯l沫や文法

から明維にJi{).i!fっている部分を速記者が訂正したjLJ令もあった。例えば、 lì~1去の内符から

判断して「犬にしゃべった」と言うべきところを、 「犬がしゃべったJと誤って話してい

たが、速記者はそれを I~ 、ぬに しゃべった」と，i~jました。これは IE昨な記録の 1mからは

行うべきではないが、内容の正艇な.Iill解のためには訂JEするプiが望ましい。j虫記では発言

者が文法|二おかしな表現や、Ii¥J.i.主った助詞の{史い)i;をした場合には、そのまま記録に残し

ておくとおかしなされとなるので、適当月に修正すべきでdあるとしている則。しかし↑lt報保尚一

ではJi\J述っていても訂i者の話すとおりにすべきであるとする諭もある。また、~-líがわざ
と11¥];違える場合もあり、実用上の判断は難しい。

余計な文字が押入されている 1 1\ )迷いでは、ィ~Iり )It~な先王?を原因とするもの (例えばよく

聞けば「けともJと話しているのに「けれども」と記録した)も多かったが、その他に速

記者が入力ミスに気fH、た際に正しく入)Jしiuしたが、修正者が始めの入)Jミスの)Jをii'i
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去しなかった幼合があった。実験を行った修正-Ifは卜分に訓主~を受けているが、今lillの実

験のように速記~.の入)J ミスが多すぎると、修正が|分行えなかったことがわかる。

今川の::k験のようにiÆ記~.の入)J ミスが多すぎたj必令には、修正作業ではその一部を抗

して、できる限り 11:しい文市を作成するようにしていた。修正iitrの3之江と修正後の文JRを
比較すると、修正作業によって発生した11i1逃いもいくつかあったが、 ;文:字数に数えない'ヂ

ILI文?や句読点の修正も含めて、 3ZIF全体の約4%を修正することに成功した。このことは

5.2.3IJiで考務したように、修正機能1;1:5%以下の!iil注いであれば修正て'きることを尖託し

たものであると考える。これで修正機能の千I効性を示すことができた。

現在はステノプコンのfJeJlJ頻度は低く、 8時n¥l/JJ程度である。そのためにステノプコ
ン特有の略号を使いこなせて、かっ、述くてIHi{I・なj虫記1fはいないのが現状である。この
システムが将米??反して、絶えず佼JIJ している j虫記~.が :11現しなければ本システムの本当

の性能は測定できない。しかし、今同の~験から、表示される文主主小の「重大な IHJ泣い」
は全文22の1%以下にすることができると訴仰lした。

9，2 障害者へのアンケー卜による評価

9.2.1 アンケー卜方法

ステノフ。コンの性能を利用身である臨:ït jr.~;I;. .(j;に評価i してもらうために、アンケー卜調

査により芯見を尋ねた。聴覚障害者が多く参加する集会において、予めアンケー卜川紙を

配付し、ステノプコンによる↑!?報保防を行った後、集会の終了後にアンケー卜川紙を阿収

した。

アンケー卜を実絡した集会は、 「第10lnl.lR点目11'1'途失聴 ・難聴-IfのwいJ (1993"1な刀、
;R};r)と「人工内耳によるIllJこえのInlW 一説明と相談の会 J (1993"f3JJ、!，H )で

ある。両集会はJ~にステノプコンのこl:=反対象おーである '1';全失J~t:者， .i1t聡おの参}J11.(iが多い
集会である。この両集会とも、半I1n¥Jステノプコンを使!日した。ステノプコンの傑作は、

慣れた速記省 ・修正者が交代しながら行った。両集会において表9.5に示したアンケートを

それそJれ200通ずつ配付した。

9.2.2 アンケート結果

i1fi 1 0 1叫束京n!I'i'途失聴 ・ 難聴~.(j;の集い」では 67通、 「人工内耳による|iiにえの1111

復 一説明と相談の会一」 では23通、合計90jffiのアンケートをl可収した。このうちイIえJJI"I

答は81通であった。回答者の平均年紛は44.5ぷであった。

回答者が主に使J日しているコミュニケーション千段とステノプコンの平IJ川状飢との1)11係
をぷ9.6に、ステノプコンの良い点を表9.7に、ステノプコンの悪いJ去を表9.8、A9.9に、そ

の他全般の意見を表9.10に示す。
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ス

国立身#jI¥'(JfIfリハビリj-'i，iti9-
研究所 三f'i¥!'l教之

同立身体障害者リハビリテーゾョンセンター研究所では聴覚障'JiIfllllr'l報保障装置ステノプコンの開発
を行っております。 今後の改良等の参考にさせていただくために、アンケートにご協力いただければ幸
いです。 よろしくお願い致します。

l あなたの年申告 C i&) 

2 あなたが主に使川しているコミュニケーション手段は次のうちのどれですかワ 下記の中から lつに丸
を付けて下さい。
1) 情報保障は必要ない
2) 音声 C l!U聡訴、 i'r~1f.、磁気ル プ等を含む)
3) 手話
4) 文字(ノートテーク、 !J!!約筆記等)
5) その他(

3.本日の会でステノプコンを使用しておりました。 あなたはステノプコンを利用しましたかワ 下記の
中から lつに丸を付けて下さい。
1) ずっと利JIJした
2) たまに利用した
3) ほとんど利用しなかった
の全く利川しなかった

4. 3で1)以外の方におたずねします。 それでは本日の集いで日こ不11mしていた的報保障手段は何でした
かワ 下記の中から lつに.'hを付けて下さし、。
1) 手話
2) 補聴器又は磁気ループ
3) 必要としなかった
のその他(

5 ステノプコンの良い点がありましたら、下記の'1'からL、くつでも丸を付けて下さい。
1)情報量が多い
2) 細かなニュアノスまで理解できる
3) 読みやすい
4) 内容が理解しやすい
5) 聞き逃したところがわかる
のその他(

6 ステノプコンの位、い.... .i.がありましたら、下記の'1'からし、くつでも)Lを付けて下さい。
J) 間違いが多い
2) 漢字が少ない
3) 難しいtE'Fが多すぎる
の読むのが疲れる
5) 話に比べて表示が遅れる
6) 話が甲すぎて読み切れない
7) 文字が読みにくい
8) その他(

7 その他、ステノプコノに関しましてご意見がございましたらお古き下さい。

ありがとうございました。

-84-



表9.6 主として使用しているコミュニケーゾョン手段とステノプコンの利111状況の関係 L単位 人)

j:にl!EJIIしているコミュニケーション下段

汗 Jlf 子孫 文字 その他 政掛裕 型軽|司答 ィ、必要 計|

不IJ ずっと利川した 4 日 2 。 5 。18 
たまに利用した 11 7 4 

J日
。 11 2 361 

ほとんとうflJIHしない 4 2 。 o 2 。 。 8 
状 全く利用しない 2 3 3 。 6 。 15 

況
無回答 。 。 。 4 

~I 22 18 10 。24 3 4 81 

ぷ9.7 主に使用しているコミュニケーション手段とステノプコンの良い山の関係 (単位 人)

主に使用しているコミュニケ-:/ョン千段

背 f" 手話 文字 その他 複数解答 無回答 不必要 計

情報五回t多L、 4 2 4 。 11 2 24 
良
ニュアンスがわかる 7 5 5 。 11 。 2 30 

読みやすい 6 6 日 。 1 0 。 。28 
[l-j 
内容か型解しやすい 5 3 。 日 。 。1 5 
日日き逃し肋かる 13 9 4 。 13 4 44 

:tA9.8 主に使用しているコミュニケーショノ子段とステノプコンの恐い点の関係 (単位。人)

Eに使用しているコミュニケーゾョン手段
可E・ιr)li 手 jfi 文下 その他 桜獅時 無回答 ィ、必~ ~I 

間違し治多い 2 2 。 8 。 14 

漢字カ沙郎、 11 11 3 。 13 2 44 
!巴
難しし、tJi字カ惨い 。 。 。 。 。 。 。 。

し、 誌むの古渡れる 5 2 。 5 。 17 

白
査訟が越れる 7 5 5 。 14 。 2 33 

る勃泌すぎる 3 。 。 。 。 。 4 
文字カもdみにくL、 2 。 2 。 。 6 

その他の却も

'iItrの人のために下の方的ごはなかった 2人
・今どこを読めばL、L、かわかりにくL、 l人

・文字のコントラスト的事L、 l人
・分かち出きがおかしいところがある l人
・面白カカトさくてよく見えなL、 l人

・郎、JKIEカレ度に表示されることがある i人
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$.9.9 :，怯い l~の回答者の平均年令 ぷ9.10 7ノケート回答者の芯:凡

:L~L 、 ，1，~~ 平均年令

(才)

Ii日追いが多い 4 1. 8 

その他の立見

・今後の利mを希望する 4人

・よかった 3人
・もっとよいものができることを期待する 3人

漢字が少ない 44. 5 ・疲れた l人

簸しL、tl'i字申惨い 回答宕なし
文下政送へ応用して欲しい l人
・もっと大きく l人

設応i<J)カ疲れる 4 1. 8 ・オペレータの技術向上を願う l人

表示が返れる 4 1. 3 ・漢字が多すぎる l人

追認が辿すぎる 49. 0 
・行答えの区切りをはっきりしてほしい l人
・要約筆記のような略号を使ったら? 1人

文7'カ滋みにくい 53. 3 ・漢字が増えて以前より見やすくなった l人

9.2.3 考察

アンケー卜を配付した全員がステノプコンに適した人というわけではなかったため、ア

ンケー ト の同収数は少なかった。それそ・れの防~Ifの極'fj'j と程度によ って適した↑l'ifUW IP.~子

段を選択するとし、う観点から見ると、全体の{Iリ%の人が手I)mしていたかや全く役に立たな

かったとする立見は重要でなく、それを平1)川したい人にとって有効に利JIJできたかとうか

を判断すべきであると考え、その評価基準でアンケート結巣を検討した。

ステノプコンの利用状況では、ステノプコンだけを不I)JIJしていた人以外に、他の情報保

障手段と併mしている人が多かった。設問3でステノプコンを「ずっと利用していたJと
回答しながら、設n~4で主に不I)JTJしていた↑!?鰍i以降手段として「手話」やr1，0町長総又は磁
気ループJを挙げた人も多かった。 11日正E23や1".話、 n話ーだけではわからなかったときや、
聞き逃したり見逃した時に手I)JTJしていた。このことは良い点として「聞き逃したところが

わかる」とした人が多かったことからわかる。また、このようなもむい)jをする湯合には他

の情報保障手段との時間差が大きくなると不I)JIJ しづらく、 :ll.~い点として「話に比べて表示

が遅れる」ことを挙げた人が多かったと与える。本米ステノプコンは主としてX'f:をコ
ミュニケーションの手段としても~JTJ している人を対象として開発したシステムであるが、

子話や補聴器などをfJemしている人の有効な補助手段にもなり得ることがわかった。
他に良い.'.~.としては「釧かなニュアンスまで.f!n解できる J 、 「読みやすし、」、 rw報}jl
が多L、Jを挙げた人が多く、特に1:に{史川しているコミュニケーション下段として文字を
挙げた人と復数回答した人ではその;~I)令ががい、傾向があった。しかし「内科が.f!H~干しやす

い」を挙げる人は少なかった。 r調紺制11ω均か、なニユアンスまでE即H角解fできる」と「↑伯!hi

はステノフ。コンの{仕上1係基設計0時午に白f指旨していfたこことであり、期待した通りの効果が得られた
と考える。

それに比較して悲い点は、 「淡字が少なし、」という意見が肢も多かった。このことはス

テノブコンの政大の問題点、であると考えており、この広見が多いことは予処!していた。こ

れまでの会議等でステノプコンのも~川後 lこな.t~をきいた際にも、多くの人が 「淡'f が少な

し、」と回答していた。
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これに対して「難しい淡字が多すぎるJという11'1符は今聞はなかったが、 1'111，な立見の

ところで「淡，[:が多すぎる」とした人がいた。これは今までも少数ではあるがときとき

あった立凡であり、総党防cJt-Xの11本;li能)Jに大きな倒人主があることによる。ステノプ

コンを使JIJしている会同集会や地方集会にでてくる附;lf1fは、 一般に 1-14'~j}能力均il:':j~ 、人

が多いが、そうでない人もいる。このことが集会へ参加しない原因ともなり得る。制かな

情報~防サービスという観点からすると、ステノプコンも漢字の多い文立を表示するもの

と、漢字が少ない文章のものと、 2 府t~jJTJ.立することも考えられるが、コスト等をJZえる

と現実的ではない。全ての人に満足し、く前線~防はない。より多くの人の要望lこ jぶえるこ

とと、どの情報保障も利川できない人をなくすという1，16而から考える必要があると与える。

「話に比べて表示が遅れる」はt見守:の 11U :mの次に :y.~ い，I.~ として挙げられているが、この

ことを指摘する人は今までほとんどいなかった。おそらく、 「漢字が少なL、」というni]1IIl
が大きいので、複数回答で尋ねることによりこの「表示のiI1れ」の問題もぷl同化したのだ

と考えている。この指摘された「ぷ示のi!iれ」は、ステノプコンの操作に必要な10秒以内

の11れを指しているのではなく、修正作業の遅れにIIう10秒以上のi遅れを術しているもの

と判断した。

養成した修正者は、少しぐらい遅れでも.iEしく修正しようとする傾向の人が多いように
思った。そのため話があってから30秒以上巡れてから表示しても正しい方がよいとする人

もいた。正しい文章を作成することは主要であるが、大きく遅れないことも間際にiTI:1Jで

ある。そのため、このような人には巡れすぎるとそのことを指摘しているが、!i1J逃いをl立

さずに速度を速めることはなかなかできないでいる。このために上記のIl¥J:mが起きたと与

えている。もちろん速記者の能力がト.がって入)Jミスが減少すれば、遅れも少なくなるの

であるが、それだけでなく大きく巡れないことを11的にした修正作業の線科プログラムも
必要であると考える。

!思い点として 11m):主いが多し、」を挙げる人は少なかった。この~験における 1m迷いの'，1;1]

合がどのね皮だったかはわからないが、り Ifrijの実験のような大誌の1m述いは発'1ーしなかっ

た。いずれにしても、多少の!i¥J逃いであれば聡党附持者に計特されていることがわかる。

また、修正機能の有効性も示すことができたと考える。

「認が早すぎて読み切れない」と「文'ドが読みにくし、」というな兄は少なかった。この

ことから4.2節で考察したように、話の述JJ[でA示される文11をほとんどの人が遅れずに読

むことができることがわかった。ただ統計的にはイf.むではないが、このふたつの問符1fの

平均年紛は同答-(5'全体の平均年齢44 . 5二十よりも I::I~ 、傾向があり、 [::1 齢.{;ーには少し速すぎる

場合があることもわかった。また「文'{:の読みにくさ」はパーソナルコンビュータをa川
したシステム椛j点に依存しており、より精鋼"なA示装置を{止mすることはコスト|市で11U!!J1
が大きい。これは慣れれば気にならなくなると必ーえる。

その他の!M\~ 、仮では、 「前の人のために下が~~えなかった」、 「文字のコントラストが

i¥lj.し、」、 「阿而が小さくて凡えなし、」などの機出のあt i位 卜- ・ fJëJl JJ-. の Il \J m.'.'~が)f;げられた。

これらは4.5鈎lでも考築したが、会場の広さや!!日lリl設備などによって変り、また利川するL1f
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の位置によっても~なる。いくらt量れたシステムであっても、設置 . ilimlニのlI \j !lfjがあれ
ばその能)Jは発Hiできない。また、操作 |ーの/:U!Wについての指摘もあった。

その他全般に対する13見では、 「もっとよいものがほしLリという治、見もあったが、
「良かった」、 「今後の利mを希望する」、 「以前よりも漢字が明えて比やすくなった」
というi'JJl:的な12JLの方が多く、 「文'ド政送へ応川してほしい」という希盟もあった。こ

のことはステノプコンの情報似附装世としてのイi効性を示していると考える。また i12J約
市記のような時号をfl'ったらどうか」とか 「行伴えの区切りを明確にすべきだ」といった

J:1体的な改良点への指摘もあった。これらの芯JLについては、よい意見は取入れていくつ
もりでいるが、思いつきの意見も多く、十分検討してから取入れる必要があると宅ーえる。

例えば七記の略号は、よく使JfJする誌の入)Jを簡素化する日的でfJ!imされているのであり、
読みやすさは恐くなるので、この窓見は~J/] しないブJがよいと考えた。 また「もっとオペ
レータの技術向上をJという意見は、入力ミスの多さやi!tれを指摘していると考える。
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第10章考 由
民
ホ

10.1 ステノブコンの評価と問題点

開発初JVJのシステムから合めて、これまでに~~~ '， Ii~ 行の国際会議や全国大会、地)j集会な

と、でのべ200間以上にわたってステノフ。コンを使JIJしてきた。その主なものをぷ10.1に示す。

これらの会議 ・ 集会での使j日後に多くの腿~j'tlP.~存在 ・ 家政 ・ ↑!?報保障ボランティアらにむ

見を尋ねた。その結果は、予1JE的な立見もあったが、その多くはれ、くつか改持すべき，1，';(
はあるが、このような↑111報保障を待ち宅んでいたJというものであった。このことは訴価

笑験の結果とも 致している。このことから、ステノフ。コンシステムは聡:rt~~~-X.の↑17報
保障装位として有効であると結論づけることができる。

但し、lJUEはこのような情報保防サービスが他に全くないため、少しくらい問題があっ
ても喜んで利川してもらえるが、これがff及していけばその J:U !l.!1}.'~に対する改必要望も大
きくなると与える。前..!:，1.までのjf験・アンケー卜及び45察*!i%をまとめると、ステノフ。コ
ンの主たる問題点は、表示される文'1'に合まれる漢字の割合が少ないことと、繰floする人
が熟糾していないこと、の2点であると与える。

tA字は日本誌に特有の問題点である。欧米各IlgでもI，;J掠の↑!?報保障な(1丘がIJfI?tされ使川
されているが、他の言語ではこのような|問題は起こらない。例えば、英語は日本訪のよう

な表ff文字'ではないが、米国でltiも普及しているj生記であるステノタイプでも基本的に汗

を入力する点、は日本の速記と同じであるため、 "rcd"と"rcad"のように同じ日のIjl誌は同じ

速記記号で記録される。しかしこのステノタイフ。の速記記号をコンピュータで反訳する際

には、前後のij1.M-fのつながりから行うようになっている91)0すなわち、!言n干誌の現れる政
も背通の前後1)[1係、伊lえば"arcd'lとか"hcrcad"といった文のlitr後Il.¥J係をJLにこの!日JT'i誌の

区別を行っている。これが可能であるのは、 ql~H I引なであるからである。この場合も、 l耳

有名詞などでは反訳限界はある。

それに対して、日本語は表音文字であり、

音は単語lil{!Lではない。そのため前後関係
も英話ほど明確にはならない。例えば「か

くJという背には、 IJfjJ i各Ji給」
「核Ji舷Ji占く Ji欠く」などの多く
の淡字があるが、これらをjiij後の後続出l係

だけで'iJJMI[に分ける方法はない。そのmtill
は、[]*誌の111Mfは英単語のようにlりJWに
分離していないことや、 日本語は助詞に

よって主訪や"的語などの順番をJ'I[I，に変

史できることなどにある。確かに近年普及

J< 10.1 ステノプコンを使用したjーな集会等

-リハビリテーショノ|世界会議 (1988)

.世界ろう者会議 (J991)

-全問ろうあ者大会(1990) 

- 全国~約筆記j:lj題研究集会 ( 1 992 )

全問手話通訳j:lj題研究集会 (J992)

11本手話学会大会 (1992)

'IsMウェルフェアセミナ(1989-91) 

.点j，(rrs'i'途失聴 ・難聴在の*い
( 1989-93) 

.同立身体障15者リハビリテーションセン
タ一入所者ホームルーム (1990-1994)



しつつあるA1決'ド変換は、 liij後の関係から漢字を選択するが、それでも多くの誤った変

換が発生する。しかも、かなi:Ji'j':変換は文語体のために作成されており、 f1j:i体では必ず

しも正しく変換できない。fl4'，i[fは英l;!;のようにliij後のl!.ll係から.iEしい淡下を選ぶことは
難しい言語である。

このため漢字は、 11本語ffll;の文了:化において必ず大きな|問題となる。本ステノフ。コン

では、同行JU主計iの漢字変換をあきらめることにより、文f;rtll'，こ7~10% の漢字を合める

ことに成功した。しかし、この)j{.とでは漢字の:'ilJ合をこれ以上大幅に明やすことは雛しい。

これを解決するためには、i'I動かな淡，r~変換ソフトウエアの変換ネが大幅に|向上すること

が必要であると考える。

操作者の熟練は、1f~81立と第91;1でも考察したが、ステノプコンの能力を技大阪に発N(
するために必要不可欠である。しかし、現在のステノフ。コンの使用同数では、操作者の現

在の能力を低下させるのを抑制する効果はあっても、|向上させることはできない。そのた

め操作者を熟速させるには、ステノプコンをより-Wi利mしてもらうことが重斐である。
現在はステノフ。コンを利月]してもらう際に、 こtfm，x.に必要な経費を負担してもらってい

る 。 人件費 (速記者と修正者の謝金と交通貨) と機械のili織に必'll:t.な終 t~である 。 この絞

'i.'.iが理rlJで、ステノプコンをtJiJllしてもらえないことがある。ボランティアでやるべきで
あるという与え)jもあるが、ボランティアであるがゆえに質の悪いサービスでも仕方ない

というのでなく、お金をもらう代わりにできる限りのサービスを提供するという方がよい

と考える。このことは手話など他のサービスでも同じことであり、近イ「ーはプロの手話通訳

者もでてきている。

速記は特殊業務であるため、人JlI:'i.'.iは高くなる。ステノプコンのjJjj記-I'fはソクタイプの
速記者を使用しているため、ソクタイプ速記にlt'絞して1;..'すぎではならず、そのため現在

はl日迷記者一人あたり交通費込みで3万円としている。もしもまる 1nステノプコンを
使用するのであれば、交代要員としてj虫記者は二人又は三人必妥となる。修正者はJ虫記ほ

ど特殊な作業ではないので、 111 一人あたり交j迫 1~込みで l 万円としている。 そのため、

l日ステノプコンを使川すると、その人fド貨は8Jïl リ ~ 11 万 Plになる 。 lJUIーはステノプコ

ンの録作者は.!R)tr近郊にしかし、ないので、もしも場所がよfl;;-t近郊でなければ、米)T:からの
交通資を別途負担する必要があり、また場合によってはli'ii1'l'i.'.iも必要となる。

これは国際会議や全国大会であれば財政的にIi\J !!ilない移!ではあるが、 ~;~(I I [. 1í.の地}j大会

ではこの負仰は大きすぎることが多い。*Jtr近郊以外では)JO'，;;¥'(こ餓しい。特に地点集会な
どでは情報~r.~はほとんどボランティアに頼っており、場合によっては的報保障を行うボ
ランティアからも参加賀をl収っているのが現状である。そのためいくら有効であっても、

ステノフ。コンだけに多くの金額をii'i'i.rすることは難しい。しかし、 111際会議や全国大会は

限られており、それほと頻度はない。そのため、ステノプコンの年I1lJ利m回数は頭打ちの
傾向にある。金銭的補助を受けなければ、これ以|→の利川の地加は望めないでいる。
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10.2 全文変換の意義

このステノプコンは、音7戸を全く要約せずに文字化して表示するシステムである。これ

は~約筆記のように多くとも 15% の文手しか伝達できない方法に比較すると、↑仏h

質がt倭査れているのはl切明り列jらかである。しかし8jJilJや9書IJの文字を伝達した場合に比較して、
全く袈約しない場合が本吋に良いのかについては、まだ議論されていない。このI:a抱一は、
全く要約せずに文字:化することのできるステノプコンのようなシステムがあって始めて議

論できる問題である。

9 . 1.3項でも述べたが、言Iiの '1' には骨!~~-Ci~1沫な言葉は多い。同じことを繰り返したり、すべ

てが意味のある情報を持っているわけではない。これらの無意味な言葉や、修飾語などを

削ることによって8割lないし9書IJの文平主としても、内容は100%に近い情報を伝達する

ことができると考える。もしも 8剖ないし 9刻の文章i止に自IJってもかまわないのであれば、

3.1節で考察した述記以外の方式でも時間的に入力可能かもしれない。例えばタッチタイプ

では、淡字も入力可能な方式があり、淡字入力の問題まで解決できる可能性がある。また、

訂sの表示される速度が泌すぎるという人も文章益が減った万が読みやすくなる。

しかしこの点を聴党障害者に尋ねると、ほとんどの人は「少しでも要約してはならな

し、」と回答した。少しであっても要約しであると、要約された巾に重要なことがあったか

もしれない、と思うという。極端な例としては、 1I1¥J追っていてもいし、から全部文字にし
て下さし、」という人もいた。そのため、現状では全く妥約しない文章の表示を求めている

人がほとんどであると結論した。

しかしこれは今までほとんど情報が得られなかったために、疑心暗鬼からこのように考

えるのであると考える。このステノプコンが普及してすべての情報が文字で得られるよう

になった際には、再度検討するべきであると考える。

10.3 話者の責任

ステノプコンは、どんな話に対してもリアルタイムで正縦にXJ-:化しなければならない
とすると、その尖現は不可能である。例えば、ある香港:1¥身の諮泌.('fは、議泌'1'に'1'同tli
や英語の歌を歌った。そのためステノプコンでは小国誌ないし失誌の放を歌っていること

を文字で表示したが、その歌の内符はし、かなる 1"M~j民 [íì{下段て'あっても伝えることは不可

能であった。また、言葉が不lりl脈であったり、内容が支離滅裂だったり、 37iが途'1'で大き
くとんだりすると、{位継者が聞いていてもjttJを話しているのかわからないことは多い。そ

のような話までもステノフ。コンで正維にX~:化することは難しい。

少なくともステノプコンは、{住聴者が11\1いてわかる話に対して、 :文~/化して聡:ì'í防't.('f

に伝えることを行うべきであると考える。{住l見l者が|渇いていてわからない訂;は、話15の話
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し方や内容が聴衆を無視したー}j的なものであり、そこまでステノプコンが対応する必要

はないと考える。 J~~tkがわかるように話すことは、話JまのよI任であると考える。

逆に、手話通訳や31-約筆記のような↑fi報保障をすべて18:否する話者もいる。これはし、わ
ゆる有名人や文化人の'1'にも多い。彼等の言い分は、 「これらの情報{以降は自分の言って
いることをiE確に伝えていなし、」というものである。ステノプコンは話者の話を原則的に

正確に文字化するが、このような話者の11.'にはそれでもm否する人がいるであろう。しか
し、そうであれば正確に伝えられるようにゆっくりと話すとか、わかりやすく話せばよい

のである。それをしないで一万的に聡:i'i:障害15への↑市報伝達を拒否することは、障害者を
差別していることである。このことも話者の責任であると考える。

10.4 集会以外での情報保障の検討

ステノフ。コンは基本的には集会等での情報保障川として開発したものである。しかし、

それ以外のlぶ月]も考えられる 。 例えば、 11M人又は数人JTJの情報保障機6~ としては、ノート

タイフ。のパ、ノコンなどを使JTJすれば小型で持ち述び可能なシステムとなる。しかし使用上

のコストを考えると、個人で使用できる人は限定される。

その他、字幕付き放送や字幕十lきビデオにおける字幕作成JIJとしての用途も提案されて
いる。欧米において広くして普及している字幕付き放送92)叫が円本において普及しないml

111のひとつに、字幕作成が簡単にて'きるシステムになっていないことが挙げられる問。そ

のため現在の方式ではニュース番組なとのリアルタイム性が袈求される字幕を作成するこ

とはできない。ただ、テレビの字幕の場合には、台詞をそのまま文字化したのでは商而と

文字の両方を見ることができないために、文字数を制限している。このため、ステノプコ

ンより遅い入力装位でも字幕は作成できると考える。そのため、字幕作成JIJとしてはステ
ノフ。コンは必要ない。

以tより、ステノフ。コンで↑J1報保障を行う七たる対象は、十数人以上の舷党際世者の参

加する場であることがわかる。将米?奇声認識技術による安1JiJiな情報保障装置が開発てJきれ
ば、倒人に対応した情報保障となり得ると考える。

10.5 他分野への応用

このステノプコンは、話をリアルタイムで文字化できる FI本で始めてのンステムである。

そのため障害者fnlこ限らず、他のm途にも使川できると与える。例えば、m拍速記を仙川]
している国会や裁判所の記録業務は、すべて本システムで泣き侠えれば業務が簡素化でき

る。事実米国では、同様のシステムが凶会やJ主判所で使Jllされている。また、現在は雑誌

等のインタビ、ューはテープで録音し、それをテープ起こししているが、ステノプコンをa
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川すればイ ンタビュー終了と同時に)(7;'tはできあがっており、それを少し修正するだけで

原稿とすることができる。企業等でも議'J~録作成などに利用することができる 。 特に会議

にl徳:ïï~!~';liJ，'が参加していれば、IfftHl1. への↑Ji報保附と議'F録作成の二つを|首JII与に:Jf-DLで

きることとなる。

このように ~~~1t将関連以外でももlリ IJ されるようになれば、多くのi虫記者が公j点され、機

23 もt:fllliに入T可能になる。 そうなると聴jì i!l~W1fの↑Ji報保障機総としてもどこででも安

価に筒使に使JlJできるようになると与える。このように福祉!)!]:iiliの機誌では、 p{得者.¥'HIJ

というのではなく、 i佐治省・にも障吉右ーにも{克川できるという機誌が望ましいと与える。

10.6 他のシステムとの比較

近年、聡党障害者への文字による情報~ I~~~主 ii1 として研究 ・ 開発されているシステムが

いくつかある。ここではそれらとの比較を

行う。

本研究の開始後に、筑波伎術短期大学に

おいて研究が初められたリアルタイム字-hi

提示システムは、本研究とj長も近い研究で

ある (図10.1)96)問。このシステムは手j;

き式速記である早稲田式速記を~に開発さ

れたステノワードという速記総械 (区l

10.2)と、字幕姉入システムによって構成

されたシステムである。

J2インチ

テレビモ
ニター

CRT 

ステノワードはミニットー350というj虫記

入力装置を改良して1991年に開発され、市

販された高速入力装置である98)。開発した

学校法人川口学園では、ステノワー卜.を述 |苅l日1 筑波技術短期大学のシステム

『巴
.、 • StenoWord SW.f 

国主語凪孟瓦語凪語盃l凪凪
同臼正羽田証函座主己憎君臨11
也甲子u;' n~u; ' :I.:~ !_U I . ，_I ・J..:t:; .[ヨ

l f町民l::.l~ ~<・C，! .J

治影、ベ.~~:a ー;二一→よι.......". .~;;-;-ヰギj・・
図10.2 ステノワードのキーボ ド配列
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記(，~械としてではなく、スピードワーフ。ロと呼んでいる。入力は績 列にAtんだ10flMの

キーを使ってl<iJ時打鍵で行う)j式である。現イEはこのステノワードの速記おーを4生成する

コースがIJfJ校しており、 700~900 1l .'fl i\J で300'//分以 tの速度で入)Jできるようになると

いう。この速度は話す速度よりも少しi1:tく、そのためにスピードワーフ。ロと呼んでいるよ

うである。

ステノプコンとこのシステムとではいくつか本質的な大きな迷いがある。まず入)J装置

であるステノプコンキーボート.とステノワードでは入力特性に大きな差があると考える。

その血111は、ステノワードの 一II'i線に岐んだキー配列は人1m工学的にみて改汗の余地があ

ることと、ステノワード、では3.4t!iiで検討した同時H鎚jj式に適したキー特性でなくi!f!常の

キースイッチを佼一JTJしていることが挙げられる。このためステノワードは入力ミスが多く、

彼労も大きいと考える。またステノプコンの元となるソクタイフ。が21キーの同時打鍵であ

るのに比較して、ステノワードでは10キーのl'iJ時打鍵であり、 1JJtに入7Jできる情報JEは

少ない。その~i'i*、訴の速度よりも少しi1:tい述皮でしか入力て'きないのであると考える。

似し、 j生記文法の得失はほとんどないと J(r.~じする。数年前に1Jf1発されたことを与えると、

ステノワードでは近年の口語の特徴をいかした述記文法となっている可能性はあるが、詳

細な検討は行っていない。

また、ステノフ。コンとこの筑波伎術銀大のシステムでは淡字や表示);法に関する取り扱

いも見なる。このシステムでは、反訳結果をPC-9801のキーボード端子から入力し、その

結果を dî販のフロン卜エンドプロセッサATOKを使川して淡字変換している。この~字変

換は呈示画而上で行われるため、画面ではまずひらがなが表示され、次いでそれが淡字lこ

変換されるという方式で表示される。表示阿而はステノプコンのように文字だけでなく、

話者の顔画像と手話通訳者の映像と文字を令成し、スクリーンの下側に16文字3行で表示

する。

この両者を比較すると、ステノプコンの)Jが入)J速度が述く、筑波技術短大のシステム

では速い話には追従できない。それはステノワード、との.iili皮ì~ と漢字変換傑flêから|別 1' 1 で

ある。すなわち、本研究におけるステノプコンが他I~Ë.-fíと聡j'tIG:i告者が IfiJ じ場所でl<îJ じ請

を聞くために、通常の速度の話をリアルタイムで文'ド化することを日的としたのに対して、

筑波技術短大のシステムは聡党防存者だけのためのゆっくりした講義を、i:Ji'[:かな交じり

文で表示することを目的とした装ii'tということができる。またビデオカメラなどシステム
がやや政雑になっているので、筑彼技術短期大学l人lの特定のl¥Mt.での似JTJには1/¥J!Ii1ないが、
一般の講演会場での使用には不|古lきである。

それに対して筑波技術短大のシステムの優れている点は、話者の顔や下京f;i!f!iJ(点ーをlfiJじ

耐f(ijUこ表示している}，'Xである。これは9.2t!iiでi&べたように手話やIl話なとの他の1'1';報似

陣手段と文字による情報保障を併川するJA令に、 ilや顔を大きく動かさなくとも良いとい

う利点がある。ただ、多くの情報を一l州市に入れるために、 ;文字数は48'[:となっており、

迷い話に対応する場合には少なすぎると考える。

ステノプコンに比較して優れているもうひとつの点は、学校法人川n乍閣というj虫記者守



ftl点P{:校と -Mに行っている点である。操作-Kの↑tiれが主要であることは10.1釘lでもiAべ
たとおりであり、その 1，I.l~でj生成学校で多くの述心-(tを佳成していることは1Jl'!.l!である。

ステノワード、以外にも、いく つかの文，了tド:による↑!

lバ山1)総総‘イ介干リハビビiリテ一シヨンセン夕一とワコムはj共七引th同，1司IJでT筆n記i泊l泊B臼司訳t文援システムを|日閃j川H発した9附9町)。
これは液iμi日l1デイスプレイ内I蔵主の夕フブ， レツ卜ヒにT下'. -， 1作?きで J必i主反~φ約2筆b記を行うことにより、 乍記

-Kïの操作111Uを軽減する円的の機~~である。ま た、夕、y チタイプを{止月]した世記述訳文媛

の研究1刷も行われたが、その後の報告はない。パソコン通信をもむって多数の人iiが入)Jす

ることによりテレビ白戸を字必化して伝iiする試み山)や、 2台のパソコンをつなげて昔Jij

を記録するJj式なども研究されている。これらの)j法は、速記などの長時11¥1の斜lf干の必要

な傑作法とは)I~なり、多くの人がボラ ンティアとして入力に参加できる利点がある。

10.7 将来における研究成果の活用

本研究ではリアルタイム音717文字変換の手段としてソクタイプ速記を使用した。しかし

将米的には音戸認識技術が発達し、安filliに認識tl:ligの高い装置を入手できるようになると
期待される。 その場合には、本ステノフ。コンシステムよりも手軽で使いやすい的報~p~ ン

ステムとなると予想する。

このような背声認識による情報保防システムを作成する際にも、本研究のj段通文字.&示

方式に関するヒューマン ・マシン ・インタフェースについての研究成果はそのまま利川す

ることができると考える。また、音声認識伎術がいかに発注しても、認識不を100%にす

ることはできない。その理 rll は、人 1mの発戸 n体があいまいであり、初 :1\の問干J~ 討なと

の認識は人11¥1であっても不可能だからである。そのため、音声認識袋ii'i:をUI!川する際にも、
問迎いの無L 、文章を表示するには、修医作業がイ~"J欠である。この場合も、本研究におけ
るリアルタイム修正作業に関するヒューマン ・マシン ・インタフェースについての成来の

多くの部分を活JlJすることが可能であると考える。
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第11章結 =.6. 

E問

総j\t~~~者に対する文字を月]いた情報f~~~ として、日本語の話を要約せずにリアルタイ
ムで文字として表示するシステムにつきヒューマン・マシン ・インタフェースの観点から

検討し、以下の点につき明らかにした。

・:m状では音戸をリアルタイムで記録できる方法は速記のみである。

.ili記の'1'でリアルタイム反訳に以も適したものは23械速記て'あるソクタイプである。

.リアルタイム音声文字変換結果には必ず多少のIJ¥Ji主いが含まれる。また、正確なt覧
手:かな交じり文にすることもできない。

・ソクタイプ速記のような同時打鍵)j式のキーボードにおいて、以下のような作動)J

特性が求められる。

・全移動益は大きく、接点位i位が:J:::rtrruJ立の'1'心11付近にある 0
. キーを最後まで1111 しつけておくのに必要~tJ)Jが小さい。
-キーを押した感触が柔らかい。

- 話の速度で表示されるかな表示の文章は、他聡.fj-や日本語読解能力の;f:j~ 、聡:ït防官

者であれば読み取り可能である。

・かな表示に比較して漢字かな交じり文の)jが読みやすく、漢字の合まれる:Im合の少
ない文章では、分かち書きをするプJが読みやすい。

・スクロール表示よりもページング表示の方が読みやすい。

・話の速度で文章を表示する場合、阿倍fiJ又は六倍角文字て、表示するのが良い。

・リアルタイム音声文字変換結果に含まれるIJ¥J.i主いを減らすためには、リアルタイム

で修正.を行う必要がある。

・話のili皮で表示されるかな文章に対しでかな淡字変換をリアルタイムで行うことは
できない。

・話のj生JJtで表示される文章の修正では、カーソル操作に要する時間を考慮すると、

全文章の5%以上の修正はできない。

これを1~にソクタイプ速記の速記記号をコンピュータでリアルタイム反訳するステノプ

コンシステムを1)日発し、傑作者の養成を行った。そのJ占本性能を実験を.I!Ilじてli(ii認すると

共に、実際に恥~:l't障害者の集会等でfJë川し、持制hを行った。その結果、以下の以につき lリl
らかになった。

・ ステノプコンシステムを用いれば、リアルタイムで300~350字/分の背7l ，を文字化

することができる。

・ ステノフ。コンシステムは聴:ït降持者への文~f:による情報保障手段として有効であ

り、多くの腿:it防守者の社会参加を促進することができる。また、他の情報保防::y-
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段のflUW)としても利川fdlifl創立高い。

・ステノフ。コンでぶぶされる文市に合まれるr::J.i主いは、話のnや操作-X-の熟練j立にP:J
題がなければ、 1%未満にすることができる。

・ステノフ。コンの/1i]Ji.!1は、ぷ示文1;υ/，に合まれるtEY:の告IJ合が約10%と少ないために

読みにくい点と、熟練した傑作15'がいない点である。
・ステノフ。コンはリアルタイム汗，!fi主主:変換を実現した初めてのシステムであるため、

障害者月]にかかわらず他の分野でも有効に活JIJできる可能性を有する。
・ヒューマン・マシン ・インタフェースに|則する研究成果の多くの部分は、将米音J13

認識伎術が発達した際にもそのまま前川することができる。
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